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1 はじめに
いまお読みの取扱説明書『LYX拡張機能篇』は，基本的には『ユーザーの手引き』の
第二部です．これらの文書を別部とした理由は，単純に『ユーザーの手引き』がすで
に大部となっていることと，『ユーザーの手引き』が，ほとんどの文書を作成する上で
必要な基本機能をすべて説明してしまっているためです．一方で，LYXプロジェクト
チームは，LYXを各設定ファイルと外部パッケージによって拡張可能な状態にしてお
くことを長期的な目標にしています．つまり，あるLATEXパッケージをサポートした
い場合に，LYX自身に変更を加えることなく，当該パッケージ用のレイアウトファイ
ル（ないしモジュール）を作成すればいいようにしているのです．すでにこのような
形で，いくつもの新機能がユーザーによって追加されています．この取扱説明書は，
そのような形での貢献を文書化する冊子として位置付けられています．
この取扱説明書では，ファックスのサポート・バージョン管理のような，正しく機

能するためには追加的なソフトウェアを必要とする特殊機能についても説明していま
す．さらに，LATEXの強力な機能を直接使って文書を美しく仕上げるための，LATEX
ツールやテクニックを述べた章も収録しています．つきつめれば，LYXとはあくまで
WYSIWYMたることを企図しているため，LATEXの全機能の一部へのインタフェー
スは用意するものの，すべてを用意することはないでしょう．
もし，まだ『はじめの一歩』をお読みでなかったら，この取扱説明書から読みはじ

めるのは誤りです．『はじめの一歩』には，全取扱説明書に共通の表記法と書式が説
明されていますので，まずそれからお読みください．さらに，この取扱説明書を読も
うとする前に，『ユーザーの手引き』をよくお読みになって，LYXの全基本機能を習
得してください．
この取扱説明書の取り上げられている話題は，LYXが LATEXにどう関わっている

かに強く関係していますので，まず次章では，LYXの内部動作がどうなっているか，
LyXに希望する LATEXコードを正確に生成させるにはどうしたらいいかを収録して
います．本章は，あきらかに熟練 LYXユーザー向けの章となっています．
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2 LYXとLATEX

2.1 LYXはLATEXをどう使っているか
本章は，TEX熟練者とLATEXに興味のある方向けの章です．ここでは，LYXとLATEX
が，印刷可能な出力を生成するのに，どのように協働しているのかを説明します．全
取扱説明書中で本章だけは，LATEXのことを多少なりともご存知であることを前提と
します．
かつて LYXは，「LATEXのWYSIWYMなフロントエンド」と呼ばれていましたが，

いまではこれは正しくありません．LATEXのフロントエンドは，いくつも出回ってい
ます 1．これらは，基本的にLATEXを走らせる機能を有し，編集中のファイルのエラー
を表示する機能を持ったテキストエディタです．LYXも，エディタであり，LATEXを走
らせる機能を有し，ファイル中のエラーを指摘しますが，それ以上にもっともっと多
くのことをしてくれます．ひとつには，LYXを効果的に使うのに，LATEXの知識が必
要とされないことが挙げられます．またLYXは，それ自身，いくつかの拡張をLATEX
に加えています．時間のあるときにでも，いちど以下の手順を試してみてください．
まずファイルメニューからエクスポート ▷ LaTeX（あるいは表示 ▷ソースを閲覧）を
選択し，そこから出力される.texファイルのプリアンブルをご覧ください．LYXに
よって特別に定義された新しいマクロが複数定義されていることに気づかれるはずで
す．これらのマクロは，文書中で使用する機能に応じて，自動的に定義されます．
自動的に LATEXを実行するコマンドが，以下のようにいくつかあります．

• 表示 ▷書式

• 表示 ▷更新 ▷書式

これらは，最後にLATEXを実行してからファイルに変更が加えられた場合のみ，LATEX
を実行します．

LYXが編集中のファイルを LATEXにかけるとき，LYXは以下の段階をふみます．
1有名なものとしては，Linux上の TEXmakerと kile，OSX上の TEXshopなどがあります．もちろ
ん viと emacsの LATEXモードも含まれます．
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2 LYXと LATEX

1. 文書を LATEXに変換し，ファイルの拡張子を.lyxから.texに変えて保存．

2. この.texファイルに対して（必要に応じて複数回）LATEXを実行し，LATEXファ
イルをコンパイルするのに必要な他のコマンド（bibtexや makeindexなど）を
実行．．

3. もしエラーがあれば，エラーログを表示．

LATEXを表示 ▷ DVIを使用して実行した場合には，LYXはこの後，DVIビューアを実
行してDVIファイルを表示します．表示 ▷ PostScriptを使用した場合には，LYXはさ
らに以下の段階をふみます．

• dvipsを実行して，DVIファイルを PostScriptに変換．

• ghostviewなどのPostScriptビューアを実行して，PostScriptファイルを表示．

LYXは，他の書式を表示したりエクスポートしたりする際にも，同様のことを行い
ます．

2.2 LATEXファイルをLYXに読み込む
LYXでファイル ▷インポート ▷ LaTeXコマンドを使用すると，LATEXファイルを LYX
にインポートすることができます．このコマンドは，tex2lyxというプログラムを呼
び出し，foo.texなどというファイルから foo.lyxを生成します．LYXは，この変
換したファイルを開きます 2．

tex2lyxは，文法的に正しいLATEXファイルのほとんどを変換することができます
が，すべてを変換できるわけではありません．tex2lyxは，理解不能な部分は TEX
コードボックスの形で残しますので，ファイルを tex2lyxで変換したのち，TEXコー
ドボックスを探して，手動で正しく編集してください．

TEXコードボックスがなにかご存じなければ，次節をお読みください．

2.3 LYX文書にTEXコードを挿入する
どの LYX文書にもつねにTEXコードを挿入することが可能であるというきわめて単
純な理由によって，LATEXにできることは，つねにLYXでも行うことができます．一
方，LYXは，すべてのLATEX構成物をLYX内に表示できるわけではなく，将来的にも
そうならないでしょう．かりに LATEXコマンドを LYX文書に挿入する必要が出てき

2tex2lyxは，もちろんコマンドラインから実行することもできます．
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2.3 LYX文書にTEXコードを挿入する

た場合には，TEXコードボックスを使用してください．これは，挿入 ▷ TeXコード若
しくはショートカットキーで，文書中に挿入することができます．
以下は，LATEXコマンドを LYX文書中に挿入する例です．コードは以下のように

なっているとしましょう．

\begin{tabular}{ll}
\begin{minipage}{5cm}
これは，ミニページ環境の例です．
これには，
（フロートでない）図表を
含め，ほとんど何でも
入れることができます．
\end{minipage}
&
\begin{minipage}{5cm}
\begin{verbatim}
\begin{minipage}{5cm}
これは...
\end{minipage}
\end{verbatim}
\end{minipage}
\end{tabular}

上記のテキストを含んだ TEXコードボックスが，この段落の直後にあります．この取
扱説明書を LYX上でご覧になっていれば，TEXコード差込枠のみが見えるはずです．
印刷した取扱説明書をご覧であれば，実際の結果が見れるはずです．

これは，ミニページ環境の
例です．これには，（フロー
トでない）図表を含め，ほと
んど何でも入れることがで
きます．

\begin{minipage}{5cm}
これは...
\end{minipage}

TEXコードを使用する方法に加えて，複雑な LATEXコードを含む部分を別ファイ
ルとして作成しておき，そのファイルをインクルードするのに挿入 ▷ファイル ▷子文
書を使用する方法もあります（取り込みの型として Inputを選択しなくてはなりま
せん）．この方法をとる場合には，.texファイルが正しく動作することが　・確・認・で・き・て
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2 LYXと LATEX

・い・る　場合のみに限った方がよいでしょう．さもないと，LATEXエラーを追跡するたい
へんな作業を行わなくてはならなくなります．
最後に，いくつか強調しておくべきことがあります．

• LYXは，あなたの LATEXコードが正しいかどうかをチェック　・し・ま・せ・ん　．

• 車輪の再発明をしないようにご注意ください．

二番目の点に関して，LYXはひじょうにたくさんの機能を装備しており，その数は増
えつづけています．ご自身で LATEXコードを書かなくてはならないと思い込む前に，
LyXがこれこれの機能をもっていないことを，取扱説明書で確実に確かめてくださ
い．さらに世の中には，封筒のラベルから美しい複数ページにわたる表を作るものま
で，ありとあらゆることを行う膨大な数のLATEXパッケージが存在します．詳細につ
いては，CTANをご覧ください．
もし，文書中で例外的に手の込んだことをなさりたければ，かならず良いLATEX関

連書籍を参考とするようにしてください．『ユーザーの手引き』の書誌情報に多くの
LATEX関連書籍が引用されています．

2.4 LYXとLATEXプリアンブル
2.4.1 LATEXプリアンブルについて
すでに LATEXについてご存知であれば，ここでプリアンブル（前置文）が何に向い
ているか説明する必要はないでしょう．もしご存じなければ，以下の説明で大まかな
理解は得られるはずです．詳しくはLATEX関連書籍をご参照ください．いずれにして
も，以下で LYX文書の LATEXプリアンブルで何ができるか，または何をする必要が
ないか説明をしますので，以下の各要点はお読みになった方が良いでしょう．

LATEXプリアンブルは，LATEX文書のいちばん始め，本文の　・前・の　部分に来ます．こ
こでは以下のことを行います．

• 文書クラス（ドキュメントクラス）の宣言．
これは LYXがすでに行ってくれています．もしあなたが熟達した LATEX使いで
あり，自作の文書クラスを使いたい場合には，取扱説明書『カスタマイズ篇』
をご覧になれば，LYXに自作文書クラスへの仲介を行わせるにはどうすればよ
いかの情報があります．

• パッケージ使用の宣言．
LATEXパッケージは，パッケージがプリアンブルで宣言された場合のみ，文書
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2.4 LYXと LATEXプリアンブル

中で利用可能となる，追加コマンド群を提供します．パッケージをインクルー
ドすると，特別なコマンドが提供されることに加え，文書に変更を加えること
ができます．例えば，indentfirstパッケージは，すべての段落の最初の行を
字下げします．他にも，ラベルや宛名書き，余白設定等の様々なパッケージが
あります．

• カウンタ・変数・長さ・幅の設定．
LATEXのカウンタと変数の中には，プリアンブルでグローバルに設定しないか
ぎり，望んだ効果を持たないものがあります．（文書中で設定したり再設定した
りすることのできる変数もあります．）余白は，プリアンブルで設定しなくては
ならない変数の代表例です．他には，箇条書きに付けるラベル書式が挙げられ
ます．じつは，この設定は文書中どこでもできるのですが，プリアンブルでい
ちどだけ設定するのが望ましい方法です．

• ユーザー定義コマンドの宣言（\newcommandまたは\renewcommandを使用）．
ユーザー定義コマンドは，文書中で頻出する LATEXコマンドの短縮形です．こ
のようなコマンドを宣言するには，プリアンブルが適した場所ですが，どこで
宣言することも可能です（もちろんコマンドが初めて使用される場所よりも前
です）．あまりないことではありますが，お使いの文書中に生の LATEXコード
があふれている場合には便利でしょう．

LYXは，その生成する.texファイルのプリアンブルに，それ自身の定義を追加しま
す．これによって，LYXの生成する LATEXファイルの可搬性を高めています．

2.4.2 プリアンブルの変更
LYXが LATEXファイルのプリアンブルに追加するコマンドは，つねに同じです．こ
れは，LYX自体にパッチを当てないかぎり変更できないようになっています．しかし
ながら，文書 ▷設定ダイアログの LATEXプリアンブルの項から，プリアンブルに追加
をすることはできます．LYXは，プリアンブルダイアログ内のすべてのものを，LYX
埋込みのプリアンブルに付け加えます．ご自身の宣言をプリアンブルに追加する前
に，あなたがしようとしていることを LYXがすでにサポートしていないかどうか確
認してください（車輪の再発明をしないように，とはすでに申しあげたことです）．
また，　・プ・リ・ア・ン・ブ・ル・コ・ー・ド・が・正・し・い・こ・と・を・確・認・し・て・く・だ・さ・い　．LYXは，プリアンブル
をチェックしません．もしエラーがあれば，「Missing \begin{document}」といった
エラーが出ることでしょう．このようなエラーが出たときは，プリアンブルを再確認
してください．
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2.4.3 例
以下は，プリアンブルに追加できるものとその効果を示す例です．

2.4.3.1 例 1：オフセット

LATEXには，\hoffsetと\voffsetというページ位置を制御する 2つの変数がありま
す．その機能は名前から明らかなとおりです．これらの変数は，ラベルを印刷すると
きなどに便利です．往々にして，印刷用紙の寸法とそのうち実際に印字可能な範囲は
同じではありません．ここに\hoffsetと\voffsetが役立つわけです．

\hoffsetと\voffsetの既定値はともに 0ポイント，つまりページをシフトしませ
ん．残念ながら，DVIドライバによってはつねにページをシフトすることがあるよう
です．我々には，どうしてそのようなことをするのか，そしてシスアドがどうしてそ
れを修正しないのか理解できませんが，もし個人的に管理できないシステムで LYX
を使用していて，シスアドがお馬鹿さんである場合には，\hoffsetと\voffsetが役
に立ちます．かりに，上余白と左余白がつねに 0.5インチずつ大きすぎるものとしま
しょう．その場合は，以下をプリアンブルに追加するとよいでしょう．

\setlength{\hoffset}{-0.5 in}
\setlength{\voffset}{-0.5 in}

これで余白が修正されます．

2.4.3.2 例 2：ラベル

いま，たくさんの宛名ラベルを印刷をしたいものとしましょう．ラベルシートを印刷
するために便利な labels.styという LATEXパッケージが，お近くの CTANアーカ
イブで入手可能です．お使いのシステムには，既定ではこのパッケージは導入されて
いないかもしれません．ご自身でお確かめください．また，このパッケージの取扱説
明書を読まれたいかもしれませんが，それもご自身にお任せします．これは使用例で
すので，このパッケージをどう使うかの例だけお見せすることにします．
まず，article文書クラスを使用していることをご確認ください．次に，以下のよう

な設定をプリアンブルに追加しなければなりません．

\usepackage{labels}
\LabelCols=3
\LabelRows=7
\LeftBorder=8mm
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\RightBorder=8mm
\TopBorder=9mm
\BottomBorder=2mm

これはAveryラベルシートのストック 5360番を使用する場合の設定です．これで，各
宛名を\begin{labels}と\end{labels}で囲めば，宛名ラベルの印刷をすることがで
きます．本機能およびその他の機能に関しては，labels.styの取扱説明書に説明さ
れています．
そのうち誰かが，このパッケージを直接サポートする LYXレイアウトファイルを

作ってくれるかもしれません．その誰かはあなたかもしれません．

2.4.3.3 例 3： 段落の字下げ

アメリカ人は，すべての段落の最初の行を字下げするように教育されています．その
ために彼らの他の変な習慣と同じく，いつものようにすべての段落の最初の行を下げ
るまで，アメリカ人はごちゃごちゃと文句を言いつづけるのです．（これはユーモアで
す．（ほんと？）　・ユ・ー・モ・ア・で・す・っ・て・ば　．）
もちろん，これは標準的な組版ルールではありません．書籍では，典型的には，他

の段落のあとにくる段落のみ字下げを行ないます．一行めを字下げをするそもそもの
目的は，隣接する段落から区別するためです．したがって，図のあとや節の最初の段
落など，先行する段落がない場合には，字下げをする必要はないのです．
けれどもあなたが典型的なアメリカ人なら（ユーーモアですって！），そのような

小難しいことはかまわずに，いつもどおりの字下げをせずにはいられないでしょう！
プリアンブルに次の行を加えて下さい．

\usepackage{indentfirst}

もしお使いのTEX頒布版が脳死状態でなければ，このパッケージが入っているはず
なので，建国の父たちが意図したように，すべての段落が字下げされます．

2.4.3.4 例 4：この文書

この文書のプリアンブルを見てみると，どのような高度な設定ができるか，おおまか
な理解が得られるでしょう．

2.5 LYXおよびLATEXのエラー
LYXがLATEXを呼び出す際，LYXはLATEXに，かりにエラーがあったとしても楽観的
に無視して先に進むように指示します．その後LYXは，LATEXの実行ログファイルを
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事後処理用に使います．ログファイルを分析したのち，LYXはエラーを一覧表示する
ダイアログを表示します．エラーのうちどれかをクリックすると，LYXファイル中，
そのエラーの発生した場所に表示を移動します 3．
人によっては，ログファイルを直接ご覧になりたいかもしれません．これは，文

書 ▷ LaTeXログで見ることができます．エラーメッセージや警告には，よく見かける
ものがいくつかありますので，それらをここに収録しておきます．ここにないエラー
や警告に関しては，LaTEX関連の良書を参照してください．

• LaTeX Warning
これで始まるメッセージは，LATEXコード自体を「デバッグ」するための警告
メッセージです．相互参照や書誌情報を追加したり変更した場合に，もう一度
LATEXを実行する必要があることを知らせるために，このようなメッセージが
表示されます．このメッセージは，だいたいにおいて無視しても大丈夫です．

• LaTeX Font Warning
LATEXがフォントを見つけられなかったと言う警告メッセージです．多くの場
合，このメッセージの後に，LATEXが使用した代替フォントに関する情報が続
きます．これも無視して構いません．

• Overfull \hbox
LATEXは　・ほ・ぼ・ど・ん・な・と・き・で・も　この警告を吐き出します．どんな文書を書いたと
しても，このメッセージは，少なくとも 1つは出てくるようです．これは，一
行が長すぎて右余白にはみ出してしまったという警告であり，LATEXが適切な
改行方法を見つけられなかった時に生じます（タイプライタ体では自動改行を
許されないため頻発することが知られています）．ほとんどの場合，最終出力
を見ても判別できないくらい（せいぜい 1ポイントか 2ポイント）です．しか
しながら，時には目に見えて余白にはみ出してしまうこともあるので，その場
合には，最終出力では修正したいと思うことでしょう．
全体的に overfull行の数をできるだけ少なくする方法はいくつかあります．文
書 ▷設定 ▷フォントのマイクロタイポグラフィ拡張を有効にするをクリックす
ると，大幅な改善が見込めます．さらに，文書 ▷設定 ▷プリアンブルに以下の
ような LATEXコードを書いても，overfull行の数は，通常，大幅に減少します
（この文書のプリアンブルにも使用しています）．

3正確にいうと，通常は，です．ログファイルの分析は難しい仕事ですので，LYXはつねに正しい行
に連れて行ってくれるとは限りません．ときには，LATEXがある行にエラーがあると報告したとし
ても，実際のエラーはそれよりも前であることもあります．これは，プログラムで閉じ括弧を忘れ
たときに似ていなくもありません．エラーは表示されますが，実際にエラーのある場所よりも後ろ
でエラーが報告されるのです．
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\tolerance 1414
\hbadness 1414
\emergencystretch 1.5em
\hfuzz 0.3pt

しかしながら，場合によっては，改行が正しく行われるように，文章そのもの
を書き換えなくてはならない場合もあります 4．
何れにしても，少なくとも文書の完成版では，各行の確認を行うべきです．は
み出過ぎているものがあれば，目で見ればわかるでしょう 5．

• Underfull \hbox
これは上の警告と違ってあまり出てきません．これも，LATEXが適切な改行方
法を見つけられずに，間延びした行を生成せざるを得なかった時に起こります．
overfull行と同様，外見上の問題がないかどうか確認してください．

• Overfull \vboxと Underfull \vbox
ページ区切りに問題があったという警告です．この場合も，出力を目で確認し
てください．何か問題があれば，見てすぐわかります．

• LaTeX Error: File ‘Xxxx’ not found
ファイル「Xxxx」が，システムに導入されていません．これは通常，文書が必
要としているLATEXパッケージに，導入済でないものがある場合に現れます．プ
リアンブルに変更を加えておらず，\usepackage{}コマンドも使用していない
とすれば，LYXが読み込もうしているパッケージに存在しないものがあるとい
うことです．ヘルプ ▷ LATEXの設定を使用して，LYXが認識しているパッケージ
の一覧を得てください．このファイルは，（ツール ▷再設定を使用して）LYXの
再設定を行うたびに更新され，どのパッケージが検出されたか，それらのパッ
ケージが何をするものかを表示します．
\usepackage{}コマンドを使っていて，肝心のパッケージが導入されていない場
合には，ご自身で導入する必要があります．

• LaTeX Error: Unknown option
このように始まるエラーメッセージは，パッケージに誤ったあるいは未定義の
オプションが指定されていることを伝えようとするものです．パッケージの取
扱説明書をご確認ください．

4詳細は，http://www.tex.ac.uk/FAQ-overfull.htmlを参照してください．
5文書 ▷設定で「draft」オプションを有効にすることもできます．すると，overfull 行の余白には，

LATEXが黒い四角を描画してくれます．
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• Undefined control sequence
お使いの文書に LATEXコードを挿入した際，打ち間違いをしてしまうと，この
ようなメッセージが表示されます．あるいは，パッケージを読み込ませるのを
忘れたのかもしれません．いずれにしても，このメッセージは，あなたが未定
義のコマンドを使用したことを示しています．

これ以外にも，エラーメッセージや警告メッセージがあります．一般に，読んで意味
がすぐにわかるものは，LATEXのメッセージです．何を言っているのかさっぱりわか
らないものもありますが，通常これらは，TEXのメッセージであり，それが何を意味
しているのか，どのように解読すればいいのか，まったく手がかりがありません．誰
もわからないのです．
エラーメッセージが表示された場合は，つねに以下のチェックリストにしたがった

方がよいでしょう．

1. ご自分で挿入した LATEXコードに打ち間違いがないかどうか確かめる．

2. 打ち間違いがなければ，コマンドを正しく使ったかどうか確かめる．

3. 文書のもっともはじめの部分にエラーボックスが多数積み上がった場合には—
特に Missing \begin{document}が表示されているならば—，プリアンブルに
エラーがあることを意味します．プリアンブルのデバックを行ってください．

4. プリアンブルに何も追加せず，文書に LATEXコードをまったく挿入しなかった
場合には，LATEX頒布版自体をまず疑ってください．導入されていないパッケー
ジを探しだして，導入してください．

5. 導入されていないパッケージはなかったものとしましょう．LYXを微調整する
オプションを使用していますか．特に，手動で非改行空白や改行，改頁などを
たくさん挿入するなど，微調整オプションを　・悪・用　していませんか．適切な段落環
境を使用する代わりに，これらを使用してその場をしのごうとしていませんか．

6. 微調整オプションはまったく使用しておらず，規則に乗っ取って作業していた
ものとしましょう．何か曲芸のようなことをしようとはしていませんか．数式
や表中で，たとえば表のセルに図を入れるなど，おかしなことをしようとして
いませんか．

7. LATEXが改行位置を見つけられないほど長い一節がありませんか．既定では，改
行するために単語間に空白をたくさん追加することを，LATEXはかなり嫌いま
す．可能であれば，問題が生じないように段落を修正するのが望ましいでしょう．

12



2.5 LYXおよび LATEXのエラー

8. 入れ子の階層を深くしすぎていませんか．LYXは，（今のところ）環境の入れ子
の階層が制限内にあるかチェックしません．かりに，環境を 17段の入れ子にし
たりしていたら，それが原因です（LATEXの上限は 5段です）．

9. エラーメッセージは発生しないけれども，出力がひどいものとしましょう．図
表が幅が広すぎたり長すぎてページに収まらない場合には，

a) 図がページに合うように大きさを変える，
b) 表がページに合うように削る，
などの手段を採る必要があります．

10. 他に出力におかしいところがあり，曲芸をやろうとしたり微調整オプションで
しのごうとしたりはしていないとすれば，何がおかしいのか確定的なことは言
えません．

これらすべてが役に立たないとすれば，ひょっとしたらLYXのバグを発見したのかも
しれません. .. .．
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3 文書クラス
『ユーザーの手引き』で解説したとおり，LATEXはもともと articleと report，bookお
よび letterの 4つの標準文書クラスを提供していましたが，個人や組織，なかでも初
期においては米国数学会が，文書クラスの幅の拡張に貢献してきました．本章では，
外部的にメンテナンスされている主要なクラスについて，簡単に説明します．文書 ▷

設定 ▷文書クラスダイアログの文書クラスプルダウンの一覧に「利用不能：」とマー
クされているものがありますが，これらを使用するためには，取扱説明書『カスタマ
イズ篇』の「文書クラスを新規に導入する」の章にある説明にしたがって導入する必
要があります．

3.1 コレクション
3.1.1 AMS LATEX(米国数学会)

LYXがサポートする文書クラス article (AMS)と book (AMS)は，学会によってメンテ
ナンスされています．これらの機能の使用法については，数式篇説明書と，学会ウェブ
サイト http://www.ams.org/publications/authors/tex/amslatexに説明があり
ます．以下の要約は，当初David Johnsonによって提供され，Richard Kimberly
Heckと LYXチームが改訂したものです．

AMS LATEXレイアウトは，American Mathematical Society（アメリカ数学会）の
刊行物に投稿する数学論文用のスタイルです．レイアウトは，特定の学術誌向けに仕
立てられてはいませんが，簡単にそうすることができます．各学術誌毎の指示につ
いては，AMSの説明書をご参照ください（通常は，TEX出力中の一行を変更する必
要があるだけです）．AMSの説明書は，ウェブWeb上の http://www.ams.orgか，
FTPで ftp://ftp.ams.org/pub/tex/amslatex/から入手することができます．こ
れらのレイアウトは，数学的な文章を書くのであれば，どんなときでも適切かつ有用
であるはずです．
基本となるAMS LATEXレイアウトには，以下の三つがあります．
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• amsart：標準AMS article書式．ファイル ▷用例を開く ▷論文 ▷ American Math-
ematical Society (AMS)を参照．

• amsbook：標準AMS book（実際はモノグラフ）書式．ファイル ▷用例を開く ▷

書籍 ▷ American Mathematical Society (AMS)を参照．

• amsproc：標準AMS学会報書式．

LYXは，これらの最初の 2つをネイティブにサポートしています．amsprocを利用し
たい場合には，取扱説明書『カスタマイズ篇』の「文書クラスを新規に導入する」の
章を参照してください．
これらのレイアウトには，それ自身では，AMSクラスを使用するのに必要最低

限のものしか含まれていません．特に，定理や補題などを設定するのに使用される
「theorem」環境は，何一つ含まれていません．これらは，代わりに AMS定理モジュー
ルに収録されており，AMSクラスのいずれかを選択すると，このモジュールが既定
で読み込まれるようになっています（これは別のクラスでも使用することができ，別
のものに変えたいときは取り除くこともできます）．少し使用頻度の低いものとして
は，AMS定理 (拡張)モジュールがあり，これは手動で読み込む必要があります．
既定では，定理類は，文書を通して連番が振られますが，これは標準定理 (節毎連

番)モジュールを読み込めば変更することができ，book (AMS)を使用している場合に
は標準定理 (章毎連番)を用いても変更することができます．これらを用いると，出
力は n.mのようになり，最初の数字は節番号（または章番号），次の数字はそれまで
同節内（章内）に現れた出力の全数を表します．大半の環境は，連番なしでも用いる
ことができます．連番なしのものは，環境名の後ろにアスタリスクを付けたもので表
されます．連番なしの出力のみが欲しい場合には，標準定理 (連番なし)モジュール
を用います．
これらのモジュールは，AMSクラスで使用する　・必・要・は・な・い　ことに注意してくださ

い．AMS定理モジュールや上述の他のモジュールは，他のクラス，たとえば Article
(標準クラス)・Report (標準クラス)・KOMA-script Bookなどで問題なく使用する
ことができます．

3.1.1.1 これらのレイアウトが提供するもの

これらのレイアウトが提供している環境を列挙すると，長い一覧となります．AMS-
LATEXでは，実のところ，「theorem」環境の派生型を際限なく定義していくことが可
能です．しかし，AMSは，LYXで利用可能になっている環境のみを使用することを
推奨しています．
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article (AMS)と book (AMS)には，—— 節・書誌情報・タイトル・著者・日付の
ような標準環境の他に —— 以下の環境があります．

住所 これは著者の恒久的な住所です．

現在の住所 住所と別に指定されているときには，著者の投稿時の仮初めの住所です．

電子メール 著者の電子メールアドレス

URL 著者のウェブアドレス．任意．

キーワード 論文中で論じられているトピックを識別するためのキーワードやキーフ
レーズ．

分野分類 Mathematical Reviewsに説明が公表されているAMS Subject Classifications
の分類番号を指します．上述した AMSのウェブサイトでも，オンラインで見
ることができます．

謝辞

献呈

翻訳者

以下の環境は，標準定理モジュールと AMS定理モジュールの両方で提供され，後者の
場合には，星付き（連番なし）版と星なし（連番）版の両方が提供されます．標準定
理 (連番なし)モジュールでは，同環境の星付き版だけが提供されます．

定理 1. これは，通常，得られた主要な結果を叙述するのに使用されます．

系. これは直前の叙述から比較的直接に導き出せる結果を叙述するのに使います．こ
れも主要な結果であることがあります．

補題 2. 他の叙述を証明するために必要とされる，比較的小さな結果です．

命題 3. 議論されている一般的な理論に（希望的には）何かを付け加えるような，主
要ではない結果です．

予想 4. 正当化を与えずに述べられた叙述で，著者には証明法がわからないけれども，
正しいと（少なくとも著者にとっては）思われるものです．

定義. これは自明でしょう．この環境のフォントは，前述の環境とは異なるフォント
が使用されます．
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3 文書クラス

例. 証明された結果の例を叙述するのに使用されます．

問題 5. これが何を指すかは必ずしも特定されていません．ご自分で解明してくだ
さい．

演習. この環境の説明を記述せよ．

註釈 6. この環境も theorem型，通常は重要性の低い所見に用いられます．
主張. より大きな結果の証明を与える途中で，しばしば用いられます．

ケース 1. 一般的に，これらはある条件の特定の場合を取り上げて，長い議論を区
切るのに用いられます．

ケース 2. ケースの連番の枠組みは，それ自身で独立していて，他の連番の叙述と
は区別されます．

証明. この環境の最後には，証了記号（通常は四角ですがスタイルによって変わりま
す）が置かれます．この環境の中に別の環境を入れたい——たとえばケース環境など
——場合で，証了記号は証明環境の終わりにのみ現れるようにしたい場合には，他の
環境は証明環境の中に入れ子にしなくてはなりません．入れ子に関する情報について
は，『ユーザーの手引き』の「環境を入れ子にする」の節をご覧ください．

事実 7. 命題と同様の用いられ方をしますが，だいたい長くないものに使われるよう
です．

そして，以下は AMS定理 (拡張)で提供されるものです．

基準. 必要とされる条件です．

アルゴリズム. 使用する一般的手順です．

公理. 議論されている系内部で真と仮定される性質や命題です．

条件. 議論の現在の文脈で仮定されている条件を述べるのに，よく用いられます．

註釈. 注記と同様です．
記法. 表記法の説明に用いられます．
要約 8. 本当に説明する必要がありますか？
謝辞. 謝辞 (acknowledgement)です．
結論. 長い議論の終わりに時々用いられます．
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3.1 コレクション

仮定. 仮定

問. 問い

数式モジュールには，(. . .種類別連番)の形のオプションで提供されているものを
含み，他に 10個のモジュールがあります．
さらに，AMSクラスは，AMS LATEXパッケージとAMSフォントパッケージを自

動的に提供します．これらの環境を使用するためには，お使いのシステム上で利用可
能となっている必要があります．

3.1.2 追加フォント寸法
「追加フォント寸法」コレクションは，Article (フォント寸法を追加した標準クラス)と
Book (フォント寸法を追加した標準クラス)，Letter (フォント寸法を追加した標準ク
ラス)，Report (フォント寸法を追加した標準クラス)の各文書クラスを提供していま
す．これらは，それぞれ article.clsおよび book.cls，letter.cls，report.cls
の各文書クラスを使用しますが，文書 ▷設定 ▷フォントダイアログにある基本寸法の
選択肢として 8・9・14・17・20が追加されます．

3.1.3 ヘブライ語
文書クラスのヘブライ語 Articleとヘブライ語 Letterは，article.clsと letter.cls文書ク
ラスを用いて，LYXでヘブライ語の利用を可能とします．

3.1.4 日本語 (標準クラス)

LYXには，日本語文書の組版を可能にするためのいくつかのシリーズが収められてい
ます．これらのシリーズは，異なる時期に開発されたため，サポートする組版エンジ
ンや機能が異なっています．このコレクションは最も古いものです．これは，横書き
と縦書きの日本の組版要求に合うように，LATEX標準クラスを調整したものです．こ
のコレクションには，日本語 Article (標準クラス)，日本語 Article (標準クラス：縦書
き)，日本語Book (標準クラス)，日本語Book (標準クラス：縦書き)，日本語Report (標
準クラス)，日本語 Report (標準クラス：縦書き)が収録されており，すべて日本語用
に仕立てられた「古典的」エンジンである pLATEXと upLATEXで動作します．
より近代的なLuaLATEX組版エンジンで使用するために，コレクションには，luatexja

LATEXパッケージによって提供される，専用の日本語Article (LuaTeX用標準クラス)，
日本語Article (LuaTeX用標準クラス：縦書き)，日本語Book (LuaTeX用標準クラス)，
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3 文書クラス

日本語Book (LuaTeX用標準クラス：縦書き)，日本語Report (LuaTeX用標準クラス)，
日本語 Report (LuaTeX用標準クラス：縦書き)が納められています．

LuaLATEXクラス用のひな型が，ファイル ▷新規 (ひな型使用)の論文・書籍・レポー
トの各カテゴリにあります．

3.1.5 日本語 (JSシリーズ)

このコレクションには，日本語 (標準クラス)に収録されているクラスの改善版が収
められています（第 3.1.4節参照）．これには，日本語Article (JSシリーズ)と日本語
Book (JSシリーズ)，日本語 Report (JSシリーズ)が収録されています．Reportクラ
スは，日本語 Book (JSシリーズ)を使用して，文書 ▷設定 ▷文書クラス ▷クラスオプ
ション ▷詳細設定で reportオプションを指定してください．これらのクラスは，すべ
て日本語向けの「古典的」エンジンである pLATEXと upLATEXで動作します．

LuaLATEXクラス用のひな型が，ファイル ▷新規 (ひな型使用)の論文・書籍・レポー
トの各カテゴリにあります．

3.1.6 日本語 (BXシリーズ)

このシリーズには，日本語文書のためのもう一つの文書クラスである，日本語 Arti-
cle (BXシリーズ)文書クラス・日本語 Book (BXシリーズ)文書クラス・日本語 Re-
port (BXシリーズ)文書クラスが含まれています．さらに，プレゼンテーション・ス
ライド用の日本語 Slide (BXシリーズ)文書クラスも収録されています．素の状態では
pLATEXと upLATEXのみをサポートする標準クラスや JSシリーズと違って（第 3.1.4
節および第 3.1.5節参照；LuaLATEXは luatexja LATEXパッケージで追加されるクラス
のみを通じてサポート），このシリーズのクラスは，日本語組版能力を提供する適切
なパッケージを使用して，pdfLATEX・XeLATEX・LuaLATEXも直接サポートします．

3.1.7 日本語 (JLReqクラス)

このシリーズは，World Wide Webコンソーシアム（W3C，https://www.w3.org/
TR/jlreq/?lang=enを参照）が設定した「日本語組版処理の要件」の標準にしたがっ
た jlreqクラスに依拠しています．pLATEXと upLATEXだけでなく，LuaLATEXでも使
用できます．

LYXでは，jlreq LATEXクラスにクラスオプションを指定して構成された日本語Ar-
ticle (JLReqクラス)・日本語Book (JLReqクラス)・日本語Report (JLReqクラス)の各
レイアウトを提供しています．
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3.1 コレクション

用例Article文書が，ファイル ▷用例を開く ▷論文 ▷日本語Article (JLReqクラス)に
あり，英語版解説文書が http://mirrors.ctan.org/macros/jptex/latex/jlreq/
jlreq.pdf にあります（日本語版は https://ftp.kddilabs.jp/CTAN/macros/
jptex/latex/jlreq/jlreq-ja.pdf）．

3.1.8 Koma-Script

Bernd Rellermeyer原文；J Urgen Spitzm Ullerおよび LYXチームにより
改訂

3.1.8.1 概要

KOMA-Script文書クラスコレクションは，1990年代初めにFrank Neukamによって
作られたスクリプトクラスの成果です．公式には，1994年に letterクラスの追加を以
て開始されました．Frank Neukamのクラスは，植字の原則によって触発され，それ
はKOMA-Scriptクラスのデザインに完全に統合されてきました．

LYXの文書クラスKOMA-Script Article・KOMA-Script Report・KOMA-Script Book・
KOMA-Script Letter は，それぞれ Koma-Script ファミリーの LATEX 文書クラス
scrartcl.cls・scrreprt.cls・scrbook.cls・scrlettr.clsに対応しています．こ
れらは，標準文書クラス article.cls・report.cls・book.cls・letter.clsの代
替物であり，これらよりも多くの点でヨーロッパに於ける活版印刷の慣例に合致し
ます．

• KOMA-Scriptクラスを選択した際の基本文字寸法は，KOMA-Script Article・
KOMA-Script Report・KOMA-Script Bookで 11pt，KOMA-Script Letterで 12pt
です．

• 見出しや箇条書き (記述)環境のラベル，およびKOMA-Script Letter文書クラス
の要素の多くでは，ボールド体サンセリフフォントが使われます 1．章見出しの
連番は，節見出しの連番と同様に行われ，別行立てで「 Chapter. . .」という行
がつきません．さらに，多くのオプションによって，見出しの外観を修正するこ
とができます（LYXでは，文書 ▷設定ダイアログのクラスオプションフィール
ドで指定します）．これらのオプションの独語での詳細な説明が，Koma-Script
の取扱説明書 scrguideにあります．

1ボールド体サンセリフフォントには，古い cmフォントと新しい ecフォントの間に大きな違いが
あり，特に見出しの表示の違いが際立ちます．比較すると，ecボールドサンセリフフォントの方
が，少し細く見えます．ecフォントを使用する際に「通常の」外観が欲しい場合には，Walter
Schmidt作の LATEXパッケージ cmsd.styが役立ちます．
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3 文書クラス

• KOMA-Scriptのページレイアウトは，ページを帯状に分割するか，円を描く
かの 2つの伝統的な植字慣習のいずれかに従います．既定では，ページが水平
及び垂直方向の帯に分割されていると考え，帯を余白に割り当て，残りの使わ
れていない部分を本文領域に割り当てます．余白の大きさは，ページを帯に分
割する因数を変更することによって，変えることができます．A4の既定値は 9
で，この因数を増加させると，より狭い帯になるので，余白が狭くなります．
因数がどのような値であっても，2つの帯が両面文書の外側と下部の余白に割
り当てられ，1つの帯が内側と上部の余白に割り当てられ，本文領域がページ
の真ん中の周りに残されます．ほとんどの両面文書は綴られるので，これは内
側の余白が狭すぎるようにしてしまう可能性があります．そこで，帯の大きさ
が計算される前に，ページの綴り補正分を差し引くことができます．
Koma-Script文書クラスで，本文領域をデザインする主な方法は，文書 ▷設定 ▷

文書クラス ▷クラスオプション ▷詳細設定にBCORオプションまたはDIVオプ
ションを入力する方法です．
この文書では，綴り補正は 7.5mmであり，クラスオプション ▷詳細設定ダイア
ログに BCOR7.5mmと入力しています．たとえば，因数を 11に変えるには，詳
細設定クラスオプションにコンマ区切りの項目リストに DIV=11を書き加えま
す．A4以外の用紙寸法におけるこの因数の既定値がほしければ，DIV=calcと
書き加えます．
ページレイアウトの計算に円方式を採用したい場合には，代わりにDIV=classic
としてください．

• Koma-Scriptファミリーの LATEX文書クラスには，多くの追加コマンドが定義
されています．それらのうち，LYXで意味を持つものは，対応する段落環境と
して実装されています．

Koma-Scriptファミリーの LATEX文書クラスに関する独語の詳細な説明が，Koma-
Script取扱説明書 scrguideにあります 2．以下の各節では，LYXに関係する側面のみ
説明致します．

3.1.8.2 KOMA-Script Article・KOMA-Script Report・KOMA-Script Book

文書クラスKOMA-Script Article・KOMA-Script Report・KOMA-Script Bookは，そ
れぞれレイアウトファイル scrartcl.layout・scrreprt.layout・crbook.layoutに
よって実装されています．これらは，対応する標準文書クラス article・report・book

2英語翻訳版の screnggu もありますが，完訳ではありません．
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の段落環境を，若干の修正を加えた上ですべて含んでいますが，LYX固有の箇条書
き (一覧)環境は例外であり，同じ機能を持つ新しいラベリング環境で置き換えられ
ています．このラベリング環境以外にも，新しい段落環境が多く追加されています．
これらは，letter (koma-script)には含まれていないのでご注意ください．

• 部 (addpart)・章 (addchap)・節 (addsec)：これらは，それぞれ部*・章*・節*と同等
の働きをしますが，加えて目次に項目が表示されるようになります．部 (addpart)
と章 (addchap)は，article (koma-script)には収録されていません．

• 章 (addchap*)・節 (addsec*)：これらは，章 (addchap)と節 (addsec)とまったく
同等に動作しますが，加えてランニングへッダを取り除きます．章 (addchap*)
は，article (koma-script)には収録されていません 3．

• 小見出し (minisec)：これは文書構造に現れない形で，続く段落の直上に標準文
字寸法の見出しを付けます．

• 上部キャプションと下部キャプションは，ある要素の上部ないし下部にキャプ
ションを配置する際，位置に応じて正しく余白取りを行う特別なキャプション
です（組版規則に厳密に従うならば，表キャプションは，つねに表の上に置くべ
きでしょう）．また，クラスオプション tablecaptionsaboveを用いれば，キャ
プションを指定すると，表には上部キャプションが，図には下部キャプションが
適用されるようになります．これを使用するためには，Koma-Script第 2.8q版
以上が必要です．

• 格言 (dictum)：これは，章頭などに警句を置くのに用いることができます．オプ
ション引数（挿入 ▷格言著者）を用いれば，格言の作者を入れることができます．
格言と作者の間は，線で区切られます．これを使用するためには，Koma-Script
第 2.8q版以上が必要です．格言 (dictum)は，article (koma-script)には収録さ
れていません．

以下の各環境は，標準のタイトル・著者・日付とともに文書のタイトル領域を形成
します．これらは，最初の「通常の」段落よりも前に置かれる必要があります 4．こ
れらの環境が 2度以上使用された場合には，後に使用されたものが前のものを上書
きします．つまり最後に使用したもののみが有効になります．しかしながら，タイト
ルや著者，日付のような異なる環境の順序を変更しても，生成された文書には何の効
果も生じません．

3book (koma-script)と report (koma-script)には，\addpart*コマンドもありますが，これはPart*と
同一なので，LYXでは実装されていません．

4つまり，対応する LATEXコマンドが\maketitleコマンドよりも前に現れなくてはなりません．
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• 主題：通常のタイトル部（タイトル・著者・日付）の上に，文書の主題用の中
央揃えの段落を生成します．

• 出版社：通常のタイトル部（タイトル・著者・日付）の下に，出版社名用の中
央揃えの段落を生成します．

• 献呈：report (koma-script)と book (koma-script)では，タイトル頁の次に，献
辞用の中央揃えの段落を独立した頁として生成します．article (koma-script)の
場合は，通常のタイトル部（タイトル・著者・日付）の下に献辞用の中央揃え
の段落を生成します．

• タイトル頭書き：通常のタイトル部（タイトル・著者・日付）の上に，文書頭
書き用の左揃えの段落を生成します．

• 扉裏上部：report (koma-script)や book (koma-script)の両面印刷において，扉
裏上部に左揃え段落を生成します．片面印刷や，article (koma-script)では何の
効果も生じません．

• 扉裏下部：report (koma-script)や book (koma-script)の両面印刷において，扉
裏下部に左揃え段落を生成します．片面印刷や，article (koma-script)では何の
効果も生じません．

• 追加タイトル：実際の文書の前に，整形を行わない段落から成る，特殊な「汚
い」ページを生成します．

KOMA-Scriptは，文書 ▷設定 ▷文書クラス ▷クラスオプション ▷詳細設定ダイアログ
において，幅広い詳細設定クラスオプションを提供しており，文書全体に適用する
ことができます．主要なものを挙げると，

draft=true 組版エラーの起こった全ての行末に小さな黒い四角を付記した PDFを
生成します

headings= big/normal/smallの値を取り，bigと smallは，既定値がふさわしくな
い場合に，ページ寸法を考慮に入れながら見出しの大きさを調整します

numbers= auto(既定値)/enddot/noenddotの値を取り，autoは章や節番号等の後
にピリオドを付けるかどうかをKOMA-Scriptに委ね，enddotは強制的にピリ
オドを付け，noenddotはピリオドを抑制します

また数式オプションとしては
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leqno 数式番号を右ではなく左側に付けます

fleqn 数式を中央揃えではなく左揃えにします

KOMA-Scriptは，標準 LATEXコマンドやパッケージとは別に，文書の出力に影響す
るコマンドも提供します．たとえば，キャプションをボールド体にしたければ，文
書 ▷設定 ▷ LATEXプリアンブルに

\setkomafont{captionlabel}{\bfseries}

と書き加えれば実現できます．
書籍を執筆中であれば，かりそめのページ番号をローマ数字で入れ，この部分の章

に番号を振らないことは普通にあります．章*環境を用いてしまうと，巻頭言と序文
は目次に現れません．目次に現れるようにするには，章環境を用いて，書籍の先頭に
(LATEXプリアンブルではなく) TEXコードで

\frontmatter

と書き，本文の第 1章の前に
\mainmatter

と書きます．あるいは，章* (TOC)を使うこともできます．
また，巻末の付録の後に，付番していない章環境が欲しいことがあるかもしれませ

ん 5．章*環境を用いてしまうと，それらは目次には現れませんので，これらの最初
の見出しの前にTEXコードで

\backmatter

と書き，章環境を用います．LYXでの付番は，これらのコマンドを使っても通常通
り為されますが，PDF出力においては，見出しが付番なしで現れ，目次にも表示さ
れます．
文書クラス article (koma-script)・report (koma-script)・book (koma-script)の 各

レイアウトファイルは，scrmacros.incファイルを読み込みます．このファイルは，
ユーザ環境を定義する場所として想定されています．scrmacros.incを，個人用レイ
アウトディレクトリにコピーして編集してください！

3.1.8.3 新しい letterクラス：KOMA-Script Letter (KOMA-Script V.2)

by Jürgen Spitzmüller

Koma-Script 第 2.8 版では，新しい letter クラス scrlttr2 が導入されたため，
scrlettr は廃止されてサポート対象外となりました．これは—LATEX 側で—全
く新しいインターフェイスを持っており，旧クラスとは互換性がありません．した

5付録は，通常，文字を使って「付番」されます．

25



3 文書クラス

がって，LYXは両者をサポートしていますが，新しい方のクラスを使用することを
推奨します．
このクラスは，letter (koma-script)と同一の機能に加えて，新しい機能をいくつか

サポートしています．基本となる項目は，住所（受取人の住所，旧レイアウトの書
簡と同じ）・頭語・結語です．次の住所は別の書簡を新しく開始します（つまり一文
書あたり複数の書簡を書くことができます）．新しく付け加えられた項目は，送り主
の電子メール・URL・ファックス・銀行，およびヘッダに（挿入 ▷図で）ロゴを入れ
ることができるようになった点です．
しかしながら，もっとも大きな改善は，書簡のレイアウトを，ほとんどどんなニー

ズにも合わせて設定できるようになった点でしょう．これはプリアンブルか，クラ
スオプションとして読み込まれる特別なスタイルファイル（「レタークラスオプショ
ン」，拡張子*.lco）によって設定することができます 6．用例としては，ファイル ▷

新規 (ひな型使用). . . ▷書簡 ▷ KOMA-Script Letter (V.2)のひな型をご覧ください．詳
細な解説は，Koma-Script取扱説明書（scrguide)にあります．

3.1.8.4 問題点

Koma-Script文書クラスを LYX上に表示する上で，LYXの内部処理が若干の問題を
生じめます．

• 章環境の章番号は，章見出しと同じ行ではなく，その上に表示されます．これ
は，レイアウトファイル中の Counter_Chapterラベル型に対する LYXの内部処
理が原因です．

• 章 (addchap)と節 (addsec)環境の見出しは，「本当の」LATEXの目次には追加さ
れますが，LYXの目次（移動メニュー）には追加されません．

• letter 文書クラスでの段落は，垂直スペースによる段落区切りで表示され，字
下げはされません．これが標準的な挙動となっていて，特別な LATEXコマンド
は必要ありません．しかし，文書 ▷設定ダイアログでは，対応するラジオボタ
ンは字下げに設定されています．垂直スペースは，隙間を空けるために，文書
に LATEXコマンドをつねに追加するようになっていますが，この文書クラスの
場合には，そのような挙動が望まれないためです．

6KOMAパッケージには，既定の*.lcoファイルがいくつか収録されています．たとえば，ドイツ
の組版規則に則った DIN.lcoや，旧 scrlettrクラスの既定レイアウトを提供する KOMAold.lco
などです．たとえば後者は，文書 ▷設定 ▷文書クラス ▷クラスオプションフィールドにクラスオプ
ション KOMAoldを加えることで読み込むことができます．
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3.2 論文

3.1.9 ポーランド語M. W. コレクション
Tomasz Luczak文

LYX 文書クラスポーランド語 Article (MW Bundle)・ポーランド語 Report
(MW Bundle)・ポーランド語 Book (MW Bundle) は，それぞれ LATEX 文書クラス
mwart.cls・mwrep.cls・mwbk.clsに対応しています．これらは，標準のarticle.cls・
report.cls・book.clsを代替するものであり，多くの点で，ポーランド語の組版慣
習によく適合しています．
基本的な違いは，次の点です．

• 付番のない見出し（節*などの星付き）も目次に加えられます．

• 以下のページスタイルの追加
uheadings 分離線付きヘッダ
myheadings \markrightコマンドおよび\markbothコマンドで設定するカス

タムヘッダ
myuheadings 分離線付きカスタムヘッダ
outer ページの外側にページ番号

• オプション
rmheadings セリフ体見出し — 既定
sfheadings サンセリフ体見出し
authortitle タイトルページは，著者名・タイトルの順で配置 — 既定
titleauthor タイトルページは，タイトル・著者名の順で配置
withmarginpar ページ上に余白のための場所を確保

3.1.10 Tufteコレクション
文書クラスのTufte BookとTufteハンドアウトは，tufte-booke.clsと tufte-handout.cls
文書クラスを用います．これらの文書クラスの詳細は，ファイル ▷用例を開く ▷書籍 ▷

Tufte Bookとファイル ▷用例を開く ▷ハンドアウト ▷ Tufteハンドアウトにあります．

3.2 論文
コレクション中の文書クラスも参照してください (第 3.1節参照)．
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3 文書クラス

3.2.1 Astronomy & Astrophysics

Peter Sütterlin原文；LYXチーム改訂

3.2.1.1 はじめに

この節では，文書クラス aa.cls(これについての情報は https://www.aanda.org/
for-authors/latex-issues/texnical-background-information にあります) 第
9.1版を使用して科学雑誌 Astronomy and Astrophysics（『天文学と宇宙物理学』）
に投稿する論文を執筆するための LYXの使用法を説明します (aa-package)．
このパッケージには取扱説明書がついていますので，取扱説明書『カスタマイズ

篇』の「文書クラスを新規に導入する」の節にしたがってこの文書クラスを導入する
前に参照してください．
この学術誌の出版元は，2001年 1月 1日以降，Springer社から EDP Science社に

変更されていることにご注意ください．この出版社の変更によって，thesaurusコマ
ンドの廃止など，スタイルファイルに若干の変更が加わっています．もし古い版が導
入されている場合には，更新してください．古い（第 4版）レイアウトに対する互換
性については，LYXDir/layouts/aapaper.layoutのコメントをご参照ください．

3.2.1.2 最初の一歩

ファイル ▷新規 (ひな型使用) ▷論文 ▷ Astronomy & Astrophysicsメニューにあるひな型
を土台として，書き始めることをお勧めします．ひな型を使用しない場合には，以下
の設定にしてください．

• 文書 ▷設定 ▷文書クラスダイアログで Astronomy & Astrophysicsを選択してく
ださい（まぁ，これは自明ですね）．

• ページレイアウトダイアログのページ様式オプションは変更しないで，既定値の
ままに設定しておいてください．全体のレイアウトはマクロが行うので，何も
変更してはいけません．

3.2.1.3 へッダ部

最初に入力すべきものは，へッダ情報です．ヘッダ情報には，以下の 7つの項目があ
り，うち 1つは必須ではありません．

• タイトル：［必須］

• サブタイトル：［非必須］
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3.2 論文

• 著者：［必須］

• 住所：［必須］

• 抜き刷り：［非必須］連絡と抜き刷りを受け取る人を指定

• 郵便：［非必須］連絡用の郵便住所

• 日付：［必須］推奨されるフォーマットは，Received: <日付>; Accepted <
日付>です．

\maketitleコマンドは，LYXがヘッダ終了時に自動的に発行するので，手動で発行
する必要はありません．各項目の順序は関係ありませんが，見た目のためと，実際の
文書のレイアウトに合わせるために，上記の順序を維持しておくと良いでしょう．
現住所の付記などのために，へッダ部に脚注を挿入したい場合には，挿入 ▷脚注を使

用して標準の脚注を挿入してください．この場合には，LYXは自動的に\thanks{}を
使用します．
編集 ▷特別文辞様式に表題付けに関連した 2つの差込枠があります．

• 所属機関は，連絡担当著者と所属機関の組をマークします．所属機関には，住
所フィールドに現れるのと同じ順序で連番が振られますので，各著者に標識を
付けてください．

• 電子メールは，至急連絡用の電子メールアドレスを付するものです．

これら以外に，このマクロは，LYXが対応していない以下のLATEXコマンドを追加的
に使用できます．

• 複数の著者名あるいは所属名を区切るための\and

LYX中ではTEXコードとして適切なコマンドを入力する必要があります．ひな型中
の用例とファイル ▷新規 (ひな型使用) ▷論文 ▷ Astronomy & Astrophysicsにある用例
を参照のこと．

3.2.1.4 概要

概要はへッダ部の直後に置きます．第 5版から概要環境はコマンドに変更され，1段
落だけに限るという制限が付きました．加えて，キーワード項目が含まれていなくて
はなりません．これは，段落様式キーワードで為されます．用例論文を参照してくだ
さい．
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3 文書クラス

3.2.1.5 サポートされる環境

A&A論文用レイアウトでは，文章を構造化するために，以下の環境がサポートされ
ています．

• 標準

• 節

• 小節

• 小々節

• 箇条書き (記号)

• 箇条書き (連番)

• 箇条書き (記述)

• キャプション

• 概要

• 謝辞 (Acknowledgment)

• 書誌情報

• LaTeX

3.2.1.6 LYXでサポートされていないコマンド

LYXのAstronomy & Astrophysicsレイアウトでは，まだサポートされていないコマン
ドがあります．そのうちいくつかは既に紹介しましたが，網羅するために，以下にす
べて列挙しておきます．

• \and

• \authorrunning

• \object{}

• \titlerunning{}

これらのコマンドのいずれかを使いたい場合には，自分で入力する必要があります．
挿入 ▷ TEXコードを使用することを　・忘・れ・な・い・で・下・さ・い　！

3.2.1.7 図フロートおよび表フロート

LYXは，必要なフロート環境 figure・figure*・table・table*をサポートしていますの
で，ここでは詳しい説明はしません．ユーザーの手引きをご覧ください．ただ，表は
左揃えにしなくてはならないことに注意して下さい．そうするためには，表を選択し
て，編集 ▷段落設定で配置を変更してください．
一つだけ，特別なものがあります．それは，図横にキャプションを配置する図です．

この図を作成するには，以下のようにしなくてはなりません．
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1. 挿入 ▷フロート ▷図を使って，幅広の図フロートを作成します．それから，フ
ロート内で編集 ▷フロートの設定メニューを開き，フロートダイアログで段を
またぐを有効にします．

2. キャプション文を入力します．

3. キャプション上にカーソルを移動し，Returnを押します．

4. 図を挿入します．

5. カーソルを図の後ろに置いて，挿入 ▷整形 ▷横方向の空白を選択して空白ダイ
アログを開き，空白コンテクストメニューから水平フィルを選択します．

6. M-c tと押して LATEXモードに切り替えます．

7. TEX差込枠中に \parbox[b]{55mm}{ と入力します．　・こ・こ・で・は・波・括・弧・を・閉・じ・な・い・で・く・だ・さ・い　．

8. カーソルをキャプション文の後ろに移動し，M-c t } と押して，TEXモードで
閉じ括弧を入力します ．

ファイル ▷用例を開く ▷論文 ▷ Astronomy & Astrophysicsにあるファイルの図も参照し
てください．

3.2.1.8 Refereeレイアウト

投稿用には，論文を特別なダブルスペースレイアウトに整形しなくてはなりません．
このためには，文書クラスに refereeオプションを文書 ▷設定 ▷文書クラスダイア
ログの任意設定クラスオプションフィールドに入力する必要があります．

3.2.1.9 例示用論文

ファイル ▷用例を開く ▷論文 ▷ Astronomy & AstrophysicsはLYXで書かれています．こ
れは，aa-packageにある，元のマクロパッケージ aa.demから採用した例示用論文で
すが，古い構造化されていない概要型を使用して LYXに翻訳されたものです．これ
はヒントを得るために使用したり，aa.demの LATEXコードと LYXでの書き方の比較
に使ったりしてください．

3.2.2 AASTEX

Mike Ressler文

31

http://ftp.edpsciences.org/pub/aa/aa-package.zip


3 文書クラス

3.2.2.1 はじめに

AASTEXは，American Astronomical Society（アメリカ天文学会）が発行するAstro-
physical Journal（宇宙物理学雑誌）同誌のLettersとSupplementを含む）・Astronom-
ical Journal（天文学雑誌）・Publications of the Astronomical Society of the Pacific
（太平洋天文学会誌）三誌への電子投稿を可能にするために，同学会が作成したマク
ロ集です．LYXは，これらの文書を生成する上で，なかでも数式・引用・画像処理能
力において，優れたツールであることが認識されています．LYXは，同マクロ第 5.0
版以降を必要としており，できればここで説明されている第 6.0版以降が望まれます．
第 5.0版未満の版は，LATEX2.09で使用するよう企図されているため，根本的に LYX
とは互換性がありません．AASTEXパッケージは，以下のAASTEXウェブサイトか
らダウンロードできるでしょう．

https://aas.org/aastex/aastex-downloads

パッケージ中には，完備したユーザーの手引きが収録されていますので，LYXで論文
を書き始める前に，その中身を完全に理解しておく必要があります．LYXは，AASTeX
の全コマンドを理解する必然性をなくすものではなく，すべてを手入力する苦労を減
らすだけです．仕上がりのLATEX文書が，論文を投稿しようとしているジャーナルの
要求事項に完全に合致していることを確認するのは，あなたの責任です．

3.2.2.2 新しい論文を書き始める

論文を書き始めるには，AASTEXひな型ファイルを土台に始めることを強くお勧め
します．ファイル ▷新規 (ひな型使用) ▷論文 ▷ American Astronomical Societyをクリッ
クしてください．これには，論文原稿のほとんどに共通して使われるフィールドが書
き込まれています．書き込まれている文字列（括弧<>を含む）を正しい情報で上書き
してください．AASTEXコマンド・AASTEX環境の多くは，LYX中で直接実行する
ことができますが，できないものもあります．このようなコマンドは，直接 LaTEX
コードを入力して，それをTEXコードとしてマークしなければなりません．このよ
うなコマンドは，TEXコードあるいはEvil Red Text（邪悪な赤い文）と呼ばれます．
AASTEX文書に必要とされる TEXコードを最小にするようには努力しました．

3.2.2.3 論文を書き終わったら

論文を満足する水準で書き終え，プレビューや印刷が正しく為されているとしても，
まだ学術誌に投稿する前にしなくてはならない「後処理」が残されています．
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3.2 論文

1. 論文を LATEXファイルとして書き出します（ファイル ▷書き出し ▷ LaTeX）．

2. 出力した.texファイルを好きなエディタで編集します．
a) \documentclassコマンドよりも前のコメント行を削除します．
b) \usepackage...{fontenc}という行があれば（通常は\documentclassの
直後にあります）削除します．また，\secnumdepth行があれば，これも
削除します．

c) LATEXプリアンブル中に意図的に置いたコマンド（.texファイル中，「User
specified LATEX commands」というコメントの直後にあります）を除いて，
\makeatletterと\makeatotherの間のもの（これらのコマンドを含む）
をすべて削除します．

3. 編集後のファイルを LATEXにかけて，正しく処理されることを確認します．

4. 学術誌の要求事項を再読して，ファイル名と書式が正しいことを確認します．

5. 投稿してください．

3.2.2.4 特定のコマンドに関するコメント

AASTEXユーザーの手引き（aasguide.tex）に，各AASTEXコマンドの詳しい説明
があるので，ここでは，各コマンドの使用法の詳細な説明は行いません．そこで，こ
こではユーザーの手引きに現れるとおりに一覧を列挙して，必要なところだけコメン
トを加えることにしましょう．

期待通りに動作するもの これらは期待通りに動作するので，ここでは列挙するだけ
にして，コマンドの説明されている節を挙げておきます．\documentclass (2.1.1)・
\begin{document} (2.2)・\title (2.3)・\author (2.3)・\affil (2.3)・\abstract
(2.4)・\keywords (2.5)・\section (2.7)・\subsection (2.7)・\subsubsection
(2.7)・\paragraph (2.7)・\facility (2.10)・\begin{displaymath} (2.12)・
\begin{equation} (2.12)・\begin{eqnarray} (2.12)・\begin{mathletters} (2.12)・
\begin{thebibliography} (2.13.1)・\bibitem (2.13.2)・全引用コマンドとその
派生 (2.13.2)・一般的な graphicx 図コマンド (2.14.1)・\begin{table} (2.15.4)・
\begin{tabular} (2.15.4)・\caption (2.15.4)・\label (他にもあるが特に 2.15.4)・
\tablerefs (2.15.5)・\tablecomments (2.15.5)・\url (2.17.4)・\end{document}
(2.18)．
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以下のスタイルオプションも正しく動作します．longabstract (2.4)・preprint
(3.2.1)・preprint2 (3.2.2)・eqsecnum (3.3)・flushrt (3.4)．これらは，文書 ▷設定に
ある，クラスオプションの任意設定ボックスに入力してください．

動作するが，若干説明が必要なもの 以下のコマンドは動作しますが，若干の説明が
必要です．

• 以下の項目は，学術誌の編集者向けに取ってあるものですが，どうしても必要
ならば，LATEXプリアンブルに入れることができます．\received・\revised・
\accepted・\ccc・cpright（すべて 2.1.3）．

• 以下の項目は，LATEXのプリアンブルに置くことができるもので，これらは，
ひな型ファイルには，空の引数と共に含まれています．\slugcomment(2.1.4)・
\shorttitle(2.1.5)・\shortauthors(2.1.5)．

• \email(2.3) 「単独で」使うことはできますが，段落の途中で使うことはでき
ません．埋め込む必要がある場合には，TEXコードを使用してください．

• \and(2.3) 後ろに{}が付記されます．これはエラーの原因にはなりません．

• \notetoeditor(2.6) 「単独で」使うことはできますが，段落の途中で使うこ
とはできません．埋め込む必要がある場合には，TEXコードを使用してくだ
さい．

• \placetable(2.8) 相互参照用タグを挿入することはできません．手動でタグ
名を入力する必要があります．

• \placefigure(2.8)—\placetableと同様．

• \acknowledgements(2.9) 後ろに{}が付記されます．これはエラーの原因には
なりません．

• \appendix(2.11) 後ろに{}が付記されます．これはエラーの原因にはなりま
せん．

• \figcaption(2.14.2) 文章のはじめにカーソルを置いて挿入 ▷短縮タイトルを
選択すれば，非必須のファイル名引数を挿入することができます．「短縮タイト
ル」とありますが，\figcaptionが必要とする型の非必須引数を挿入します．
望むらくはいつの日か改名されることでしょう．
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• \objectname(2.17.1) 非必須パラメータとしてカタログ ID を取る以外は，
\figcaptionと同様．

• \dataset(2.17.1) 非必須パラメータとしてカタログ ID を取る以外は，
\figcaptionと同様．

実装されていないため，TEXコードを使用するもの \eqnum(2.12)・\setcounter{equation}(2.12)・
学術誌名略語 (2.12.4)・\figurenum(2.14.1)・\epsscale(2.14.1)・\plotone(2.14.1)・
\plottwo(2.14.1)・\tablenum(2.15.4)・\tableline(2.15.4：入れたい場所の後ろ
に，左側セルの最初の要素として挿入する．表中では，LYX の方法は使わないで
ください)・\tablenotemark(2.15.5)・\tablenotetext(2.15.5)・補遺 (2.17)の大半
（\objectname・\dataset・\url・\emailを除く．上記参照）・\singlespace(3.1)・
\doublespace(3.1)・\onecolumn(3.2)・\twocolumn(3.2)

実装できないもの references(2.12.3)環境とdeluxetable(2.14)環境は，少なくとも意
味のあるような形で実装することができないので，無視してください．もし，絶対に，
どうしても，deluxetableを使う必要があるならば，テキストエディタで別ファイルと
して編集し，挿入 ▷子文書を使用して，LYXファイルに読み込むことを推奨します．
この実例は，ファイル ▷新規 (ひな型使用) ▷論文 ▷ American Astronomical Societyをご
参照ください．

3.2.2.5 FAQとヒントと技とその他の考察

LYXをAASTEXと協調させる LYXに，新しいレイアウトと文書クラスを認識させ
るには若干コツが要ります．もしうまく行かなかったら，次のようにしてみてくだ
さい．

1. LATEXが，AASTEXを検出できることを確認してください．AASTEX頒布版に
含まれる sample.tex（あるいは table.texでも可）を，LATEXやAASTEXと
まったく関係のないディレクトリにコピーして，sample.texをLATEXにかけて
ください．

2. aastex.layoutが，LYXの layoutsフォルダにあることを確認してください．

3. LYX中からツール ▷環境構成を再度実行し，LYXを再起動してください．

4. ひな型ではなく，通常の新規ファイルを開いてください．American Astronomical
Society (AASTeX V. 6)が，文書 ▷設定のクラス一覧に表示されていますか？
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既存の AASTEX文書を処理する際に，AASTEXレイアウトを見つけられないとか，
「タイトルレイアウトと通常のレイアウトを混在させないでください」といった警告
が出るようであれば，正しい導入が行われていません．

表を処理する際の LATEXエラー 既定では，LYXは，表のキャプションやタイトルを
中央揃えにしようと試みます．これはAASTEXと悪い相互干渉を発生させるようで
すので，キャプションやタイトルのどこかをクリックして，編集 ▷段落設定を選択し，
配置を両端揃えに設定してください．私のところではこれで解決しました．

書誌情報 若干の注意があります．

1. 文献項目の本文中の空白取りが少しおかしくなることがあるようです．書誌情
報を入力する際には，最後の著者と，著作年を入れる括弧の間にスペースを入れ
ないようにしてください．たとえば，Ressler(1992)はいいですが，Ressler
(1992)ではだめです．

2. 書誌情報の入力の仕方は，必ずしも自明ではありません．もっとも簡単な方法
は，文書の最後に，最初の書誌情報をまず書き込み，それを書誌情報環境と
してマークすることです．すると，入力したものの前に，小さな灰色のボック
スが現れます．このボックスをクリックして，残りの情報を入力してください．
新しい書誌情報を追加するには，既存の書誌情報の後ろでリターンを押します．
すると，新しいボックスの付いた新規行が出てくるので，後は同様にしてくだ
さい．

EPS ファイルの読み込み AASTEX には，自前の図関連コマンド（たとえ
ば\plotone）がありますが，私は（既定のgraphicxを使った）LATEXの標準図コマンド
の方がずっと好きです．望めば，図フロートボックスに，TEXコードで\plotone等の
コマンドを挿入することはできますが，私には正しいレイアウトを得ることができた試
しがありません．標準の画像コマンドを使えば，LYXは，\usepackage{graphics}コ
マンドを LATEXプリアンブルに挿入し，図を LATEX 2εの標準的な方法で取り扱って，
文章の中にちりばめます．現在，ApJは，ちょうどこのようにして作成した図を受
け入れていますが，AJはまだ「すべてを末尾に積み上げる」方法を使用しているか
もしれません．

可能だったが，実装しなかったもの 「素敵な」ものの中には，実装することも可能
だったけれども，あえて実装しなかったものがあります．たとえば，紙の原稿ではダ
ブルスペースであったとしても，LYXウィンドウ中で，文章をダブルスペースにする
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意味はないと考えました．また，preprint様式と preprint2様式を，独立したレイア
ウトにすることもしませんでした．いずれにしても，執筆時間のほとんどを，平の原
稿モードで使うのがほとんどですから，これらの機能でディスクスペースを消費しな
いことにしました．

3.2.2.6 最後に

これまでに進んできた道のりは，長い人も短い人もいることでしょう．私には，ApJ
とAJに発表した論文がありますが，その努力の 98 %はLYX上で為されました．残り
の 2 %が，LATEXでの後処理と若干の後片付けです．投稿の過程では何のトラブルも
なく，これらの学術誌が通常の投稿原稿と違う点に気づくことはなかったでしょう．
ですから，がんばって発表してください！

3.2.3 チェス
チェス文書クラスは，チェスゲームの叙述を可能にするために，標準 article文書クラ
スを lyxskakパッケージとともに使用します．ファイル ▷用例を開く ▷論文 ▷チェスを
開くとゲーム 1とゲーム 2がありますので，それらを参照してください．

3.2.4 Elsevier

Elsevier文書クラスは，Elsevier出版社の学術誌用に，elsarticle LATEXクラスのサポー
トを提供します．これは，以下の各環境を追加します：表題脚註・著者脚註・連絡担当
著者・住所・電子メール・キーワード．ひな型はファイル ▷新規 (ひな型使用) ▷論文 ▷

Elsevierメニューで利用可能です．これは，さらに多くの環境を設定していて，必要
な情報を全て含みます．しかしながら，ドキュメンテーションは CTANでも利用可
能です．

3.2.5 Paper

Paper (標準クラス)文書クラスは Article (標準クラス)文書クラスの代替となるもの
です．これは同様の機能を提供しますが，サンセリフ体の節や見出し等を持つこちら
のレイアウトの方が気に入るかも知れません．

3.2.6 RevTEX4

by Amir Karger
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3 文書クラス

REVTeX (V. 4)テキストクラスは，アメリカ物理学会のRevTEX 4.0（1999年 5月の
βリリース）クラスで動作します．

LYXには，RevTEX 3.1で動作する REVTeX (廃版)テキストクラスもあります．し
かしながら，第 3.1版は LATEX 2.09で動作するものであり，基本的に時代遅れなもの
になっています．LYXはLATEX 2εを必要とすることから，第 3.1版はLYXとうまく協
調しないことを意味しますが，動作するようには調整してあります．RevTEX 4.0は，
LATEX 2εで素直に動作するようにデザインされているので，LYXとREVTeX (V. 4)テ
キストクラスの組で使用するのは，たいへん簡単です．
この取扱説明書は，RevTEX 4.0の説明書の　・補・完　として使用されることを前提とし

ています．したがって，ここではRevTEX固有マクロの説明はせず，必要な場合には
プリアンブルに何と書けば良いかを知っているものとして説明します．

3.2.6.1 導入

RevTEX 4パッケージのREADMEファイルにあるとおり，ともかくRevTEX 4を導
入しなくてはなりません．パッケージは，The RevTEX 4 Web Site http://publish.
aps.org/revtex4/から入手することができます．これを LATEXが検出することので
きる場所に導入してください．それから，適当に選んだディレクトリ（もといクラス
ファイルを導入したのとは異なるディレクトリ）で簡単なRevTEX 4文書を LATEXで
コンパイルできるかどうか確認してください．この後，LYXを環境構成すると，クラ
スファイルを検出し，RevTEX4テキストクラスが使用できるようになるはずです．
使い始めるには，tex2lyxを使って RevTEX 4文書を読み込むか，またはファイ

ル ▷新規 (ひな型使用) ▷ ArticleにあるRevtex 4のひな型を使うのが，おそらく一番簡
単な方法でしょう．

3.2.6.2 プリアンブルに関すること

\documentclassに与える「preprint」や「aps」のような非必須引数は，他のクラス
同様，文書 ▷設定 ▷文書クラスのクラスオプションフィールドに入れます．RevTEX
では，少なくとも一つの非必須引数が必要なことに注意してください．

\draftなど他のプリアンブルは，他のクラス同様，文書 ▷設定 ▷ LATEXプリアンブ
ルに入れてください．

3.2.6.3 レイアウト

レイアウトは，基本的にRevTEX4.0のコマンドに対応しています．たとえば，Email
レイアウトは，\email{}に対応しています．（少なくともRevTEX 4.0 Beta現在では）
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3.3 書籍

住所と所属はまったく同じものなので，両方を使う必要はありません 7．

3.2.6.4 重要な注意

RevTEX 4には，バグを引き起こしがちなために，気をつけなくてはならない特殊な
面がいくつかあるため，LYXではさらに気をつけなくてはなりません．

RevTEXでは，\thanksコマンドは，\authorコマンドの　・外・側　に来なくてはなりま
せん．LYXでは，独立した感謝レイアウトがこの働きをします．直接，著者レイアウ
トに脚注を付けてしまうと，おかしなことが起こる可能性があります．詳細について
は，RevTEX 4の取扱説明書をご覧ください．
また，著者電子メール・著者 URL・感謝 (thanks)レイアウトは，著者レイアウト

と住所（または同等の所属)レイアウトの間に置かなければなりません．感謝 (thanks)
を住所の後に置いてしまうと，LATEXはコンパイルに失敗します．

3.2.7 Springer学術誌
すべての svj*クラスは，完全に新しい sn-jnl.cls に置き換えられました．情
報 に つ い て は ，https://www.springernature.com/gp/authors/campaigns/
latex-author-support をご覧ください．LYX のネイティブサポートはまだ為さ
れていません．

3.3 書籍
コレクション (第 3.1節)にある文書クラスも参照してください．

3.3.1 Memoir

Jürgen Spitzmüller文

3.3.1.1 概観

Memoirは，非常に強力で，着実に改良が加えられている文書クラスであり，フィク
ションとノンフィクションの文学作品用に設計されています．その目的は，ユーザー
に，文書の組版に関して最大限の裁量を得させることにあります．Memoirは，標準

7ついでながら，tex2lyxは両方とも対応しているので，\addressと\affiliationのどちらも翻訳
することができます．
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3 文書クラス

bookクラスに基づいていますが，articleクラスをエミュレートすることもできます
（以下参照）．

Memoir開発者であるPeter Wilsonは，LATEXの世界での，多くの便利なパッケー
ジの作者として知られていますが，それらのほとんどは，Memoirに統合されました．
このため，章のデザインや，目次や付録などのレイアウトを，はるかに簡単に行うこ
とができます．しかしながら，LYXは，これらすべての素晴らしい機能をネイティブ
でサポートしているわけではありません．これらのうちいくつかは，将来のリリース
で追加されるかもしれませんが 8，LYXのフレームワークが持つ制約のために，おそ
らく決して追加されることのないと考えられるものも多数あります．もちろん，ネイ
ティブなLATEXコマンド（TEXコード 9）の助けを借りれば，全機能を使用できます．
この節では，LYXがネイティブにサポートしている機能についてのみ，列挙するも
のとします．詳細な説明（および他の機能）については，Memoirクラスの詳しい取
扱説明書 10をご覧になることをお勧めします．この取扱説明書は，本クラスのユー
ザーの手引きであるのみに留まらず，良い組版に関する包括的な解説であり，それ自
身が良い組版の傑出した用例となっています．

3.3.1.2 基本的な機能と制約

Memoirは，基本的に，標準 bookクラスの全機能をサポートしています．しかしな
がら，以下に示すような若干の違いがあります．

フォント寸法: Memoirでは，9・10・11・12・14・17と，より広い範囲のフォント寸
法が使用可能です．

ページ様式: Memoirパッケージと fancyhdrパッケージとのコマンドの衝突のため（両
パッケージは同じ名前のコマンドを定義しているため，LATEXが混乱させられま
す），fancyページ様式は使用できません．その代わり，Memoirには，多くの独自
のページ様式が付属してきます（文書 ▷設定 ▷ページレイアウト参照）．これら
を章題ページに使用したい場合には，コマンド\chapterstyleを，本文またはプ
リアンブルに記述する必要があります（例えば，\chapterstyle{companion}な
ど）．

章立て: 標準クラスでは，章立てコマンド（章・節・小節等）は，非必須引数を一つ取
ることができます．これを用いて，目次やヘッダ用に別のタイトルを指定する
ことができます（たとえば，タイトルが長すぎる場合などに用います）．LYXで

8もし提案があれば，ぜひ lyx-devel@lists.lyx.orgまでお送り下さい．
9【参考】詳細は，第 2.3節参照．

10【参考】CTAN:/macros/latex/memoir/memman.pdf
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は，章や節の始めで挿入 ▷短縮タイトルを使えば，これを指定することができ
ます．一方，Memoirでは，第 2の非必須引数を取ることができ，目次用のタイ
トルとヘッダ用のタイトルの指定を分離しています．LYXでは，挿入メニュー
から短縮タイトルの特定の派生形の形で利用できます．

目次・図一覧・表一覧: 標準クラス（および他の多くのクラス）では，目次と図一覧
および表一覧は，自動的に新規頁に置かれます．Memoirは，これとは別の方
針を採ります．改頁を行いたい場合は，手動で頁区切りを入れなくてはなりま
せん．

タイトル頁: 理由は不明ですが，Memoirはタイトルページに丁付けを行います（標
準クラスでは，タイトルページは「empty」様式）．タイトル頁に丁付けを行い
たくない場合には，プリアンブルに\aliaspagestyle{title}{empty}と入力し
てください．

Article: クラスオプションarticleを用いる（文書 ▷設定 ▷文書クラス ▷クラスオプショ
ン ▷詳細設定で入力）と，article様式をエミュレートできます．すなわち，（脚
注・図・表等の）カウンタは，章毎にリセットされず，次の章は頁を改めず（た
だし，「本物の」articleクラスとは違って，頁を改めることも可），部は bookク
ラスと同様に，独立の頁を使用します．

Oldfontcommands: LATEX旧 2.09版で使用されていた旧いフォントコマンド（\rm
や\itなど）は，Memoirにおいては，既定では使用することができません．Mem-
oirがこれらのコマンドを検知すると，エラーを発して LATEXを停止させます．
しかし，クラスオプション oldfontcommandsを指定すると，これらのコマンド
が容認され，エラーの代わりに警告を発するのみとなります（これによって，少
なくともLATEXは停止しなくなります）．まだ，多くのパッケージと，就中多く
の BibTEXスタイルファイルが，これらのコマンドを使用しているので，我々
はこのオプションを既定で使うこととしました．

3.3.1.3 追加された機能

LYXでサポートされる機能（今のところそれほど多くはありません）を簡単に説明し
ましょう．詳しくはMemoirの取扱説明書 11を見てください．

概要: 概要が，追加された機能として扱われているのを不思議に思われるかもしれま
せんが，bookクラスとしては追加された機能なのです．通常 bookクラスには

11CTAN:/macros/latex/memoir/memman.pdf．
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概要はないのですが，memoirにはあります．これは，どこでも何回でも自由に
使うことができます．

章要約: この古い組版様式はご覧になったことがあるかも知れません．章の内容が，見
出しの下と目次に要約されているものです（たとえば，「我らが英雄がトロヤに到
着する．彼は友人を失うが，新たな友人を得る．」など）．章要約 (chapterprecis)
はこれを行います．したがって，章要約は章の下でのみ意味を持ちます．

題辞: 題辞 (epigraph)は章頭の，気の利いた標語やモットーです．題辞環境は，その
ような標語を組む洗練された方法を提供します．標語本体（本文)とその著者
（出典：非必須)は，短い線で区切られます．著者（出典）は，挿入 ▷題辞出典で
入力できます．

詩題: Memoirには（複雑で隠喩的なものも含めて）詩を組版するための多くの機能
がありますが，LYXは，そのうちいくつかしかサポートしていません．詩題は
その一つです．これは詩用の中央揃えタイトルで，目次にも表示されます（詩
句が詩の標準環境です．Memoirには，詩句の拡張版もありますが，これらを
使うためにはTEXコードを使用しなくてはなりません．これらの環境は通常の
詩句環境の中に入れ子にしなくてはならないのですが，LYXではそれができな
いためです）．

詩題*: 目次に現れない他は詩題と同じです．

3.3.2 Recipe Book

RecipeBook文書クラスは，KOMA-Script Book文書クラスを使用しますが，以下の 2
つの環境を追加します．

レシピ 二重水平線を引いた中央揃えボールド体の見出しを生成する小々節階層の連
番節環境

材料 　・材・料　が記述される記述環境で，環境の終わりに水平線が引かれます

ファイル ▷用例を開く ▷書籍 ▷ Recipe Bookに使用法が描かれています．
このクラスは，1ページに一つか二つのレシピを組版するようにデザインされてい

ます．ハイパーリンク化された目次とページ番号によって，レシピをめくるのが便利
になっています．
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3.4 履歴書

3.4 履歴書
3.4.1 Europass (2013)

Europass (2013)文書クラスは，2013年欧州委員会推奨の「Europass CV」の非公式
実装である europasscv.cls文書クラスを提供します．ファイル ▷用例を開く ▷履歴
書 ▷ Europass (2013)が使用法の案内をします．ドキュメンテーションは CTANから
利用可能です．

3.4.2 Europe CV

Europe CV文書クラスは，2002年欧州委員会推奨の「Europass CV」の非公式実装で
あるeuropecv.cls文書クラスを提供します．ファイル ▷用例を開く ▷履歴書 ▷ Europe
CVが使用法の案内をします．ドキュメンテーションはCTANから利用可能です．

3.4.3 Modern CV

Modern CV文書クラスは，moderncv.cls文書クラスを提供します．これによって，
カスタマイズ可能な履歴書を生成することができます．ファイル ▷用例を開く ▷履歴
書 ▷ Modern CVが使用法の案内をします．ドキュメンテーションは CTANから利用
可能です．

3.4.4 Simple

Simple CV文書クラスは，元々LYXで使用するために開発された simplecv.cls文書
クラスを提供します．ファイル ▷用例を開く ▷履歴書 ▷ Simple CVが使用法の案内を
します．ドキュメンテーションはCTANから利用可能です．

3.5 書簡
KOMA-Script Letter (V. 2) (第 3.1.8.3節)および Letter (フォント寸法を追加した標
準クラス) (第 3.1.2節) 文書クラスも参照してください．

3.5.1 DIN-Brief

DIN-Brief文書クラスは，ドイツ規格協会の標準（Deutsches Institut für Normung：
DIN）に則った書簡を書くのに用いる dinbrief.cls LATEXクラスへのサポートを提
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3 文書クラス

供します．ファイル ▷新規 (ひな型使用) ▷書簡 ▷ DIN-Briefメニューが使用法の案内を
します．ドキュメンテーションはCTANから利用可能です．

3.5.2 フランス語Letter (frletter)

フランス語 Letter (frletter)文書クラスは，フランス語の慣習に則った書簡を書くのに
用いる frletter.cls LATEXクラスへのサポートを提供します．ファイル ▷新規 (ひ
な型使用) ▷書簡 ▷フランス語 Letter (frletter)メニューが使用法の案内をします．

3.5.3 フランス語Letter (lettre)

フランス語 Letter (lettre)文書クラスは，フランス語の書簡やファックス，封筒を書
くのに用いる lettre.cls LATEXクラスへのサポートを提供します．ファイル ▷新規
(ひな型使用) ▷書簡 ▷フランス語 Letter (lettre)メニューが使用法の案内をします．ド
キュメンテーションはCTANから利用可能です．

3.5.4 G-Brief (V. 2)

G-Brief (V. 2) 文書クラスは，ドイツ語の慣習に則った書簡を書くのに用いる
g-brief2.cls LATEX クラスへのサポートを提供します．ファイル ▷新規 (ひな型
使用) ▷書簡 ▷ G-Brief (V. 2)メニューが使用法の案内をします．ドキュメンテーショ
ンはCTANから利用可能です．

3.6 プレゼンテーション
3.6.1 Beamer

Beamer文書クラスは，プレゼンテーションを作成するのに用いる beamer.cls LATEX
クラスを使用します．ファイル ▷新規 (ひな型使用) ▷プレゼンテーション ▷ Beamerメ
ニューにあるファイルか，ヘルプ ▷用途別説明書 ▷ Beamerプレゼンテーションが使
用法の案内をします．ドキュメンテーションはCTANから利用可能です．

3.6.2 FoilTEX

Allan Rae原文；LYXチーム改訂
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3.6 プレゼンテーション

3.6.2.1 はじめに

FoilTEX文書クラスは，OHPスライドを作成するのに用いる foils.cls文書クラス
を提供します．これを行う 2つの文書クラス，slides文書クラス (第 3.6.5節参照)と
FoilTEXスライドクラスとがあります．2023年現在，前者のメンテナンスは続けられ
ていますが，FoilTEXは 2008年以降メンテナンスされていません．この節は後者の記
載を行います．お使いのコンピューターに FoilTEX文書クラスが導入されていない場
合には，おそらく slides文書クラスを使わなくてはなりません．foils.cls文書クラ
スを導入したい場合には，CTANからダウンロード可能です．また，取扱説明書『カ
スタマイズ篇』の「文書クラスを新規に導入する」の章をご一読ください．

3.6.2.2 最初の一歩

いうまでもなく，この文書クラスを使うには，文書 ▷設定 ▷文書クラスメニューの文
書クラスドロップダウンで「FoilTeX」を選択する必要があります．また，文書設定ダ
イアログ中には，以下のように，このクラスに特有の設定がいくつかあることを知っ
ておかなくてはなりません．

• 文書設定ダイアログ中の，両面文書オプションと二段組文書オプションは変
更しないでください．これらは foilsクラスでは無視されます．

• 既定のフォント寸法は 20ptであり，17 pt・25 pt・30 ptを選択することも可能
です．

• 既定のフォントは sans serifですが，数式ではすべて，通常のローマン体が使用
されます．

• FoilTEXは，35 mmスライド用の特殊寸法の他，A4とレター大の用紙寸法をサ
ポートします．A5・B5・リーガル・エグゼクティブ大の用紙寸法はサポートし
ていません．

• フロートの配置の設定は無視されますので，わざわざ変更する必要はありませ
ん．フロートはすべて，本文中で定義された位置に表示されます．

• このクラスのページレイアウトの設定は，若干異なった挙動を示します．
FoilTEXでは，ユーザ定義のロゴをはじめ，フッタとへッダに広範な設定がで
きます．詳細については第 3.6.2.4節をご覧ください．タイトルページは，文書
中の他のページとは異なった取扱がなされ，ページ番号はつねに付けられず，
（ロゴが定義されていれば）ロゴは，　・つ・ね・に　ページ下部中央に表示されます．使
用できるページ様式とその挙動は，以下の通りです．
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3 文書クラス

empty 最終出力には，ページ番号をはじめ，へッダ・フッタが出力され
ません（もちろん脚注は除きます）．

plain 最終出力には，ページ番号がページ下部の中央に出力されます
が，他のへッダ・フッタは出力されません（脚注除く）．

foilheadings ページ番号が右下隅に出力されます．追記したへッダ・フッタも
出力されます．これが既定値です．

fancy これは fancyheadingsパッケージを使えるようにします．ただし，
FoilTEXパッケージの作者は，ページレイアウトが崩れる可能性
があるので，これを使用することは勧めないと言及しています．

任意設定クラスオプション 以下のオプションは文書設定ダイアログの任意設定ク
ラスオプションボックスで使うことができます．

35mmSlide これは，ページレイアウトを縦 7.33インチ横 11インチに設定します．
これは 35 mmスライドの縦横比にほぼ等しく，このメディアを作る作
業が若干易しくなります．

headrule タイトルページを除くすべてのページのへッダの下に罫線を入れます．

footrule タイトルページを除くすべてのページのフッタの上に罫線を入れます．

dvips これは，新規 foils文書を作成する度に自動的に設定されます．このオ
プションは，横向きに設定されたページを回転させるのに，dvipsドラ
イバを使うよう FoilTEXに指示します．

landscape このオプションは，用紙寸法を横向きページ大に変更するだけで，回
転は行いません．したがって，このオプションを使う場合は，各ペー
ジを回転させる外部プログラムを使用する，プリンタに用紙を横向き
に給紙する必要があります．また，このオプションは，Foilhead環境と
Rotatefoilhead環境の役割を逆転させることに注意してください（これ
らの環境については次節で説明します）．

leqno 数式番号を左側に付けます．

fleqn 数式を左揃えにします．
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3.6 プレゼンテーション

3.6.2.3 サポートされる環境

他のクラスで標準的にサポートされている環境は，FoilTEXクラスでもサポートされ
ています．それ以外に，FoilTEXが提供している環境と，LYXが付け加えた環境があ
ります．以下の環境は，他のクラスと共通の環境です．

• 標準

• 箇条書き (記号)

• 箇条書き (連番)

• 箇条書き (記述)

• 箇条書き (リスト)

• LYXコード

• 詩句

• 引用 (字下げあり)

• 引用 (字下げなし)

• タイトル

• 著者

• 日付

• 概要

• 書誌情報

• 住所

• 右寄せ住所

つまり，節区切りを除けば，主な環境のすべてです．一枚のスライドは，基本的に
タイトルと本文を備えた自己完結した節なので，FoilTEXは新しいスライドを始める
以下のようなコマンドを備えています．

• スライドタイトル (Foilhead)

• 横置きスライドタイトル (Rotatefoilhead)

LYXは，以下のような，これらを若干修正した環境も用意しています．

• スライドタイトル (小)(ShortFoilhead)

• 横置きスライドタイトル (小)(ShortRotatefoilhead)

これらの違いは次節で説明します．
スライドは，アイデアを説明したり，新しい定理を説明したりするのにしばしば使

われるので，FoilTEXはそれらを説明するのに便利な環境を幅広く用意しています．

• 定理

• 補題

• 系

• 命題
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3 文書クラス

• 定義

• 証明

• 定理*

• 補題*

• 系*

• 命題*

• 定義*

星付き版は連番が振られず，星なし版は連番が振られます．他に，LYXで追加され
た以下の 2つの箇条書き環境があります．

• 箇条書き (チック)

• 箇条書き (クロス)

FoilTEXには，強力なヘッダ機能とフッタ機能があり，これらはプリアンブルで設定
するのが最良ですが，文章中のどこでも設定することができます．もし文書中でこれ
らの設定を変更したい場合には，スライドの一番上，foilheadの直後で行うのが良い
でしょう．
この目的のためには，以下のコマンドスタイルがあります（Martin Vermeer）．

• グラフィックスロゴ

• 配布制限

• 右フッタ

• 右ヘッダ

• 左ヘッダ

FoilTEXが提供しているコマンドで，LYXが直接サポートしていないコマンドもあ
りますが，これらの説明と使い方については，第 3.6.2.5節で行います．

3.6.2.4 スライドの組を作る

この節は，様々な環境を使ってスライドの組を作る方法を簡単に紹介します．スラ
イド組の例をご覧になりたい場合は，ファイル ▷用例を開く ▷プレゼンテーション ▷

Foilsをご覧ください．

タイトルページを作る タイトル・著者・日付・概要環境のある他のクラスとは異な
り，FoilTeXは独立したページにタイトルを作成します．日付環境を使用しなかった
場合には，LATEXは（出力を生成し直したときにはいつも）その時点の日付を挿入し
ます．
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新しいスライドを開始する 前述のように，新しいスライドを開始するには，4つ
の方法があります．縦向きのスライドを開始するには，スライドタイトル (Foilhead)
やスライドタイトル (小)(ShortFoilhead)を使用します．両環境の違いは，スライドタ
イトル (foilhead)とスライド本文の間の余白の違いです．
横向きのスライドは，横向きスライドタイトル (Rotatefoilhead)か横向きスライド

タイトル (小)(ShortRotatefoilhead)環境を使用して生成します．ここでも両環境の違
いは，タイトルと本文の間の余白のみです．どちらの場合も，(小)と記された版は，
タイトルと本文の間の余白が，0.5インチ（約 1.27cm）小さくなります．
横向きのスライドをサポートする際，一つ問題となるのは，スライドを回転させよ

うと思うと，PostScript出力を生成するのに dvipsドライバを使用することを要求し
てしまうことです．もしスライドをプリンタに横に給紙することができれば，dvips
ドライバを持っていなくても，横向きのスライドをつくることができます;-)

定理・補題・証明など これらの環境の同じ型をお互いに直接続けて置くことはでき
ません．通常の段落開業を用いると，2つの環境をマージしたかのように，前の環境
が延長されるだけです．そうではなく，いわゆる分離線を挿入する必要があります．
『ユーザーの手引き』の「入れ子の分離」の節を参照してください．

箇条書き 他のクラスでも共通にサポートされている箇条書き様式すべてに加えて，
二つの新しい様式を使用することができます．ここでは，その新しい様式のみを説明
することにします．他の箇条書き環境について詳しく知りたい場合には，ユーザーの
手引きをご覧ください．記号による箇条書きを使用したい場合には，上記第 6節の箇
条書き (記号)ブリットの指定の節も，読まれることが望ましいでしょう．
箇条書き (チック)と箇条書き (クロス)の二つの新しい様式は，チェック印や×印

を箇条書きのラベルに使用する専用の環境を提供することで，予定一覧や正誤一覧
を作りやすくするように設計されたものです．これらの箇条書きは，箇条書き (記号)
の派生型を専用に用意したものに過ぎません．ただし，これらは，psnfssパッケー
ジが導入済であることを要求します．

図と表 FoilTEXでは，図表フロートは，本文中の挿入箇所にこれらが正確に表示さ
れるように再定義されており，ページの上部やユーザー指定場所に押しのけたりはし
ないようになっています．たとえフロート配置の設定に変更を加えたとしても，単に
無視されます．

ページヘッダおよびページフッタ グラフィックスロゴと配布制限の二つは，左フッ
タ文を制御するものです．前者は，グラフィックスのロゴをスライドに入れるための
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もので，既定値は「-Typeset by FoilTEX-」となっています．後者は，「機密事項」な
どのように，聴衆に秘密区分を提示することを意図しています．既定値では，何も設
定されていません．
スライドの残り三隅には，右フッタ（既定ではページ番号）・右ヘッダ（右上）・左

ヘッダ（左上）を使って文字を入れることができます．

3.6.2.5 サポートされない FoilTEX機能

以下で言及されているコマンドは，LATEX環境内で設定されるか，他の環境中の TEX
コードとして設定される必要があります．

長さ 長さは，すべて\setlength{長さ名}{新規長さ}コマンドで調節されます．こ
こで長さ名は，変更したい長さに付けられている名前で置き換え，新規長さは，その
長さの値で置き換えます．長さはすべて，インチ（in）・ミリメートル（mm）・ポイ
ント（pt）のような長さ単位か，\textwidthのように文書比あるいはフォント基準
の長さで指定する必要があります．

\foilheadskip で指定される長さを調節することによって，スライドタイト
ルとスライド本文の間の余白を変更することができます．たとえば，スライ
ドタイトルをすべて 0.5 in だけスライド本文に近づけるには，プリアンブル
に\setlength{\foilheadskip}{-0.5in}と書き込みます．
フロート周囲の余白は，以下の長さを設定することで調整することができます．

\abovefloatskip 本文とフロート上辺との間隔

\abovecaptionskip フロートとキャプションとの間隔

\belowcaptionskip キャプションとそれに続く本文との間隔

\captionwidth この長さを調整することでキャプションを，周囲の本文より
短くすることができます．\textwidthに対する相対的な長さ
で調整するのが最も良いでしょう．

以下のようなタイトルページ関連の長さもあり，タイトルが長い場合や，著者が複数
いる場合に使うと便利かもしれません．

\abovetitleskip へッダとタイトルとの間隔

\titleauthorskip タイトル環境と著者環境との間隔

\authorauthorskip 著者が複数いる場合の著者行の間隔
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\authordateskip 著者と日付との間隔

\dateabstractskip 日付と概要との間隔

最後に紹介する長さ関連コマンドは，箇条書き環境すべてに使用できるものです．
\zerolistvertdimensを箇条書き環境の内側に置くと，項目間の垂直余白がすべて取
り除かれます．これは長さではなくコマンドなので，上述のもののように\setlength
を使う必要がないことに注意してください．

へッダとフッタ \LogoOnおよび\LogoOffは，MyLogoで定義したロゴを特定のペー
ジに入れるかどうかを制御します．\LogoOffをプリアンブルに入れると，全スライ
ドからロゴが取り除かれます．特定のスライドにのみロゴを付けたくない場合は，当
該ページのスライドタイトルの直後に直接\LogoOffを置き，次のスライドタイトル
の直後に直接\LogoOnを置いてください．
文書レイアウトダイアログで fancyページ様式を使用することを選択した場合には，

横置きページのヘッダとフッタが回転後も正しく配置されるように，プリアンブル
に\let\headwidth\textwidthを加える必要があるでしょう．これは，fancyheadings
パッケージが提供するページレイアウトと FoilTeXクラスの提供するページレイアウ
トの間に衝突が発生するためです．

3.6.3 Powerdot

Powerdot文書クラスは，プレゼンテーションを作成するのに用いる powerdot.cls
LATEXクラスを提供します．ファイル ▷用例を開く ▷プレゼンテーション ▷ Powerdotメ
ニューが使用法の案内をします．ドキュメンテーションはCTANから利用可能です．

3.6.4 Seminar

Seminar文書クラスは，プレゼンテーションを作成するのに用いるseminar.cls LATEX
クラスを提供します．ファイル ▷用例を開く ▷プレゼンテーション ▷ Seminarメニュー
が使用法の案内をします．ドキュメンテーションはCTANから利用可能です．

3.6.5 Slides（別名SliTEX）
John Weiss原文；LYXチーム改訂
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3 文書クラス

3.6.5.1 はじめに

本節では，オーバーへッドプロジェクタ用のスライドをつくるのに，LYXをどのよ
うに使えばよいかを説明します．これを行う 2つの文書クラス，スライド (Slides)文
書クラスと FoilTEX文書クラスとがあります．本節は前者について説明を行います．
FoilTEXの文書をお探しの場合は，第 3.6.2節をご参照ください．2023年現在，Slides
のメンテナンスは続けられていますが，FoilTEXは 2008年以降メンテナンスされてい
ません．

3.6.5.2 使い始めるには

当然ながら，この文書クラスを使用するには，文書 ▷設定ダイアログのクラスリス
トから「スライド」を選択しなくてはなりません．このクラスについて，以下のよう
に，特に知っておいた方が良いことがいくつかあります．

• 用紙方向と二段組文書の各オプションは，あえて変更する必要はありません．
これらのオプションは，スライドクラスではサポートされていないので，効果
がありません．

• ヘディング様式オプションは，このクラスでは少し異なった振る舞いをします．
各選択肢とその機能は，以下の通りです．
プレーン (plain) 最終出力の右下隅にページ番号が付きます．
設定 (headings) プレーン (plain)と同様ですが，それ以外にあなたが指定した

タイムマーカーをすべて出力します．これが既定値です．
空 最終出力には，ページ番号もタイムマーカーも位置揃えマーカーも出力さ

れません．

• スライドクラスには，もう一つ clockというオプションがあります．これを使
用するには，クラスオプションに「clock」と入力してください．
このオプションを使うと，注釈にタイムマーカーを加えることができます．詳
細は，第 3.6.5.4節をご覧ください．

slidesクラスを用いた文書を自動的にセットアップするには，ひな型ファイルを使用
することもできます（新規ファイルを開く際にファイル ▷新規 (ひな型使用) ▷プレゼ
ンテーション ▷ Slidesを使用してください）．ひな型ファイルには，このクラスが使
用する特別な段落環境の用例も含まれています．これらについては，以下で説明し
ます．
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3.6 プレゼンテーション

3.6.5.3 段落環境

サポートされている環境 新しくスライド文書を開いたときにまず気付くのは，フォ
ント寸法とフォント族の違いでしょう．ここでは，サンセリフ体フォントの極大寸法
が用いられており，出力でもこのフォントが使用されます．これは，現在スライドを
作成中であることの「目印」だと考えてください．出力スライドは大きなフォントを
使用するため，書ける場所は少なくなります．もちろん，既定の大きな画面フォント
はWYSIWYGではなく，スライドであることの目印に過ぎません．
次に気付くのは，（ツールバー左端の）段落環境プルダウンボックスが変わっている

ことでしょう．通常見かける環境の多くがなくなって，代わりに 5つの新しい環境が
入っています．これは，Slidesクラスが，標準段落環境のうち以下のものしかサポー
トしていないためです．

• 標準

• 箇条書き (記号)

• 箇条書き (連番)

• 箇条書き (記述)

• 箇条書き (一覧)

• 引用 (字下げあり)

• 引用 (字下げなし)

• 詩句

• キャプション

• LYXコード

これ以外の標準的な環境，例えば節見出し用の環境などは slidesクラスでは使えま
せん．
一方，以下の新しい環境があります．

• スライド

• オーバーレイ

• 注釈

• 不可視文

• 可視文

これら 5つの環境は，LYXの「機能」のために使い方に癖があります．ご存じのよ
うに，LYXでは，空の段落環境に他の環境を入れることができません．それ自体は
素晴らしいデザインなのですが，これは，スライドを平文以外では書き始めることが
できないことを意味します．これを取り扱うためには，ちょっとした「LATEXマジッ
ク」が必要になります．

新環境の癖 5つの新しい環境にはすべて，LYX現行版の制約に由来する癖がありま
す．いま述べたように，LYXでは，環境を別の環境で開始することが禁止されていま
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す．これを回避するために，スライド環境は『ユーザーの手引き』で述べられている
ような段落環境ではなくなっています．
スライド・オーバーレイ・注釈は「疑似環境」だとお考えください．これらは節見

出しや「キャプション」のように見えますが，実際には（必要なら前段落を終了して）
新しい段落環境を開始します．同様に，不可視文と可視文も「疑似コマンド」とお考
えください．この 2つは特定のアクションを行います．
スライド・オーバーレイ・注釈・不可視文・可視文の 5環境に共通しているのは，

長めのラベルを持つことです．このラベルに続く文章—通常は段落環境の内容になる
はずですが—は，スライド・オーバーレイ・注釈・不可視文・可視文では，まったく
意味がなく，LYXはこの部分を完全に無視します．これらの 5つの環境の内容は，完
全に空のままにしておいて構いません．
長めのラベルの後に文章を入れる必要は　・ま・っ・た・く・な・い　とはいえ，何か書いておきた

いこともあるかもしれません．たとえば，スライドの内容に関する短い説明などがそ
うでしょう．この場合，いつもどおり説明用のコメントを入力して Returnを押して
ください．

3.6.5.4 スライド・オーバーレイ・注釈で発表用のスライドを作る

スライド環境を使う もし本節が，実際のプレゼンテーションの作り方を教えてくれ
るものと期待されているとすれば，大いにがっかりされるかもしれません．当然なが
ら，プレゼンテーション用の資料を準備するうえでスライドクラスを役立てる方法を
詳しく説明はしますが，内容をどうするかはあなた次第です（そしてこれも LYXの
哲学です）．
スライド環境を選択すれば（方法は第 3.6.5.3節参照のこと），LYXは新規スライ

ドを開始します．この環境ないし「疑似環境」のラベルは，鮮やかな青で「新規スラ
イド:」と表示されます．この環境の後のテキスト環境や段落環境は，すべて新規ス
ライドに入ります．簡単ですよね．

Slidesは，おそらくLYXの中で強制的に改頁をしなくてはならない唯一のクラスで
す（これは段落レイアウトダイアログで指定できます）．実際，一つのスライドの内
容を入力し終わったら，改頁したくなるはずです．仮に一つのスライドに物理的に入
りきらない文章を入力したとすると，入りきらない部分は，次の新規スライドにまわ
されます．しかしながら，入りきらない部分のスライドにはページ番号が付きません
ので，こうするのはお勧めしません．その上，一枚に収まらないスライドでは，オー
バーレイを使用すると干渉する恐れがあります．
オーバーレイ環境と注釈環境も，スライド環境と同様の動作を示します．これら

は，青の代わりに鮮やかなマゼンタで，それぞれ「新規オーバーレイ:」ないし「新
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3.6 プレゼンテーション

規注釈:」というラベルを表示します．ラベルのフォントも，3つの環境でそれぞれ異
なるものが使用されます．
スライドと同様に，オーバーレイや注釈の内容が，一つのスライドないしページ

に物理的に収まりきらない場合には，余分は新規スライドに回されます．この場合に
は，注釈やオーバーレイの本来の目的が達せられなくなりますので，ここでもこのよ
うな状態は避けるべきでしょう．

スライドでオーバーレイを使用する オーバーレイの背後にある考え方は，別のスラ
イドの上にスライドを載せようとするものです．メインのスライドに図があるとき，
関連した文章を表示する前に，図について議論を進めたいと思うことがあるかもしれ
ません．これを行うひとつの方法は，スライドで後に表示したい部分に黒い紙の蓋を
貼り付けてしまうことですが，この方法は，たとえばグラフを他のグラフに重ねたい
場合などには，うまく行きません．この場合には，二つのグラフを揃えるために，重
ねる二つのスライドを，喋りながら手探りで揃えなくてはなりません．これらのよう
な場合には，オーバーレイ環境を使えば，もっと楽になります．
各オーバーレイは，「親」スライドのページ番号を引継ぎ，その後に「-a」を付け

加えます 12．当然のことながら，スライドとオーバーレイの内容は両方とも，1枚の
スライドに物理的に収まるようになっていなければなりません．オーバーレイはスラ
イドの「一部」であると考えるのがよいでしょう．LYXでは，オーバーレイのラベル
をスライドのラベルよりも下げることで，このことを視覚的に表しています．また，
印刷可能な出力を生成すると，オーバーレイと親スライド両方の四隅に，揃えマー
カーがあることに気づかれるはずです．これは，2枚のスライドを物理的に重ね合わ
せるための補助となるものです．

2つのスライドをオーバーレイさせる際の大きな問題は，2枚のスライドの内容を
揃えることです．2枚目のスライドのグラフには，どれだけの余白を残しておくべき
なのでしょうか？さらにややこしく，2枚目のスライドにグラフと文章を入れたいと
きに，その間に割り込んでしまうような文章がメインスライドにある場合には，どう
でしょうか？正しい寸法の垂直スペースを挿入してみることもできるでしょう．しか
し，もっと良い方法として，不可視文と可視文を使用する方法があります．
これらの名前が意味するとおり，不可視文と可視文は，それぞれ続く文章すべてを

見えなくしたり見えるようにしたりするコマンド型の段落環境です．しかしながら，
第 3.6.5.3節で述べたように，この 2つの環境の　・中　には何も置くことができません．不
可視文を作成すると，「<以下不可視文>」と書かれた水色のラベルが，ページに中央
12想像できるように，複数のオーバーレイがあれば，「-a」「-b」「-c」などが親スライドのページ番号
に付け加えられます．
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揃えで表示されます．このラベルに続く段落は，それが置かれるべきスライド（ある
いはオーバーレイ；どちらでも同じことです）部分に，代わりに空白の部分が置かれ
ます．
可視文の場合には，中央揃えのラベルは，鮮やかな緑の「<以下可視文>」となり

ます．このラベル以降の段落は，通常通りの挙動を示します．新規のスライド・オー
バーレイ・注釈を開始すると，不可視文は自動的に終了されることに注意してくださ
い．したがって，スライドの終わりでは，可視文を使用する必要はありません．
ここまでで，スライドやオーバーレイ上で不可視文と可視文を適切に使用して，ス

ライドをオーバーレイさせる方法が明らかになったことと思います．

1. メインのスライドかオーバーレイかに関わらず，スライド上に現れるすべてを
含んだスライドを作成します．

2. オーバーレイのみに表示するすべての図や段落の前に，不可視文環境を挿入し，
必要ならば，オーバーレイのみの文章の後に可視文環境を挿入します．

3. スライドの直後から，オーバーレイを開始します．

4. このスライドの内容をオーバーレイにコピーします．

5. オーバーレイ内部の不可視文行をすべて不可視文に変更し，可視文は不可視文に
変更します．

これだけです．これでオーバーレイができあがりました．
LYXスライドクラスをデザインする上で，ひとつ残された問題があります．段落途

中の文章を不可視にしたり，不可視段落の途中の文章を再度可視にしたりすることは
できないのです．これを実現するためには，LATEXコードを埋め込む必要があります
13．

スライドで註釈を使う オーバーレイと同様，注釈も「親」スライドに関連付けられ
ています．ここでも LYXスライドクラスは視覚的な効果を与えています．注釈のラ
ベルはスライドよりも短く（オーバーレイのラベルよりも長いですが），オーバーレ
イのラベルと同様，派手な赤紫色です．加えて，印刷した注釈には，「親」スライド
13このコマンドは，

• {\invisible ... }

• {\visible ... }

. . .のような形となり，TEXとしてマークする必要があります．「可視性」を変更したい文章は，波括
弧のあいだ（そして\invisibleないし\visibleコマンドの後ろ）に入れます．TEXとしてマー
クする方法がわからない場合は，ユーザーの手引きをご参照ください．
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のページ番号に「-1」「-2」「-3」等を付けたページ番号が付けられます．1つのスラ
イドには，複数の注釈を関連付けることができるので，スライドとオーバーレイと同
じように，長い注釈は，1枚の紙に収まるように分割したいと思われるに違いありま
せん．
註釈の目的は明らかです．スライドに関して付け加えたいことを書き留めておくこ

とです．特定のスライドについての覚書として使うこともできます．後者の場合には，
タイムマーカを利用したいこともあるかもしれません．現在のところ，LYXのスラ
イドクラスは，SliTEXの機能であるタイムマーカを「ネイティブには」サポートし
ていません．したがって，LATEXコードを使用することに頼らなくてはなりません．
タイムマーカを使用するには，クラスオプション「clock」を追加指定する必要が

あります（第 3.6.5.2節参照）．このオプションはタイムマーカ機能を有効にして，生
成したすべての註釈の左下にタイムマーカを表示します．タイムマーカに表示するも
のを設定するには，LATEXコマンド「\settime{}」および「\addtime{}」を使用し
ます．両コマンドは，秒で測った時間を引数にとります．「\settime{}」は，タイム
マーカを特定の時間に設定し，「\addtime{}」は，タイムマーカを指定した分だけ進
めます．このようにタイムマーカと註釈を用いれば，特定のスライドにどれだけの時
間をかけるのか忘れないでいられます．
最後に，説明しておくべき機能がもう一つあります．当然ながら，スライドとオー

バーレイはすべてスライドに，註釈はすべて普通の紙に印刷したいはずです．しかし
ながら，註釈は関連付けられた親スライドの直後に　・来・な・く・て・は・な・り・ま・せ・ん　．ユーザー
はどうしたら良いのでしょうか．
幸いなことに，どれを印刷するか選択することを可能にする LATEXコマンドが，2

種類あります．どちらも文書のプリアンブルに記述されなくてはなりません．コマン
ド「\onlyslides{\slides}」は，出力にスライドとオーバーレイのみが含まれるよ
うにするものです．同様に，「\onlynotes{\notes}」は註釈以外の出力をすべて抑制
します．私のアドバイスとしては，両コマンドをプリアンブルに書いておいて，最初
は両方ともコメントアウトしておくと良いでしょう．そうすれば，執筆時にはプレゼ
ンテーション全体をプレビューすることができます．いったん書き終えたならば，二
つのうち一方のコメントを外して，印刷したい方を選ぶことができます．私ならば，
まず\onlyslides{\slides}のコメントを外して，現ファイル名に「*-slides」を付
けた新たなファイルに出力を行ない，今度はこの行をふたたびコメントアウトすると
ともに，「\onlynotes{\notes}」のコメントを外して，これを「*-notes.ps」という
ファイルに出力します．そうすれば，必要に応じて，スライドまたは通常の紙をプリ
ンタにセットし，一方のファイルをプリンタに送ればよいのです．
「\onlyslides{}」および「\onlynotes{}」コマンドには，他の引数を与えるこ
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ともできます．詳しくは，LATEXの良書をご覧ください．

3.6.5.5 スライドクラスのひな型ファイル

スライドクラス用のひな型ファイルが提供されています．これを使用するには，新
しいプレゼンテーションを作り始める際に，ファイル ▷新規 (ひな型使用) ▷プレゼン
テーション ▷スライドメニューを選択してください．すると新規ファイルには，スラ
イド オーバーレイ 註釈の組が，例として含まれており，スライドとオーバーレ
イには，さらに不可視文と可視文の使用例も含まれています．また，プリアンブルに
は，次のように書き込まれています．

% Uncomment to print out only slides and overlays
%
%\onlyslides{\slides}

% Uncomment to print out only notes
%
%\onlynotes{\notes}

最後に，私はこの文書クラスを，LATEX 2εの組み込みクラスである「SliTEXエミュ
レーション」クラスをサポートする目的で作成しました．私も LYXチームの他のメ
ンバーも，この組み込みスライドクラスを使用することに賛成したり反対したりす
るものではありません．これは単に，ユーザーがこれを使いたかったり必要としたり
したときのためにあるものです．プレゼンテーションを作成するためには，FoilTeX
（第 3.6.2節参照）や Seminar（第 3.6.4節参照）のように，他の LATEX 2εクラスも存
在します．他にどのようなことができるのか試してみてください．

3.7 レポート
3.7.1 Report

Reportクラスは，いわばBookクラスとArticleクラスの相の子です．これはBook文
書クラスのように部・章・節を提供しますが，前付け・中付け・後付けは提供しませ
ん．またArticle文書クラスのように概要段落様式を提供し，既定では片面文書です．
また（両面モードでも），新しい章を右側ページから始めることはしません．
外部でメンテナンスされていて，LYXが公式にサポートしている Report文書クラ

スについては，コレクション (第 3.1節)に説明があります．
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• 日本語 Report (標準クラス)および日本語 Report (標準クラス：縦書き)につい
ては，第 3.1.4節を参照してください．

• KOMA-Script Reportについては，第 3.1.8節を参照してください．

• Report (フォント寸法を追加した標準クラス)については，第 3.1.2節を参照し
てください．

• ポーランド語 Report (MWシリーズ)については，第 3.1.9節を参照してくだ
さい．

3.8 台本
台本カテゴリでは，演劇や映画の台本を執筆を援助する文書クラスをまとめていま
す．このカテゴリには，講演台本のような他の台本にも開かれていますが，まだ公式
に LYXがサポートしているクラスはありません．

3.8.1 Broadway

Garst Reese文

3.8.1.1 はじめに

Broadwayは演劇を書くためのものです．書式はHollywood（第 3.8.2節参照）よりも
装飾的で，それほど標準化されていません．この書式はワークショップに向いている
でしょう．

3.8.1.2 特別な問題

Hollywoodと同様です（第 3.8.2.2節参照）．

3.8.1.3 特別の機能

話者の名前をラベルとして挿入し，名前を挿入する際には，このラベルを相互参照し
てください．相互参照ダイアログには，登場人物の現在の配役が表示されます．

3.8.1.4 用紙寸法と余白

USレター寸法で，余白は左 1.6インチ，右 0.75インチ，上 0.5インチ，下 0.75イン
チです．
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3.8.1.5 環境

以下の環境を使うことができます．右に記してあるキー割当ては，broadway.bindを
使った場合のものです．

• 標準
これは使わなくていいはずですが，他の環境が当てはまらない場合のためにこ
こに挙げておきます．

• ト書き M-z n
舞台設定と動作の説明に用います．最初に話者名をすべて大文字で書いておき
ます．

• 幕 M-z a
自動的に連番が振られます．連番は，画面上ではアラビア数字ですが，出力で
はローマ数字です．

• 幕* M-z S at
幕の副題です．単に中央揃えの文になります．

• 場面 M-z S-S
自動的に連番は振られませんので，手動で番号を付けてください．これは私が
どうすればいいか分からなかったためです．

• 幕開きに： M-z S-R
ト書きの特殊な場合で，カーテンが上がるときの舞台設定と動作を説明します．

• 話者 M-z s
話者（役者）の配役です．すべて大文字で中央揃えに置かれます．

• 括弧付き M-z p
話者への指示です．括弧は自動的に挿入されます．画面上には左括弧（のみが表
示されますが，印字出力には両方の括弧が表示されます．この環境は，対話の
中だけで使用されます．

• 対話 M-z d
話者の言う内容．

• 幕切れ M-z S-C
幕が降ります．
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• タイトル M-z S-T

• 著者 M-z S-A

• 右寄せ住所 M-z r

3.8.2 Hollywood（Hollywoodスペック・スクリプト）
Garst Reese文

3.8.2.1 はじめに

脚本を正しい書式で書くことは，ハリウッドにおける「通過儀礼」です．ハリウッド
の脚本は，読み手が内容に集中できるようにし，俳優にとっても読みやすくかつ親し
みやすいように設計されています．脚本の 1ページは，映画の１分でなければならず，
銀幕上で見えたり聞こえたりしないものは，脚本に混入してはなりません．また，全
体を通してCourier 12 ptフォントを使わなければならず，イタリック体は用いては
いけません．

3.8.2.2 特別な問題

話者の行は，文の途中で改行することは　・決・し・て　あってはなりません．もし話者行の塊
が，次頁にまたがる場合には，話者名を再度書き，その後に（Cont’d）と加えます．

3.8.2.3 特別な機能

話者名はラベルとして挿入し，話者名を挿入するには，そのラベルを相互参照してく
ださい．相互参照ダイアログは，登場人物の現在の配役を表示することになります．
これは，ト書きに話者名を挿入するのにも使用することができます．

3.8.2.4 用紙寸法と余白

USレター寸法で，左余白 1.6インチ・右余白 0.75インチ・上余白 0.5インチ・下余白
0.75インチです．

3.8.2.5 環境

以下の環境が利用可能です．右に示されているキー割当てを使用するには，holly-
wood.bindを使用してください．
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• 一般
他の環境が動作しない場合に使用しますが，これを使うことは避けるようにし
てください．

• フェイドイン: M-z S-I
通常，この後には「Sallyは目を覚ますと」のように続きます．

• 屋内: M-z i
新しい屋内（INTERIOR）カメラの設定を指定します．この後には，かならず
DAYやNIGHTなどを指定して，必要な照明を定義します．この行はすべて大
文字で書きます．

• 屋外: M-z e
屋外（EXTERIOR）カメラの設定を指定します．この行はすべて大文字で書き
ます．

• 話者 M-z s
話す役．

• 括弧付き M-z p
話者への指示．自動的に括弧 ()が挿入されます．

• 対話 M-z d
話者が話す内容．

• 画面遷移 M-z t
カメラの動きの指示．例：CUT TO:．

• フェイドアウト: M-z S-I

• 著者 M-z S-A

• タイトル M-z S-T

• 右寄せ住所 M-z r

3.8.2.6 脚本で使われる特別な用語

• (O.S) — off screen

• (V.0) — voice over
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• b.g. — background

• C.U. — close-up

• PAN — camera movement

• INSERT — cut to close-up of
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4 モジュール

4.1 特定の学術分野
4.1.1 化学：危険有害性情報・注意書き
このモジュールは，化学物質の危険有害性情報・注意書きの番号と説明文を組版する
ための，2つの差込枠と段落様式を提供します．詳細については，ファイル ▷用例を
開く ▷モジュール ▷危険有害性情報・注意書きおよびヘルプ ▷用途別説明書 ▷危険有
害性情報・注意書きをご覧ください．

4.1.2 化学：リスクと安全性に関する表示
このモジュールは，挿入 ▷特別差込枠から入力することのできるR-S番号とR-S文の
2つの差込枠と，化学物質のリスクと安全性に関する表示の番号と説明文を組版する
ための 1つの環境を提供します．

4.1.3 言語学
このモジュールは，言語学に便利な環境 (付番用例や語句注解，セマンティック・マー
クアップ，OT絵画フロート)を付け加えます．このモジュールについての情報は，ヘ
ルプ ▷用途別説明書 ▷言語学およびファイル ▷用例を開く ▷モジュール ▷言語学で入
手できます．

4.2 アクセシビリティ
4.2.1 点字
このモジュールは点字筆記をサポートし，LATEXパッケージの braille.styを必要と
します．パッケージと関連文書はCTANから入手できます．ヘルプ ▷用途別説明書 ▷

点字およびファイル ▷用例を開く ▷モジュール ▷点字をご覧ください．
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4.3 記註及び改訂
4.3.1 FiXme註釈
このモジュールは，文書改訂のための「FiXme」(余白)註釈を提供します．「FIXME
一覧」段落様式を用いれば，註釈一覧を生成することができます．これらの註釈は
LaTeXプリアンブルで設定を変更できます．CTANで入手できる fixme解説文書をご
覧ください．

註： 既定状態では，註釈は「原稿」モードでのみ表示されます (文書 ▷設定 ▷文書
クラス ▷クラスオプション ▷詳細設定で「draft」オプションを指定した時のみ)．註
釈をつねに表示するには，文書 ▷設定 ▷プリアンブルに\fxsetup{draft}と指定して
ください．

4.3.2 PDFコメント
このモジュールは，PDF出力向けに各種註釈を提供します．ヘルプ ▷用途別説明書 ▷

PDFコメントおよびファイル ▷用例を開く ▷モジュール ▷ PDFコメントをご覧くだ
さい．

4.3.3 PDFフォーム
PDFフォーム用のフィールドとボタンを提供します．hyperref解説文書およびヘルプ ▷

用途別説明書 ▷ PDFフォームおよびファイル ▷用例を開く ▷モジュール ▷ PDFフォー
ムをご覧ください．

4.3.4 ルビ (振り仮名)

このモジュールは，漢字の読み (ルビ・振り仮名)を組版する差込枠を定義します．(TeX
エンジンによって) okumacro・luatexja-ruby・rubyパッケージあるいは避難的定義
を使用します．

4.3.5 TODO註釈
このモジュールは，文書中に TODO項目を入れ込む特別差込枠を提供し，「TODO
一覧」を生成するための段落様式も提供します．文書 ▷文書クラス ▷クラスオプショ
ン ▷詳細設定に「final」を渡せば，TODO註釈は出力されません．todonotes解説文
書を参照してください．
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4.4 書誌情報

4.4 書誌情報

4.4.1 Natbibを使用したAPA様式
このモジュールは，apaciteと共に natbibを使用できるようにします (書誌情報様式
は apaciteである必要はありません— natbibと apaciteの両パッケージで動作する様
式であれば，apaciteや apacitexあるいは他の様式でも構いません)．

4.5 ボックス

4.5.1 色付き装飾ボックス
このモジュールは，tcolorboxパッケージを使って色付きボックスをサポートする特
別差込枠を追加します．詳細については，ヘルプ ▷用途別説明書 ▷色付きボックスお
よびファイル ▷用例を開く ▷モジュール ▷色付き装飾ボックス，tcolorbox解説文書を
ご覧ください．

4.5.2 画像ボックス
これは，ボックスの中身を伸縮したり回転したりする反転ボックス・寸法変更ボック
ス・回転ボックス・伸縮ボックスの各特別差込枠を提供します．
反転ボックスは，下記のように，特段の設定なく簡単に文を反転させることができ

ます．
GreatWesternRailwayグレートウェスタン鉄道

(これらの例を見るためには，Ctrl-Rを押す必要があります．)
寸法変更ボックスを使うと，文や画像の寸法を指定することができます．使用する

ことのできる単位は，em・ex・in・pt・pc・cm・mm・dd・cc・nd・nc・bp・spで
す．下記のように高さに ! を入力すると，幅の因数で寸法を指定できます．

Great Western Railway グレートウェスタン鉄道
回転ボックスを使えば，ボックスの参照点を中心に内容物を回転させることができ

ます．入れることができます．異なる原点の周りに回転させたい場合は，ボックスの
中にカーソルを置いて，挿入 ▷原点でを選択してください．originは c・l・r・b・t
あるいはこれらの組み合わせで指定できます．また，回転角度は，反時計回りの角度
で表現されます．たとえば，
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Great Weste
rn Railway グ

レー
トウ
ェス
タン
鉄道

また，下記のように，ボックスを組み合わせることも可能です．

GreatWesternRailwayグレー
トウェス

タン鉄道

伸縮ボックスは内容物を伸縮します．垂直因子を追加するには，挿入 ▷垂直因子を
選択してください．垂直因子を使わない場合には，水平因子が使われます．水平因子
と垂直因子の値が異なる場合には，下記のように歪みが生まれます．

Great Western Railway グレートウェスタン鉄道
負の水平因子は文を水平方向に逆にし，

GreatWesternRailwayグレートウェスタン鉄道
負の垂直因子は文字を垂直方向にひっくり返します．
Great Western Railway グレートウェスタン鉄道

4.5.3 節ボックス
このモジュールは，節見出し付きのボックスを定義します．主に SciPoster文書クラ
ス向けです．

4.5.4 可変幅ミニページ
このモジュールは，LATEXパッケージの varwidthを使用するミニページ (可変幅)差
込枠を挿入 ▷特別差込枠に追加します．varwidthパッケージは，幅が (指定された上
限幅を越えない限り)内容幅と同じになるような，可変幅のミニページを提供しま
す．この差込枠には 2つの非必須引数があり，カーソルをミニページの内側に置いて，
挿入 ▷垂直調整 (c|t|b)か挿入 ▷最大幅 (既定値は\linewidth)を使用します．ファイ
ル ▷用例を開く ▷モジュール ▷可変幅ミニページをご覧ください．
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4.6 修正とハック

4.6 修正とハック
4.6.1 Computer Modernフォントの修復
このモジュールは fix-cmパッケージを使用して，Computer Modernフォントの外観
を改善し，任意の寸法で使用できるようにするものです．fix-cm 解説文書を参照．

4.6.2 LATEXカーネル修正 (廃版)

このモジュールは，LATEXのいくつかのバグ修正を含む，LATEXパッケージの fixltx2e
を読み込みます．このモジュールを使って文書の処理を行うと，fixltx2eのバージョン
の違いによって，出力文書の外観が異なるもしれません．

註： 最近の LaTeXカーネルは fixltx2eの機能を取り込んでいるので (2015/01/01現
在)，新しい LaTeX頒布では，fixltx2eモジュールは遺物となっています．

4.6.3 簡素形差込枠
このモジュールは，いくつかの差込枠 (索引・派生枝・URL)を簡素形に再定義します．

4.6.4 表題とプリアンブルのハック
このモジュールは，以下の 2つの段落様式を新たに提供します．

1. プリアンブル文様式では，そこに入力されたものは全てプリアンブルにそのま
ま置かれます．これは，プリアンブルコードを LYX文書本体に置いておきたい
ときに使うことができます．

2. 表題文様式では，その中身が，LATEX文書本体の，\maketitleが現れるよりも
前の部分に置かれます．これは，表題に関連した部分に派生肢や注釈を用いた
いときに役立ちます (もしこれらを標準レイアウトにおいてしまうと，LYXがそ
の前に\maketitleを出力してしまうので，早すぎることになってしまいます)．

4.7 フロート及びキャプション
4.7.1 Algorithm2eフロート
このモジュールは，アルゴリズムフロートに，LYX固有のアルゴリズムフロートでは
なく algorithm2eパッケージを使用します．アルゴリズムを入力して字下げするには，
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アルゴリズム段落様式を使用してください．algorithm2e 解説文書を参照．

4.7.2 二言語キャプション (多言語キャプション)

このモジュールは，二言語キャプションを組むための段落様式キャプション設定を提
供します．この段落様式の中で挿入 ▷言語とすると，babel言語名を使って望む第二
言語を入力することができます．使用法について，より詳しくは，ファイル ▷用例を
開く ▷モジュール ▷多言語キャプションおよびヘルプ ▷用途別説明書 ▷多言語キャプ
ションを参照．

4.7.3 図番号を節毎に振る
このモジュールは，図番号を節の開始毎にリセットし，「図 2.1」のように節番号を図
番号の前に付します (既定では，bookおよび report文書クラスでは章ごとに番号を
振り，article文書クラスでは一続きとなります)．

4.7.4 表番号を節毎に振る
このモジュールは，表番号を節の開始毎にリセットし，「表 2.1」のように節番号を表
番号の前に付します (既定では，bookおよび report文書クラスでは章ごとに番号を
振り，article文書クラスでは一続きとなります)．

4.8 脚註及び後註
4.8.1 後註 (基本)

このモジュールは脚註差込枠に加え，後註差込枠を追加します．これは endnotesパッ
ケージを使用します．このパッケージにはいくつか制約がありますが，古いLATEX頒
布版でも動作します．後註挿入箇所に挿入 ▷特別差込枠 ▷後註を実行し，後註本体を
表示させたいところに挿入 ▷一覧/目次/参照 ▷後註として後註一覧を挿入します．ヘ
ルプ ▷埋込オブジェクト篇の第 4.2節「脚註」を参照．

4.8.2 後註 (拡張)

このモジュールは脚註差込枠に加え，後註差込枠を追加します．これは enotezパッ
ケージを使用します．このパッケージは endnotesパッケージよりも強力かつ柔軟です
が，かなり新しい LATEX頒布版 (LATEX3)を必要とします．後註挿入箇所に挿入 ▷特
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別差込枠 ▷後註を実行し，後註本体を表示させたいところに挿入 ▷一覧/目次/参照 ▷

後註として後註一覧を挿入します．ヘルプ ▷埋込オブジェクト篇の第 4.2節「脚註」
を参照．

4.8.3 脚註を後註に (基本)

このモジュールは，すべての脚註を後註にします．これは endnotesパッケージを使用
します．このパッケージにはいくつか制約がありますが，古いLATEX頒布版でも動作
します．後註本体を表示させたいところに挿入 ▷一覧/目次/参照 ▷後註として後註一
覧を挿入します．ヘルプ ▷埋込オブジェクト篇の第 4.2節「脚註」を参照．

4.8.4 脚註を後註に (拡張)

このモジュールは，すべての脚註を後註にします．これは enotezパッケージを使用
します．このパッケージは endnotesパッケージよりも強力かつ柔軟ですが，かなり
新しい LATEX頒布版 (LATEX3)を必要とします．後註本体を表示させたいところに挿
入 ▷一覧/目次/参照 ▷後註として後註一覧を挿入します．ヘルプ ▷埋込オブジェクト
篇の第 4.2節「脚註」を参照．

4.9 レジャー・スポーツ・音楽

4.9.1 チェス盤
このモジュールは，チェスゲームを印刷するために，chessboardパッケージをサポー
トします．ファイル ▷用例を開く ▷論文 ▷チェスを開くとゲーム 1とゲーム 2があり
ますので，それらと chessboard 解説文書を参照してください．

4.9.2 Lilypond記譜
このモジュールは，LilyPond楽譜エディタ用のコードを挿入 ▷特別差込枠 ▷ LilyPondに
て入力する差込枠を提供します．これは出力時に処理されます．ヘルプ ▷用途別説明
書 ▷ LilyPondおよびファイル ▷用例を開く ▷モジュール ▷ LilyPond Bookを参照．これ
は，Rnw (knitr)または Sweaveが読み込まれているときには，使用できません．
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4.10 高度な箇条書き
4.10.1 調整可能な箇条書き
このモジュールは，enumitemパッケージを読み込んで，各種箇条書きの調整を可
能にします．

4.10.1.1 調整可能な連番箇条書き

連番箇条書きの番号の振り方の既定値は，箇条書きの各階層における最初の項目に，
非必須引数を加えることで (挿入 ▷箇条書きオプション)変更することができます．そ
こに，TEXコード (ショートカット：)で

label=\roman{enumi}
というコマンドを書き加えてください．ここで，enumiは，第 1階層の連番のカウン
タです．箇条書きの下位階層の連番を変更するには，コマンド中の「i」を，階層番
号の小文字ローマ数字で置き換えてください (enumi, enumii, enumiii, enumiv)．
コマンド\romanは，このカウントを，小文字のローマ数字で出力します．大文字の
ローマ数字を使うには，上記コマンド中の\romanを\Romanに置き換えてください．
アラビア数字にするには，\arabicを使用します．項目に，大文字もしくは小文字の
ラテン文字で「連番」を付けたい場合には，それぞれ\Alphもしくは\alphを使用し
てください．
［註］連番は 1文字に限られているので，ラテン文字では 26項目までしか連番を振
ることはできません．
下記は，調整した連番箇条書きの例です．

#A# 第 1階層
A.1 第 2階層
A.2 第 2階層

1 第 3階層
i) 第 4階層

上記リストでは，以下のようなコマンドが使用されています．
label=\#\Alph{enumi}\#
label=\Alph{enumi}.\arabic{enumii}
label=\bfseries{\arabic{enumiii}}
label=\emph{\roman{enumiv})}
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4.10 高度な箇条書き

ここで，コマンド\emph{}は，ラベルを強調文字にし，\bfseries{}はボールド体に
します．

4.10.1.2 Reportにおける連番段落

1. 公的なレポートには，連番を振った段落がよく用いられます．この目的を達す
るには，第 6.3節で要約したような様々な方法があります．各コマンドの item
を enumに変えてください．

2. これらの連番を振った段落は，節の開始前に，TEXコードで
\renewcommand{\labelenumi}{\thesection.\arabic{enumi}}

と入力することで生成されます．\thesectionは，節のLATEXカウンタを使用し．
数字の最初の部分を生成するのに使われています．

3. このように連番を振った段落では，小節が使用されることはあまりないので，
この例では小節見出しは無視しました．

4.10.1.3 連番の復帰

以下のように，あいだに段落をはさんで，連番を復帰させることができます．

1. 1つめ

2. 2つめ

通常のテキスト

3. 復帰した連番

連番を復帰させるには，スタイル箇条書き (連番)-復帰を使用してください．
［註］前に復帰すべき連番がない場合には，LATEXエラーが発生します．
箇条書きの連番を復帰させる際，次の番号ではない番号に復帰させたかったり，新

しい連番を，指定した番号から始めたいことがあるかもしれません．これも，通常の
連番箇条書きの最初の項目に，非必須引数を加えることで実現できます．非必須引数
として，

start=番号
というコマンドを入力してください．ここで，「番号」は箇条書きを開始したい番

号です．例：
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4 モジュール

1. 第 1項目

2. 第 2項目

指定した番号で始める連番：

4. この連番は 4から始まります

4.10.1.4 箇条書きの余白

ときには，箇条書きの項目間の垂直方向の余白を，調整したい場合があります．例え
ば，以下の例の既定の余白が，大きすぎると感じたとしましょう．

• 標準余白の

• 記号付き箇条書き

上記箇条書きの最初の項目に，非必須引数を加えることで余白を詰めることができま
す．下記の例のように，箇条書きに追加される余白をなくすには，非必須引数にコマ
ンド nolistsepを加えます．

• 箇条書きに追加される
• 垂直余白をなくした
• 記号付き箇条書き

余白を広げるには，LATEXパッケージの enumitemで提供されている，いくつかのコ
マンドを使用することができます．詳しくは，取扱説明書 enumitem 解説文書をご覧
ください．
水平方向の余白や行頭下げを変更するためにも，多くのコマンドが使えます．下記

の例は，行頭下げを，文書中の段落の行頭下げと同じにし，ラベル分離幅を 2 cmに
して，番号がページ余白に置かれるようにしたものです．

1. 負の行頭下げを持つ

2. 連番箇条書き

4.10.1.5 さらなる調整

記述箇条書きのスタイルを変更することも可能です．コマンド
font=definition
は，記述ラベルのフォントを変更し，コマンド
style=definition
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4.11 文芸的プログラミング

は，箇条書きのスタイルを設定します．
下記は，コマンド
font=\itshape, style=nextline
を使用した例です．

電離放射線:
電離放射線は，電子を原子や分子から分離させるに十分なエネルギーを持つ，
素粒子や電磁波から成ります．

参照カウント:
コンピュータ科学において，参照カウントは，オブジェクト・メモリブロック・
ディスク容量・その他のリソースへの，参照やポインタやハンドルの数を保管
しておくための技術です．

LATEXパッケージの enumitemで提供されるコマンドや機能は，他にもたくさんあり
ます．詳細は，取扱説明書 enumitem documentationをご覧ください．

4.10.2 段落箇条書き
このモジュールは，paralistパッケージを使用し，9つの新しい箇条書き環境を提供し
ます．記号・連番箇条書きを，段落内に組版したり，独立段落や簡素形として組版し
たりすることができます．大半の環境には，ラベルを整形するためのオプションの引
数があります．さらに，LaTeX環境の記号・連番箇条書きも，同様のオプション引数
を使えるように拡張します．詳細については，ファイル ▷用例を開く ▷モジュール ▷

段落箇条書き (paralist)およびヘルプ ▷用途別説明書 ▷ Paralist，さらに paralist 解説
文書を参照してください．

4.11 文芸的プログラミング
4.11.1 Noweb

このモジュールは，Nowebを文芸的プログラミングツールとして使用することを可
能にします．Nowebのファイルと解説文書は，CTANで入手可能です．文芸的プロ
グラミングについては，第 10.10節に解説があり，ファイル ▷用例を開く ▷モジュー
ル ▷ Noweb，ファイル ▷用例を開く ▷モジュール ▷ Noweb，ファイル ▷用例を開く ▷モ
ジュール ▷ Noweb Listerrors，ファイル ▷用例を開く ▷モジュール ▷ Noweb2LyXの 3つ
の用例ファイルがあります．
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4 モジュール

4.11.2 Rnw (knitr)

このモジュールは，knitr と includernw パッケージを使用します．このモジ
ュールを機能させるには，動的レポートを生成する R の knitr パッケージを，
install.packages(’knitr’)として導入する必要があります．

註：

• これはR >= 2.14.1に依存します．詳細については http://yihui.name/knitr
をご覧ください．

• includernwパッケージも導入されていなくてはなりません．

• LilyPond Bookまたは Sweaveが読み込まれている場合には，使用できません．

情報と文芸的プログラミングについては，ヘルプ ▷用途別説明書 ▷ knitr，ファイル ▷

用例を開く ▷モジュール ▷ Rnw (knitr)および第 10.10節をご覧ください．

4.11.3 Sweave

このモジュールを使うと，統計言語 Sまたは Rを文芸的プログラミングツールとし
て使用することができるようになります．includernwおよび fancyvrbパッケージが必
要です．includernwと fancyvrbはともにCTANから入手できます．LilyPond Bookが
読み込まれている場合には，使用できません．情報と文芸的プログラミングについて
は，ヘルプ ▷用途別説明書 ▷ Sweave，ファイル ▷用例を開く ▷モジュール ▷ Sweaveお
よび第 10.10節をご覧ください．

4.12 数式
4.12.1 AMS定理
このモジュールは，拡張AMS機構を使う定理環境と証明環境を定義します．連番付
きと連番なしの両方の型が提供されます．既定では，定理は文書を通じて連番が付
されます．これは，AMS定理 (. . .毎. . .連番)モジュールのうちの一つを読み込むこ
とによって変更することができます．標準定理モジュールや標準定理 (連番なし)モ
ジュールが読み込まれているときには，使用することができません．
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4.12 数式

4.12.2 AMS定理 (拡張)

このモジュールは，AMS定理パッケージを使う定理環境をいくつか追加定義します
(AMS定理モジュールは読み込まれていなくてはなりません)．これには，基準・アル
ゴリズム・公理・条件・註釈・記法・要約・結論・事実・仮定・場合・問題が，連番
ありと連番なしの両方の形で含まれています．

4.12.3 AMS定理 (拡張・章毎に種類別連番)

このモジュールは，AMS定理 (章毎に種類別連番)モジュールを使う定理環境をいく
つか追加定義します (AMS定理 (章毎に種類別連番)モジュールは読み込まれていな
くてはなりません)．中には，基準・アルゴリズム・公理・条件・註釈・記法・要約・
結論・仮定・場合が，連番ありと連番なしの両方の形で含まれています．AMS定理
(拡張)モジュールとは異なり，このモジュールでは定理の種類毎に別々のカウンタを
有し，章毎にリセットされます (例：基準 1→基準 2→公理 3→仮定 4→. . .ではなく，
基準 1.1→基準 1.2→公理 1.1→仮定 1.1→#基準 2.1→基準 2.2→公理 2.1→. . .とな
ります)．

4.12.4 AMS定理 (拡張・種類別連番)

このモジュールは，AMS定理 (種類別連番)パッケージを使う定理環境をいくつか追
加定義します (AMS定理 (種類別連番)モジュールは読み込まれていなくてはなりま
せん)．中には，基準・アルゴリズム・公理・条件・註釈・記法・要約・結論・事実・
仮定・場合が，連番ありと連番なしの両方の形で含まれています．AMS定理 (拡張)
モジュールとは異なり，このモジュールでは定理の種類毎に別々のカウンタを有しま
す (例：基準 1→基準 2→公理 3→仮定 4→. . .ではなく，基準 1→基準 2→公理 1→
仮定 1→基準 3→. . .となります)．

4.12.5 AMS定理 (章毎に種類別連番)

このモジュールは，拡張AMS機構を使う定理環境と証明環境を定義します．連番付
きと連番なしの両方の型が提供されます．AMS定理モジュールとは異なり，ここに含
まれる定理型は，種類毎に別々のカウンタを有します (例：定理 1→定理 2→補題 3→
命題 4→. . .ではなく，定理 1.1→定理 1.2→補題 1.1→命題 1.1→定理 1.3→補題 1.2
→. . .となります)．連番は章毎にリセットされます (定理 1.1→定理 2.1→...)．AMS
定理や標準定理，標準定理 (種類別連番)，標準定理 (連番なし)の各モジュールが読
み込まれているときには，使用することができません．
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4.12.6 AMS定理 (種類別連番)

このモジュールは，拡張AMS機構を使う定理環境と証明環境を定義します．連番付
きと連番なしの両方の型が提供されます．AMS定理モジュールとは異なり，このモ
ジュールでは定理の種類毎に別々のカウンタを有します (例：定理 1→定理 2→補題
3→命題 4→. . .ではなく，定理 1→定理 2→補題 1→命題 1→定理 3→補題 2→. . .と
なります)．連番の及ぶ範囲は文書全体です．章毎または節毎の連番をお望みであれ
ば，「章毎に. . .連番」または「節毎に. . .連番」とあるモジュールを選択してください．
AMS定理や標準定理，標準定理 (種類別連番)，標準定理 (連番なし)の各モジュール
が読み込まれているときには，使用することができません．

4.12.7 数式番号を節毎に振る
このモジュールを使うと，数式番号が節の開始毎にリセットされ，数式番号の前に
「(2.1)」のように節番号が付きます．

4.12.8 標準定理
このモジュールは，非 AMSクラス用にいくつか定理環境を定義します．既定では，
定理は文書を通じて連番が付されます．これは，標準定理 (...連番)モジュールのう
ちの一つを読み込むことによって変更することができます．AMS定理や標準定理 (連
番なし)のモジュールが読み込まれているときには，使用することができません．

4.12.9 標準定理 (命名可)

このモジュールは，定理名付き定理を使用できるようにします．定理名は挿入 ▷定理
見出し文で入れることができます．

4.12.10 標準定理 (章毎連番)

このモジュールは，定理などを章ごとに付番します (つまり章が始まるときにカウン
タがリセットされます)．このモジュールは，章環境を提供するレイアウトとのみ使
用してください．AMS定理 (種類別連番)または標準定理モジュールのどちらかが読
み込まれていなくてはなりません．標準定理 (節毎連番)のモジュールが読み込まれ
ているときには，使用することができません．
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4.12.11 標準定理 (節毎連番)

このモジュールは，定理などを節ごとに付番します (つまり節が始まるときにカウン
タがリセットされます)．AMS定理 (種類別連番)または標準定理モジュールのどちら
かが読み込まれていなくてはなりません．標準定理 (章毎連番)のモジュールが読み
込まれているときには，使用することができません．

4.12.12 標準定理 (章毎に種類別連番)

このモジュールは，非AMSクラス用にいくつか定理環境を定義します．AMS定理モ
ジュールや標準定理モジュールとは違って，このモジュールでは定理の種類毎に別々
のカウンタが設定されています (例：定理 1→定理 2→補題 3→命題 4→定理 5→補題
6. . .のようにはならないで，定理 1→定理 2→補題 1→命題 1→定理 3→補題 2. . .の
ように進行します)．連番は，章の開始時にリセットされます．AMS定理 (種類別連
番)または標準定理 (種類別連番)モジュールのどちらかが読み込まれていなくてはな
りません．AMS定理や標準定理，標準定理 (連番なし)，標準定理 (節毎連番)，標準
定理 (節毎に種類別連番)の各モジュールが読み込まれているときには，使用するこ
とができません．

4.12.13 標準定理 (節毎に種類別連番)

このモジュールは，非AMSクラス用にいくつか定理環境を定義します．AMS定理モ
ジュールや標準定理モジュールとは違って，このモジュールでは定理の種類毎に別々
のカウンタが設定されています (例：定理 1→定理 2→補題 3→命題 4→. . .のよう
にはならないで，定理 1→定理 2→補題 1→命題 1→定理 3→補題 2→. . .のように
進行します)．連番は，節の開始時にリセットされます．AMS定理 (種類別連番)また
は標準定理 (種類別連番)モジュールのどちらかが読み込まれていなくてはなりませ
ん．AMS定理や標準定理，標準定理 (連番なし)，標準定理 (章毎連番)，標準定理 (章
毎に種類別連番)の各モジュールが読み込まれているときには，使用することができ
ません．

4.12.14 標準定理 (種類別連番)

このモジュールは，非AMSクラス用にいくつか定理環境を定義します．AMS定理モ
ジュールや標準定理モジュールとは違って，このモジュールでは定理の種類毎に別々
のカウンタが設定されています (例：定理 1→定理 2→補題 3→命題 4→. . .のように
はならないで，定理 1→定理 2→補題 1→命題 1→定理 3→補題 2→. . .のように進
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行します)．連番の及ぶ範囲は文書全体です．章毎または節毎の連番をお望みであれ
ば，「章毎に. . .連番」または「節毎に. . .連番」とあるモジュールを選択してください．
AMS定理や標準定理，標準定理 (連番なし)，AMS定理 (種類別連番)の各モジュール
が読み込まれているときには，使用することができません．

4.12.15 標準定理 (連番なし)

このモジュールは，拡張AMS機構を用いる，番号なし定理環境と証明環境のみ定義
します．AMS定理 (種類別連番)または標準定理モジュールのどちらかが読み込まれ
ていなくてはなりません．

4.12.16 数式群 (subequations)

このモジュールは，LyX中で数式群をまとめる直感的な方法を提供します．ヘルプ ▷

数式 ▷細目番号をご覧ください．

4.13 ページレイアウト

4.13.1 ヘッダ・フッタ文の設定
このモジュールは，文書 ▷設定ページ ▷ページレイアウトダイアログのページ様式オ
プションを fancyに設定する必要があります．これは，fancyhdrパッケージをサポー
トする文書クラスに以下の 6つの環境を追加します．

• 左ヘッダ

• 中央ヘッダ

• 右ヘッダ

• 左フッタ

• 中央フッタ

• 右フッタ
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4.13 ページレイアウト

4.13.1.1 装飾的なヘッダ・フッタ

既定のページレイアウトは，どちらかといえば素っ気ないものです．Article (標準ク
ラス) 文書クラスの場合には，ページの下の真ん中にページ番号がつくだけです．こ
の取扱説明書はKOMA-Script Bookクラスなので，すこしは凝ってますが，文書 ▷設
定ページ ▷ページレイアウトダイアログのページ様式オプションを「fancy」に設定
すれば，ページへッダが「左」「中央」「右」と命名された 3つのフィールドに分割
されます．フッタも同様に 3つのフィールドに分割されます．これらのフィールドを
もっとも簡単に設定する LATEXコマンドは，\lhead・\chead・\rhead・\lfootなど
です．かりに，各ページの左上端に自分の名前を入れたいものとしましょう．次のよ
うなコマンドをプリアンブルに入れるだけです．

\lhead{物書 はじめ}

これで自分の名前が左上に現れます．フィールドに取り除きたい既定の内容がある
場合（往々にして中央のフッタにはページ番号が入ります）には，空の引数を持つコ
マンドを入れるだけです．すなわち，

\cfoot{}
とします．
しかしながら，ちょっとした変更を加えるのにもっと簡単な方法があります．文書 ▷

設定 ▷モジュール ▷ページレイアウト ▷ヘッダ・フッタ文の設定モジュールを読み込
めば，上記の 6つのフィールドに対応する新しい環境が 6つ加えられます．
もっと美しくしてみましょう．節番号を「第. .節」という言葉といっしょに（第 3

節のように）左上に入れ，ページ番号を（4ページのように）右上に，自分の名前を
左下に，日付を右下に入れます．新しく使えるようにした環境を使って，以下の項目
を加えてください．

左ヘッダ：第\thesection 節
中央ヘッダ：
右ヘッダ：\thepage ページ
左フッタ：物書 はじめ
中央フッタ：
右フッタ：\today

\thesection・\thepage・\todayの各コマンドは，TEXコードのコマンドとして入
力するようにしてください．コマンド\thesectionと\thepageは，それぞれ LATEX
の節カウンタおよびページカウンタを取得するもので，これによって現在の節番号と
ページ番号を印字します．\todayは，今日の日付を印字するものです．
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へッダ下またはフッタ上に描かれる罫線の太さも変更することができます．もし罫
線が必要なければ，太さを 0にしてください．ヘッダ罫線は，既定では 0.4ptの太さ
であり，フッタ罫線は 0ptです．太さを変更するには，

\renewcommand{\headrulewidth}{0.4pt}や
\renewcommand{\footrulewidth}{0.4pt}のようなコマンドを使用してください．
\thispagestyle{empty}・\thispagestyle{plain}・\thispagestyle{fancy}の

ようなコマンドを使えば，各ページごとにへッダ・フッタ設定を有効にしたり無効に
したりすることができます．設定を変更したいページに，これらのコマンドを TEX
コードとして挿入してください．実は，タイトルページは，その後のページは大域的
に装飾的 (fancy)に設定されていれば装飾的 (fancy)になるにもかかわらず，既定で
プレーン (plain)になるように設定されているのです．
ヘッダやフッタを両面文書の外側にしたいときには，

\fancyfoot{}
\fancyfoot[LE,RO]{\thepage}

のようにします．最初のコマンドは，新しいコマンドと干渉するのを避けるために，
既存のフッタをすべて消去しています．
これらのコマンドは，簡単なものは上記で新しく作った環境の中に，複雑なもの

はTEXコードコマンドとして，文書中の任意の場所に入れることができ，その次の
ページから効力を持ちます．
最後の例として，へッダやフッタに画像を挿入できることを取り上げましょう．会

社のロゴをページ左上に入れたいものとします．たとえば，文書 ▷設定 ▷ LaTeXプリ
アンブルに

\lhead{\resizebox{1in}{!}{\includegraphics{logo.png}}}

と書けば，これを実現できます（文書中に他に画像を挿入していない場合には，\usep-
ackage{graphics}をプリアンブルに宣言する必要があります）．
詳しい解説は，CTANにある fancyhdrの解説文書を参照してください．

4.13.2 文中横向き部分
このモジュールは，挿入 ▷特別差込枠 ▷横向きか挿入 ▷特別差込枠 ▷横向き (フロー
ト)を使って，文書の一部を横向きにします．
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4.13.3 多段組
このモジュールは，multicolパッケージを使用するもので，文書 ▷設定 ▷本文レイ
アウトにある二段組文書とは別の機能です．文書全体に二段組を行いたい場合には，
二段組文書オプションを利用することをお勧めします．それ以外の場合には，本モ
ジュールをご使用ください．
多段組中の脚注は，ページ下部に置かれ，各段の下ごとには置かれません．フロー

トに関して，編集 ▷フロート設定で段をまたぐオプションを有効にする必要があると
いう制限がある他は，各段において通常の使用をすることができます．

4.13.3.1 基本

文章中で二段組を使用したい場合には，段組を始める場所で挿入 ▷特別差込枠 ▷多段
組メニューを使用して，多段組差込枠を挿入してください．二段組で印字されるべ
き文章は，全てこの差込枠の中に書いてください．
下記はその用例です．

The Adventure of the Empty House
by Sir Arthur Conan Doyle

It was in the spring of the year 1894 that
all London was interested, and the fashion-
able world dismayed, by the murder of the
Honourable Ronald Adair under most un-
usual and inexplicable circumstances. The
public has already learned those particulars
of the crime which came out in the police in-
vestigation, but a good deal was suppressed
upon that occasion, since the case for the
prosecution was so overwhelmingly strong
that it was not necessary to bring forward
all the facts. Only now, at the end of nearly
ten years, am I allowed to supply those miss-
ing links which make up the whole of that
remarkable chain. The crime was of inter-
est in itself, but that interest was as noth-

ing to me compared to the inconceivable se-
quel, which afforded me the greatest shock
and surprise of any event in my adventur-
ous life. Even now, after this long inter-
val, I find myself thrilling as I think of it,
and feeling once more that sudden flood of
joy, amazement, and incredulity which ut-
terly submerged my mind. Let me say to
that public, which has shown some interest
in those glimpses which I have occasionally
given them of the thoughts and actions of a
very remarkable man, that they are not to
blame me if I have not shared my knowledge
with them, for I should have considered it
my first duty to do so, had I not been barred
by a positive prohibition from his own lips,
which was only withdrawn upon the third of
last month.

三段以上にするには，カーソルを多段組差込枠の内部において，挿入 ▷段数メニュー
を使用してください．この差込枠の中に，欲しい段数を書き入れます（三段組の場合
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には「3」と書きます）．
下記は三段組の例です．

It can be imagined that

my close intimacy with Sher-

lock Holmes had interested me

deeply in crime, and that after

his disappearance I never failed

to read with care the various

problems which came before the

public. And I even attempted,

more than once, for my own

private satisfaction, to employ

his methods in their solution,

though with indifferent success.

There was none, however, which

appealed to me like this tragedy

of Ronald Adair. As I read the

evidence at the inquest, which

led up to a verdict of will-

ful murder against some person

or persons unknown, I realized

more clearly than I had ever

done the loss which the commu-

nity had sustained by the death

of Sherlock Holmes. There were

points about this strange busi-

ness which would, I was sure,

have specially appealed to him,

and the efforts of the police

would have been supplemented,

or more probably anticipated,

by the trained observation and

the alert mind of the first crimi-

nal agent in Europe. All day, as

I drove upon my round, I turned

over the case in my mind and

found no explanation which ap-

peared to me to be adequate.

At the risk of telling a twice-

told tale, I will recapitulate the

facts as they were known to the

public at the conclusion of the

inquest.

お望みならば 10段組まで組むことができますが，文書の読者にとっては，あまり
気持ちのいいものではないでしょう．
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4.13.3.2 段組中の段組

また，段中に段を組むこともできます．

The Honourable Ronald Adair was the second
son of the Earl of Maynooth, at that time gov-
ernor of one of the Australian colonies. Adair’s
mother had returned from Australia to undergo
the operation for cataract, and she, her son
Ronald, and her daughter Hilda were living to-
gether at 427 Park Lane.

The youth moved

in the best society –

had, so far as was

known, no enemies and

no particular vices. He

had been engaged to

Miss Edith Woodley,

of Carstairs, but the

engagement had been

broken off by mutual

consent some months

before, and there was

no sign that it had left

any very profound feel-

ing behind it. For the

rest {sic} the man’s life

moved in a narrow and

conventional circle, for

his habits were quiet

and his nature unemo-

tional. Yet it was upon

this easy-going young

aristocrat that death

came, in most strange

and unexpected form,

between the hours of

ten and eleven-twenty

on the night of March

30, 1894.

Ronald Adair was fond of cards – playing con-
tinually, but never for such stakes as would hurt
him. He was a member of the Baldwin, the
Cavendish, and the Bagatelle card clubs. It was
shown that, after dinner on the day of his death,
he had played a rubber of whist at the latter club.
He had also played there in the afternoon. The
evidence of those who had played with him – Mr.
Murray, Sir John Hardy, and Colonel Moran –
showed that the game was whist, and that there
was a fairly equal fall of the cards. Adair might
have lost five pounds, but not more. His fortune
was a considerable one, and such a loss could
not in any way affect him. He had played nearly
every day at one club or other, but he was a cau-
tious player, and usually rose a winner. It came
out in evidence that, in partnership with Colonel
Moran, he had actually won as much as four hun-
dred and twenty pounds in a sitting, some weeks
before, from Godfrey Milner and Lord Balmoral.
So much for his recent history as it came out at
the inquest.

4.13.3.3 応用例

本節の用例は，多段組のさらに特別な機能を示すためのものです．
多段組機能についてさらに知りたい場合には，LATEXパッケージ multicol解説文

書をご覧ください．

序文 多段組に序文を追記するには，カーソルを多段組差込枠内部に置き，挿入 ▷序
文メニューを使用してください．序文は，この差込枠内に書いてください．
序文のある文章の例を掲げます．
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And the story continues and continues and continues and continues. . .

On the evening of the crime, he returned
from the club exactly at ten. His mother and
sister were out spending the evening with
a relation. The servant deposed that she
heard him enter the front room on the sec-
ond floor, generally used as his sitting-room.
She had lit a fire there, and as it smoked
she had opened the window. No sound was
heard from the room until eleven-twenty, the
hour of the return of Lady Maynooth and

her daughter. Desiring to say good-night,
she attempted to enter her son’s room. The
door was locked on the inside, and no an-
swer could be got to their cries and knock-
ing. Help was obtained, and the door forced.
The unfortunate young man was found lying
near the table. His head had been horribly
mutilated by an expanding revolver bullet,
but no weapon of any sort was to be found
in the room.

最初のTEXコードの後に，節宣言コマンドをTEXコードとして使用すれば，節見
出しを前書きとして使用することができます．例えば，

\subsection{小節見出し}
というコマンドは，小節を生成します．以下の例では，前書きが小々節になってい

ます．

4.13.3.4 これは序文の小々節見出しです

A minute examination of the circumstances
served only to make the case more complex.
In the first place, no reason could be given
why the young man should have fastened the
door upon the inside. There was the possi-
bility that the murderer had done this, and
had afterwards escaped by the window. The
drop was at least twenty feet, however, and
a bed of crocuses in full bloom lay beneath.
Neither the flowers nor the earth showed any
sign of having been disturbed, nor were there
any marks upon the narrow strip of grass

which separated the house from the road.
Apparently, therefore, it was the young man
himself who had fastened the door. But how
did he come by his death? No one could
have climbed up to the window without leav-
ing traces. Suppose a man had fired through
the window, he would indeed be a remark-
able shot who could with a revolver inflict so
deadly a wound. Again, Park Lane is a fre-
quented thoroughfare; there is a cab stand
within a hundred yards of the house. No one
had heard a shot.

多段組を開始する部分に，必要とされる 6行を確保出来るだけの垂直スペースが
ページに残されていない場合，多段組の前に改行が挿入されます．前書きの行数如何
では，この必要行数を変更したいかもしれません．これは，カーソルを多段組差込枠
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内部の（もしあれば）序文の後に置き，挿入 ▷改頁前の余白メニューを使用すること
で設定できます．この差込枠に，余白の大きさを「5cm」などと書き込んでください．
以下の例では，7\baselineskipを用いて，必要行数を 7行に指定しています（コ

マンド\baselineskipはTEXコードとして入力する必要があります）．

On the evening of the crime, he returned
from the club exactly at ten. His mother and
sister were out spending the evening with
a relation. The servant deposed that she
heard him enter the front room on the sec-
ond floor, generally used as his sitting-room.
She had lit a fire there, and as it smoked
she had opened the window. No sound was
heard from the room until eleven-twenty, the
hour of the return of Lady Maynooth and

her daughter. Desiring to say good-night,
she attempted to enter her son’s room. The
door was locked on the inside, and no an-
swer could be got to their cries and knock-
ing. Help was obtained, and the door forced.
The unfortunate young man was found lying
near the table. His head had been horribly
mutilated by an expanding revolver bullet,
but no weapon of any sort was to be found
in the room.

周囲の余白 多段組の前後の余白は，長さ\multicolsepを変えることで変更するこ
とができます．例えば，TEXコードで書かれたコマンド

\setlength{\multicolsep}{3cm}

は，その値を 3 cmに変更します．この変更は，多段組が始まる前に指定しなくては
なりません．既定値は 13 ptです．
以下の例では，\multicolsepは 2.5 cmに指定されています．

All day I turned these facts over in my
mind, endeavouring to hit upon some the-
ory which could reconcile them all, and to
find that line of least resistance which my
poor friend had declared to be the starting-
point of every investigation. I confess that I
made little progress. In the evening I strolled
across the Park, and found myself about six

o’clock at the Oxford Street end of Park
Lane. A group of loafers upon the pave-
ments, all staring up at a particular window,
directed me to the house which I had come to
see. A tall, thin man with coloured glasses,
whom I strongly suspected of being a plain-
clothes detective, was pointing out some the-
ory of his own, while the others crowded
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round to listen to what he said. I got as near
him as I could, but his observations seemed
to me to be absurd, so I withdrew again in
some disgust. As I did so I struck against an

elderly, deformed man, who had been behind
me, and I knocked down several books which
he was carrying.

［註］\setlengthで指定した値は，再度変更されるまでは，以降のすべての多段
組で使用されます．

改段 改段は，文章中の階段を行いたい位置に，TEX コードで，コマン
ド\columnbreak{}を挿入すれば，強制的に行うことができます．ただし，多く
の場合，文章中に空白が挿入されることに注意してください．
以下が用例です．

“You’re surprised to see me, sir,” said he,
in a strange, croaking voice.

I acknowledged that I was.
“Well, I’ve a conscience, sir, and when I

chanced to see you go into this house, as I
came hobbling after you, I thought to myself,
I’ll just step in and see that kind gentleman,
and tell him that if I was a bit gruff in my
manner there was not any harm meant, and
that I am much obliged to him for picking
up my books.”

“You make too much of a trifle,” said
I. “May I ask how you knew who I was?”
AFTER THIS SENTENCE THE COLUMN
BREAK IS FORCED.

“Well, sir, if it isn’t too great a liberty,
I am a neighbour of yours, for you’ll find
my little bookshop at the corner of Church
Street, and very happy to see you, I am
sure. Maybe you collect yourself, sir. Here’s
British Birds, and Catullus, and The
Holy War – a bargain, every one of them.
With five volumes you could just fill that gap
on that second shelf. It looks untidy, does it
not, sir?”

段間隔 段幅は自動的に計算されますが，段の間の余白は指定することができます．
これは，長さ\columnsepを変更することで実現できます．既定値は 10 ptです．以下
は\columnsepを 3 cmに設定した例です．
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My observations of No. 427 Park
Lane did little to clear up the prob-
lem in which I was interested. The
house was separated from the street
by a low wall and railing, the whole
not more than five feet high. It was
perfectly easy, therefore, for anyone
to get into the garden, but the win-
dow was entirely inaccessible, since
there was no water pipe or anything
which could help the most active
man to climb it. More puzzled than

ever, I retraced my steps to Kens-
ington. I had not been in my study
five minutes when the maid entered
to say that a person desired to see
me. To my astonishment it was none
other than my strange old book col-
lector, his sharp, wizened face peer-
ing out from a frame of white hair,
and his precious volumes, a dozen of
them at least, wedged under his right
arm.

垂直線 段間には，長さ\columnsepruleの幅を持つ罫線が描かれます．罫線幅を0 pt
にすると（これが既定値です），罫線は出力されません．以下の例では，段を分かつ
線は 2 pt幅に設定されています．

“You’re surprised to see me, sir,” said he,
in a strange, croaking voice.

I acknowledged that I was.

“Well, I’ve a conscience, sir, and when I
chanced to see you go into this house, as I
came hobbling after you, I thought to myself,
I’ll just step in and see that kind gentleman,
and tell him that if I was a bit gruff in my
manner there was not any harm meant, and
that I am much obliged to him for picking
up my books.”

“You make too much of a trifle,” said I.
“May I ask how you knew who I was?”

“Well, sir, if it isn’t too great a liberty,
I am a neighbour of yours, for you’ll find
my little bookshop at the corner of Church
Street, and very happy to see you, I am
sure. Maybe you collect yourself, sir. Here’s
British Birds, and Catullus, and The
Holy War – a bargain, every one of them.
With five volumes you could just fill that gap
on that second shelf. It looks untidy, does it
not, sir?”

罫線は，コマンド\columnseprulecolorを再定義すれば，着色することができま
す．これは，多段組差込枠の前に TEXコードで以下のコマンドを挿入すれば，実現
できます．

\renewcommand{\columnseprulecolor}{\color{red}}

このコマンド中の\redをお好みの色に変更してください．既定色とユーザー定義色
の全てを使用することができます．既定色とユーザー定義色についての詳細な情報
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は，取扱説明書『埋込オブジェクト篇』の「色付き表」の節をご覧ください．既定色
に戻すには，以下のコマンドを挿入してください．

\renewcommand{\columnseprulecolor}{\normalcolor}

以下は，シアン色の罫線と 1 cmの段間隔を持つ例です．

“You’re surprised to see me, sir,” said
he, in a strange, croaking voice.

I acknowledged that I was.
“Well, I’ve a conscience, sir, and when

I chanced to see you go into this house,
as I came hobbling after you, I thought to
myself, I’ll just step in and see that kind
gentleman, and tell him that if I was a bit
gruff in my manner there was not any harm
meant, and that I am much obliged to him
for picking up my books.”

“You make too much of a trifle,” said I.

“May I ask how you knew who I was?”
“Well, sir, if it isn’t too great a lib-

erty, I am a neighbour of yours, for you’ll
find my little bookshop at the corner of
Church Street, and very happy to see you,
I am sure. Maybe you collect yourself,
sir. Here’s British Birds, and Catul-
lus, and The Holy War – a bargain, ev-
ery one of them. With five volumes you
could just fill that gap on that second shelf.
It looks untidy, does it not, sir?”

4.14 段落様式
4.14.1 任意の段落形
LATEXは，他のテキストプロセッサと同様に，既定で長方形の段落を使用します．し
かし，例えば，ポスターや招待状，詩などの特殊な場合には，段落の形を好きなよ
うに変えることができます．このモジュールは，shapeparパッケージを使用して，1
ダースを超える段落形を提供するだけでなく，好みの形を定義するコマンドを提供し
ます．

4.14.1.1 既定の形

shapeparパッケージは，以下の形を提供しています．

名称 説明 備考

CDlabel
丸い穴の開いたドーナツ型
（CD/DVD大）

伸縮不可．多くの文字を入れ
られないことに注意．
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名称 説明 備考

Circle 円 脆弱．計算に失敗することも．

Diamond
菱形（シンボル的に “diamond”
と表記） -

Heart ハート型 -

Hexagon 六角形 -

Nut
ナット型（丸い穴の開いた六角
形） -

Square 正方形 -

Star 五芒星 -

Candle 燃えるろうそく -

Drop
down/up

雫型/逆雫型 脆弱．計算に失敗することも．

TEX TEXロゴ -

Triangle
up/down/
left/right

各方向の三角形 -

段落に形を適用するには，LYXツールバー中の環境プルダウンボックスから形を
選んでください．
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以下は，ナット型の段落の例です．

Lorem ipsum dolor sit amet,
consetetur sadipscing elitr, sed

diam nonumy eirmod tempor invidunt
ut labore et dolore magna aliquyam erat,

sed diam volup- tua. At vero eos
et accusam et justo duo do-

lores et ea re- bum. Stet clita
kasd gubergren, no sea takimata

sanctus est Lo- rem ipsum do-
lor sit amet. Lo- rem ipsum dolor

sit amet, consetetur sadipscing elitr, sed
diam nonumy eirmod tempor invidunt

ut labore et dolore magna aliquyam
erat, sed diam voluptua.

［註］shapepar段落は改頁にまたがることはできません．

shapeparは，段落中にどれだけ文章が含まれようとも，常に形を維持しようとし
ます．したがって，段落の大きさは，含まれている文章量によって変化しますので，
段落の大きさがページ余白にはみ出してしまうことがあります．寸法が伸縮すること
を示すために，文章量を二倍にした例を見てみましょう．
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Lorem ipsum dolor sit amet, consetetur
sadipscing elitr, sed diam nonumy eirmod

tempor invidunt ut labore et dolore magna ali-
quyam erat, sed diam voluptua. At vero eos et ac-

cusam et justo duo dolores et ea rebum. Stet clita kasd
gubergren, no sea takima- ta sanctus est Lorem ipsum

dolor sit amet. Lorem ipsum dolor sit amet,
consetetur sadipscing elitr, sed diam nonu-

my eirmod tempor in- vidunt ut labore et
dolore magna aliquyam erat, sed diam volup-
tua. Lorem ipsum do- lor sit amet, consete-

tur sadipscing elitr, sed diam nonumy eir-
mod tempor invidunt ut labore et dolore

magna aliquyam erat, sed diam voluptua. At
vero eos et accusam et ju- sto duo dolores et ea rebum.

Stet clita kasd gubergren, no sea takimata sanctus est
Lorem ipsum dolor sit amet. Lorem ipsum dolor sit

amet, consetetur sadipscing elitr, sed diam nonu-
my eirmod tempor invidunt ut labore et dolore

magna aliquyam erat, sed diam voluptua.

ただし，CDlabel形は例外です．これは，CD/DVDの寸法に収まらなくてはならな
いので，伸縮しません．したがって，形に収まる文章量は限られています．

drop形と circle形は脆弱で，文章量によっては寸法計算が失敗する可能性がありま
す．この場合，“Arithmetic overflow”という LATEXエラーが発生します．この時は，
文章の一部を追加したり削除したりするか，どれもうまくいかなければ別の形を使用
してください．
先端のある形では，先端部の文字列で，LATEXのハイフネーションルーチンが失敗

することがあります．したがって，この部分の文章には，ハイフネーション位置（）
を指定することが往々にして必要になります．

Shapepar段落は，常に中央揃えか，左の縁が左ページ余白に接するように配置さ
れます．したがって，これらの段落を揃えるのに段落ダイアログを使用することはで
きません．解決方法としては，段落をミニページか parboxの中において，このボッ
クスを揃えることです．ここでの問題は，ボックスの正しい幅を見出すことです．も
しボックスの幅が広すぎれば，ボックスを中央揃えにしたとしても，ボックスの左側
が付いてしまうので中央揃えになりません．そこで，正しい幅を見出すまでは，若干
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4 モジュール

試行錯誤しなくてはならないかもしれません．以下は，二つのハート形の段落です．
一つ目は揃え指定がなく，二つ目は右揃えにしてあります．
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4.14 段落様式

Lorem ip- sum dolor
sit amet, conse- tetur sadipscing

elitr, sed diam nonumy eirmod tempor
invidunt ut labore et dolore magna ali-
quyam erat, sed diam voluptua. At vero
eos et accusam et justo duo dolores et

ea rebum. Stet clita kasd guber-
gren, no sea takimata sanctus

est Lorem ipsum do-
lor sit amet.

♡

Lorem ip- sum dolor
sit amet, conse- tetur sadipscing

elitr, sed diam nonumy eirmod tempor
invidunt ut labore et dolore magna ali-
quyam erat, sed diam voluptua. At vero
eos et accusam et justo duo dolores et

ea rebum. Stet clita kasd guber-
gren, no sea takimata sanctus

est Lorem ipsum do-
lor sit amet.

♡

4.14.1.2 任意の形

ユーザーは，どのような形であれ，定義することができます．これを手動で行うのは，
全ての座標を指定しなくてはならないので，かなりの労力を必要とします．しかし，
以下のように，コンピューターに座標を計算させる方法もあります．

1. プログラム Jpgfdrawを導入します．

2. Jpgfdraw内で，TeX/LaTeX ▷ Settings ▷ Set Normal Sizeメニューで文書中で使用
しているフォント寸法を選択します．例えば，この文書は 12 ptを使用してい
ます．

3. 形を描きます．
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4 モジュール

4. TeX/LaTeX ▷ Shapeparメニューを使用して，形の座標をエクスポートします．現
れるダイアログで，形の外枠を座標に使うか，パス自体を使うかを指定します．
1

座標はTEXファイルに書き込まれます．これを LYX文書で使用するには，
1. 段落の最初の文字の前（もしくは空の段落内）にカーソルを置きます．

2. LYXの挿入 ▷ファイル ▷子文書メニューでファイルを選択し，取り込みの型と
して Inputを選択してください．

［註］変更した形は，現在の段落にのみ適用されます．次の段落では全て通常に戻
ります．したがって，段落定義ファイルは，形を変えたい段落全てで読み込まれなく
てはなりません．

以下の用例をご覧ください．

Lorem ipsum dolor sit amet, consetetur sadipscing elitr,
sed diam nonumy eirmod tempor invidunt ut
labore et dolore magna aliquyam erat, sed
diam voluptua. At ve- ro eos et accusam
et justo duo dolores et ea rebum. Stet
clita kasd gubergren, no sea takimata
sanctus est Lorem ipsum dolor sit
amet. Lorem ipsum dolor sit amet,
consetetur sadipscing elitr, sed diam
nonumy eirmod tempor invidunt ut labore
et dolore magna aliquyam erat, sed diam voluptua.

【ヒント】Jpgfdrawで複雑な形を描く場合，まず形を好きなプログラムで描き，出
来上がった画像を Jpgfdrawに読み込む方法があります．この場合，画像の外枠に沿っ
て，直線またはスプラインを描くだけですみます．

任意の段落形モジュールは，shapeparと Shapeparの二つのコマンドも提供してい
て，任意の形を座標毎に定義するのに使用することができます．2これらのスタイル
がどのように使われていて，どのような設定ができるのかについての詳しい情報は，
shapeparパッケージの解説文書をご覧ください．

1詳細については，http://www.dickimaw-books.com/apps/jpgfdraw/manual/shapepar.htmlを参照
してください．

2これらのコマンドは，上述の全ての形で内部的に使用されています．
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4.15 テキストマークアップ

4.14.2 ぶら下げ段落
このモジュールは，ぶら下げ段落様式，すなわち段落の第 1行以外はすべて字下げす
る段落様式を追加します．これは，LYX文書中には反映しない可能性もあります
が，出力には反映されます．

4.14.3 頭文字 (ドロップキャップ)

このモジュールは，ドロップキャピタル段落様式である頭文字段落環境を追加し
ます．これを用いれば，望む場所をドロップキャピタルにすることができま

す．すると，挿入メニューに以下の 3つの項目が追加されます．

頭文字 ドロップキャピタル用の差込枠

頭文字の残り ドロップキャピタル化する単語の残り部分

オプション ドロップキャピタルの整形オプション

様式の見た目を調整するには，ヘルプ ▷埋込オブジェクト篇 ▷本文回り込みオ
ブジェクト ▷頭文字を参照してください．

4.15 テキストマークアップ
4.15.1 ハイフネート可能なテキストマークアップ（Soul）
このモジュールは，soulパッケージを使って，ハイライトしたり均等配置したり，打
消線や下線を引いたり，大文字化/スモールキャップ化したりするための文辞様式を
定義します．
文辞特性ダイアログで提供されるマークアップと違い，soulでマークアップされる

単語はハイフネートされます．soul 解説文書を参照してください．

4.15.2 論理マークアップ
このモジュールは，論理マークアップ用にいくつかの文字様式 (名詞・強調・ストロ
ング・コード)を定義します．これらは，編集 ▷特別文辞様式でアクセスできます．
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5 書誌情報
BibTEXあるいはBiblatexの基本的な使用法は，『ユーザーの手引き』の「文献データ
ベース」の節に説明があります．以下の各小節では，LYXでサポートされている書誌
情報の特別な機能について説明することとします．

5.1 他の引用様式
標準のBibTEXは，引用された著作を参照するのに，（[12]のように）数字を使用しま
す．しかし，多くの科学分野で，これとは異なる引用様式が用いられています．もっ
ともよく見られるのは，著者-出版年様式（例：Knuth 1984a）です．LYXは，この様
式を提供する 3つのパッケージ biblatex・natbib・jurabibをサポートしています．
これらのパッケージには，それぞれ長所短所がありますが，ここでは詳細に立ち入る
紙幅がありません．単純な著者-出版年様式（あるいは著者-番号）様式が欲しい場合
や，無数にある natbib用スタイルファイルのうちどれかを使用したい場合には，定
評のある natbibパッケージがおそらくよい選択でしょう．法学でよく用いられる引
用様式を探している場合には，jurabibパッケージの利用を考えるとよいかもしれま
せん．整形を完全に制御したい場合や，ibidem・脚註引用・タイトル全引用・400 BC
などの）複雑な日時形式・英語以外への完全な現地語化のような複雑な機能を使用し
たい場合には，機能面で他のパッケージを凌駕している biblatexをぜひとも考える
べきでしょう．ただし，同時に biblatexはたいへん重く，リソース消費量も多いこ
とに注意してください．

LYXでの各パッケージの取扱い方は，ほぼ同じです．文書 ▷設定メニューを開き，
書誌情報項目の様式整形子において基本 (BibTeX)・Biblatex・Biblatex (Natbibモー
ド)・Natbib (BibTeX)・Jurabib (BibTeX)のいずれかを選択してください（各選択肢に
ついての詳細は，ユーザーの手引きの第 6.5.3節を参照のこと）．これらのパッケー
ジによって，引用ダイアログに機能が追加され，参照の様式が選択できるようになり
ます（「Knuth 1984」，「Knuth (1984)」，「Knuth, 1984」，「1984」など）．各パッケー
ジは，専用にデザインされたスタイルファイルを必要とすることに注意してくださ
い．これらは全てそれ自身のスタイルファイルを同梱していますが，他にもたくさん
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5 書誌情報

の追加されたスタイルファイルがありますし，natbibに至っては，対話的なスタイ
ルファイルビルダーさえ存在します 1．

5.2 区分された書誌情報
場合によっては，書誌情報をいくつかの節に分ける必要があることがあります．たと
えば，あなたが歴史家であるとすれば，出典と学術文献を分ける機能は，おそらく
「必需品」でさえあります．残念ながら，BibTEX自身ではこのようなことができま
せん．しかし，適切な LATEXパッケージの助けを借りると，BibTEXをこのような必
要性を満たすように拡張することができます．

LYXは，このようなパッケージの一つである bibtopic2をそのままでサポートし
ます．このパッケージの長所は，（multibibのような他のパッケージと比較すると）
新規の引用コマンドを定義する必要がないことです．そのかわりに，書誌情報の違う
節には，その節向けの項目を収録した別の文献データベースを用意する必要がありま
す．たとえば，書誌情報を「出典」の節と「学術文献」の節に分けたい場合には，そ
れぞれの文献データベース，たとえば souces.bibと scientific.bibとを作成する
必要があります．
文書 ▷設定を開いて書誌情報の下の区分された書誌情報をチェックしてください．す

ると，書誌情報の各節に一つずつ，複数の書誌情報を挿入することができます．上記の
例では，BibTEX書誌情報sources.bibと二つめの文献データベースscientific.bib
を挿入します．各節に同じスタイルを用いるか異なるスタイルを用いるかは自由です．
くわえて，書誌情報の節に，指定したデータベースの「引用されたすべての参照」を
載せる（これが既定です）か，「引用されなかったすべての参照」を載せるか，ある
いは「すべての参照」を載せるかを選択することができます．これは，もし書誌情報
を「本文に引用された出典」・「本文に引用されていない出典」・「学術文献」の三つの
節に分割したい場合に，便利でありましょう．各節の見出しは，通常の節や小節とし
て入れることができます．bibtopicは，書誌情報用の見出しを取り除いてしまいま
すので，手動でこれを追加しなくてはなりません（たとえば章*や節*などをお使いく
ださい）．

Biblatexの場合には，手順が多少異なります．bibtopicは Biblatexでは動作しま
せんので，Biblatex使用中は前述の区分された書誌情報オプションは無効になります．
しかしながら，Biblatexは区分された書誌情報を生成する独自の方法を提供していま
す．書誌情報項目の keywords項目オプションにキーワードを書き込み，書誌情報セ

1ftp://ctan.tug.org/tex-archive/macros/latex/contrib/custom-bib/をご参照ください．
2ftp://ctan.tug.org/tex-archive/macros/latex/contrib/bibtopic/から入手可能です．
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5.3 複数の書誌情報

クションをキーワードでフィルターに掛けることもできますし（Biblatexが生成し
た書誌情報ボタンを右クリックすると開くダイアログで，オプションフィールドに
keyword=指定キーワードと書き込みます），あるいは，上述のオプションフィール
ドに，例えば type=bookや nottype=collectionと入力することで，（bookや article
などの）項目型によりフィルターを掛けることもできます．あるいは，各項目を割り
当てるための，いわゆる「書誌情報カテゴリ」を作ることもできます．詳細について
は，Biblatex取扱説明書の「区分された書誌情報」の節をご参照ください．

5.3 複数の書誌情報
各部・章・節・小節・子文書ごとの書誌情報など，複数の書誌情報もLYXではサポー
トされています．これを有効にするためには，文書 ▷設定 ▷書誌情報を開き，複数の
書誌情報コンボボックスで必要な単位（「節毎」など）を選択してください．それか
ら，執筆中文書の（節などの）各単位に，Bib(la)TEX書誌情報を加えてください．出
力時に，現在の単位に含まれる文献参照のみが含まれた，分割された書誌情報が生成
されます．

BibTEXを使用する場合には，複数の書誌情報を生成するのに，chapterbibパッ
ケージか bibtopicパッケージが使用されます．「子文書毎」を選択し，区分された
書誌情報にチェックを入れない場合には，前者のパッケージが使用されますが，その
他の場合には，すべて bibtopicパッケージが使用されます 3．bibtopicパッケー
ジが使用される場合，LYXは特定の単位を生成するために，その単位を bibtopic
の\begin{btUnit}と\end{btUnit}で囲みます．このアプローチには，いくつかの制
限があることに注意してください．まず，全ての文献参照はいずれかの btUnitの中
になくてはなりません．そのため，定義された単位の外にある引用（たとえば「節
毎」を使用した場合の，第 1節の前）は，「???」と表示されてしまいます．（このよう
な制限を回避するなどのため）\begin{btUnit}と\end{btUnit}を TEXコードで入
力して，自前の単位を生成することもできます．ただし，btUnitは入れ子にするこ
とができないことに注意してください．第二の制限は，bibtopicは，引用のないも
のも含めて，つねに書誌情報データベースの参照すべてを保持してしまうということ
です．これにより奇妙なラベルが付されることがあります（例えば，データベース中
にMillerという著者の 2014年の著作が 2つあり，その 1つだけが引用されている場
合，ラベルは「Miller 2014b」などとなってしまいます）．

Biblatex を使用する場合には，refsectionオプションが代わりに使用されます．
3別のアプローチとして，もし TEXコードを使っても良いという気があるならば（第 2.3節参照），

bibunitsパッケージを使用する方法があります．
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特定の単位が必要な時には，それらの開始時に TEX コードで\newrefsection ま
たは\newrefsegmentと書きます．単位の終了箇所も制御したい場合には，代わり
に\begin{refsection} . . . \end{refsection}環境を使ってください．ただし，
refsection関連は入れ子にできないことに注意してください．現行単位毎の書誌
情報に加えて，Biblatexはすべての書誌情報を，後で一箇所（例えば文末）に出力す
る簡単な方法も提供しています．そのためには，Bib(la)TeX差込枠ダイアログの内
容コンボボックスで「文献参照単位全て」を選択してください．この話題についての
詳細は，Biblatexの取扱説明書を参照してください．
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6 ブリット

Allan Rae文

6.1 はじめに

LYXには，ブリットの形が 216個準備されていて，簡単なダイアログから呼び出すこ
とができます．このダイアログを使えば，箇条書き (記号)の各階層で使うブリット
の形を変更することができます．この設定は文書全体に共通なので，段落ごとに別の
ブリットを指定することはできません 1．

6.2 外見

メニュー項目の文書 ▷設定を選択してダイアログを開き，ブリットタブを選択して
ください．
このダイアログは，ブリット形の一覧表を提示します．表左のボタン列で，6つの

各ブリット形パネルを切り替えることができます．上部のボタン列では，変更するブ
リット階層を選択できます．
任意のブリットを選択すると，表下のテキスト入力欄が有効となり，そこにブリッ

トの形の LATEX表記を入力することができます．このテキストを変更すると，同時
に，必要となるパッケージを LATEXプリアンブルで指定する必要があります．

6つのパネルは，それぞれが必要とするパッケージによって分類されています．下
記は，フォント名と LATEXパッケージの対応表です．

1正確には可能ですが，手動で行う必要があります．
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フォント 必要とするパッケージ
標準 LATEX本体
数式 amssymb.sty

絵文字 1 pifont.sty

絵文字 2 pifont.sty

絵文字 3 pifont.sty

絵文字 4 pifont.sty

LYXは，ユーザーが導入されていないパッケージのブリットを使用したとしても，
警告を発しません．ファイルを閲覧したり印刷したりしようとしたときに LATEXエ
ラーが出るようならば，パッケージが導入されていない可能性が大です 2．

6.3 使用法
変更したいブリット階層を選んで，ブリット形と寸法を選択してください．何らかの
変更を加えたとしても，LYX上には反映されませんが，文書の表示を行えば確認され
ます．
ブリット形は，適切な階層のブリットボタンをマウスで右クリックすれば，簡単に

既定値に初期化することができます．
もし　・本・当・に　段落ごとに異なるブリットの形を使いたいならば，TEXコードを使って

少し手を汚す必要があります．この場合も，ブリット選択ダイアログを使えば，さま
ざまな形の LaTeXコードを確認することができるので手助けとなるでしょう．任意
に設定した段落をつくるには，以下のような選択肢があります．

♯ 特定の階層の新しいブリット形を指定するには，LATEXコマンド\renewcommand{}{}を
使用します．あとで現在のブリット形に戻すことができるように，現在のブ
リット形を保存しておく必要もあります．ここで使っている箇条書きでは，第
1階層のブリットを変更するために，以下の LATEXコードが使用されています．

\let\savelabelitemi=\labelitemi
\renewcommand\labelitemi[0]{\small\(\sharp\)}

♯ 箇条書き (記号)の階層は，\labelitemコマンドの一部にローマ数字で指定さ
れていることに注意してください．

2LYXが，パッケージがなくてもブリットを使用することを許すのは，編集をここで行ったとしても，
別のところへエクスポートする可能性があるからです．
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6.3 使用法

⋆ 各項目のブリットを指定するには，TEXコードとして入力したブリット形を，行
頭に「ユーザ設定」項目差込枠（挿入 ▷ユーザ設定項目）に入れて挿入してく
ださい．たとえば，この項目の行頭には，\(\star\)が指定されています．

文書全体で使用するブリット形が有効であるようにするために，labelitemを元の
設定に戻す必要があります．そのためには，以下のようにします．

\renewcommand\labelitemi[0]{\savelabelitemi}
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7 補完ツール

7.1 複合文書
7.1.1 一般的な操作
たくさんの節を含んだ大きなファイルで作業をする場合，文書をいくつかのファイル
に分割した方が往々にして便利ですし，場合によっては，表部分にはしょっちゅう変更
が加えられるけれども，その前の文章はつねに同じであるようなケースもあるでしょ
う．このような場合には，複合文書を利用することを，まずご検討ください．たとえ
ば，科学論文は通常，導入部・所見・結果・議論・結論の五つの節から成ります．これ
ら各節を別々のLYXファイルにして，タイトル・著者・概要・書誌情報等と，これら
五つのインクルード 1ファイルを持つ，もう一つ別の「マスター」ファイルを作成す
るようにすることができます．これらの各ファイルは，単にマスターファイルにイン
クルードされるだけでなく，単独でも出力したり印刷したりすることのできる完全な
LYXファイルであるように注意することが重要です．しかも，これらの各ファイルは，
同じ文書クラスでなくてはなりません．articleクラスと bookクラスを混在させるよ
うなことはなさらないでください．LATEXファイルをインクルードすることもできま
すが，このファイルにはプリアンブルがあってはなりません（\begin{document}行
とその前のすべて，および\end{document}行は削除しておかなければなりません）．
さもないと，DVIファイルを作成する際にエラーが発生するでしょう．

LYXでは，挿入 ▷ファイル ▷子文書で簡単にファイルをインクルードすることがで
きます．このメニューを選んでクリックすると，カーソルの現在位置に小さな枠が挿
入されます．この枠をクリックすると，ダイアログが現れるので，そこでインクルー
ドするファイルとインクルード方法を選択することができます．
ファイル選択ボックスは，いまや自明でしょう．インクルード方法には，「include」・

「input」・「verbatim」の三つがあります．「include」と「input」は多くの点で類似し
ていますが，いくつかの大きな違いがあります．

1（訳註）「取り込む」の意です．原語「include」に対する訳語として，プログラミング用語の「イ
ンクルードする」以外に適語がないので，ここではプログラミング用語をそのまま使用します．
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1. 「include」されたファイルは新規頁から組版されるのに対し，「input」された
ファイルは現在のページから組版されます．

2. 「include」されたファイルは，それら自身がさらに他のファイル（「孫ファイ
ル」）を「include」することはできません．一方で，「input」は無限に下層 input
を持つことができます．

3. 「include」は選ばれた「include」ファイルの出力しか許しませんが，実際の
（ページ割りなどの）カウンタや参照は保持されます（詳細については埋込オ
ブジェクト説明書の子文書の節を参照のこと）．したがって，子文書にアウト
ソースされた章については「include」が好まれる方式ですが，任意のファイル
継承がある場合には「input」の方が良いでしょう．

「verbatim」インクルードファイルでは，ファイルの内容がそのまま（つまり
「verbatim」モードで）固定幅タイプライタフォントで組版されます．通常，こ
のファイルの空白は，通常の LYXでの空白の取扱いとは違って，連続した複数の空
白がそのまま出力されるものの，単なる見えない空白です．ただし，出力の空白に印
付けをするチェックボックスを有効にすると，空白が存在することを明確にするため
に空白の印が出力されます．
一般的に，親ファイルは，組版前に完全なLATEXファイルに変換されますが，イン

クルードされるファイルはプリアンブル情報を全く持たないLATEXファイルに変換さ
れます．

7.1.2 ファイル間の相互参照
この節の内容は，すでに古くなっています．既定のマスター文書についてと，マ
スターが開いているときに子文書をどう開くかについて記述する必要があります．
[[要修正]]

異なるファイル間に相互参照を設定することも可能です．まず，すべての関係する
ファイルを開いてください．例として，2つのファイルを扱う場合を考え，各ファイ
ルをA・Bと呼びます．BがAにインクルードされるファイルだとします．Aにラベ
ルを入れて，Bで参照したいとしましょう．文書Bで相互参照ダイアログを開いて，
使用する「バッファ」を選んでください．
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7.1.3 すべての子文書での書誌情報
子文書を使って作業する場合，全体の書誌情報を文末に一つだけ置きたいのだけれど
も，子文書単独で出力する時に限り，子文書分を抽出した書誌情報が付けられるよう
にしたいことがあります．以下にその方法を説明します．
親文書には，全体の書誌情報が出力されるべき場所（親ファイルでも子ファイルで

も）に，書誌情報差込枠を挿入するだけです．書誌情報差込枠を親ファイルに置いた
場合，文献参照はすべての子文書に継承されるので，各子文書の引用ダイアログで使
用できるようになります．
子文書限定の書誌情報については，子文書内の，子文書が独立にコンパイルされ

た時に書誌情報が出力されるべき場所に，書誌情報差込枠を挿入します．その際，こ
の差込枠を，たとえば「子文書のみ」などと名付けた派生枝の中に置く（挿入 ▷派生
枝 ▷新規派生枝を挿入...）のが肝要です．そして，子文書の中でこの派生枝を有効に
し（文書 ▷設定... ▷派生枝）親文書で無効にします（文書 ▷設定... ▷派生枝）．こうす
ることで，子文書中の書誌情報は，親文書中では無視され，子文書中では有効になり
ます．
複数の書誌情報が必要な場合（親文書中でも子文書ごとに書誌情報を出力するな

ど）は，第 5.3節を参照してください．

7.2 LYX書庫
しばしばユーザーは，出版社に送ったり，共著者とやりとりするために，LYXファイ
ルを，その依存する全画像（及び他のファイル）と「同梱」する必要に迫られること
があります．LYXには，この過程を自動化するPythonスクリプト（lyxpak.py）が含
まれています．これを使うには，zipfile pythonモジュールまたは tarfile python
モジュールが，システムに導入済みであることが必要です．既定設定では，Unix系
システムでは，gzip圧縮 tarファイル形式が優先され，Windowsでは zip形式が優
先されます．

LYXの環境構成時には，「LYX書庫」を書き出すことができるようにスクリプトが
準備され，ファイル ▷書き出しの下で利用可能となります．
ツール ▷設定 ▷ファイル処理 ▷変換子の LYX->LYX書庫変換子に，-tスイッチや-z

スイッチを加えることで，プラットホームとは独立に，tar形式や zip形式を強制
することができます（スイッチは，スクリプト名の前ではなく，後ろに加えてくだ
さい）．
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8 LYXとインターネット網

LYXは，これまでも長い間，HTMLを始めとするウェブフレンドリーな文書諸形式
への書き出しをサポートしてきました．しかしながら，第 2.0版以前では，HTML
への書き出しは，常に外部変換子を用いることで実現されていました 1．これらは 2
つのグループに大別できます．1つは，htlatex・html2latex・plastexのように，
LATEXを中間形式として用い，その LATEXを生成するのに LYXを用いるもの．2つめ
は，eLYXerのように，直接 LYXファイルに働きかける変換子です．これらは，それ
ぞれに長所・短所を有しています．

LATEXベースの変換子は，原則として，LATEXが書きだす文書についてのすべてを
知っているという長所があります．この種の変換子は，例えば，特定のコードのくだ
りが，LYXによって生成されたのか，TEXコードで書かれたのかについては気にし
ません．これらの変換子は，auxファイルやカウンタや参照を取り扱うことができ，
BibTEXが生成する bblファイルも利用することがよくあります．一方で，LATEXは
解析の非常に難しい言語であり—TEX自身だけがTEXを理解することができると言
われたりすることがあります—，LATEXベースの変換子は，非常に簡単な文法に見え
るものでさえ飲み込めず，複雑なものになると全く歯が立たないこともあります．例
えば，この現行を書いている時点では，取扱説明書『埋込オブジェクト篇』は，他の
変換子では書き出しができるのに，htlatexでは行うことができません．他には，数
式をどう取り扱うかという問題があります．これらの変換子の典型的なものは，数式
を小さな画像に変換して，HTML文書からこれらの画像へのリンクを張ります．こ
れらの画像は，実は LATEXによって生成されているので，正確です．しかしながら，
これらはうまく伸縮できないので，実際の文書の中で表現されるように—フォント寸
が凡そ正しくなるように—見せようとすると，大変な苦労を伴います．

Alex Fernandezの eLYXerhttp://pinchito.es/elyxer/）は，これらの問題の一部を解
決します．特に，これは数式を画像に変換するのではなく，HTMLとCSSを組み合
わせて数式を生成するので，生成される数式は完璧な大きさに伸縮されて表示され
ます．しかしながら，ちょっとだけ複雑な数式でさえ，htlatexよりも質が落ちます．

1LYXで外部変換子を使うことについての詳細は，取扱説明書『カスタマイズ篇』の「変換子」の節
をご覧ください．
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8 LYXとインターネット網

これはHTMLの限界を示しています 2．さらに重要なことは（少なくとも第 1.1.1版
においては），eLYXerは数式マクロを一部しかサポートしておらず，ユーザ定義の段
落様式や文字様式をサポートしていません．これらの制約によって，LYXユーザが
生成する文書の多くにとっては，eLYXerは不向きなものになっています．もちろん，
原理的に，これらの問題を解決することもできたのですが，LYX開発陣は別の方法を
採ることとし，LYXが LATEXやDocBook，平文を書き出すことができるのと同様に，
LYX自身にXHTMLを書きだす能力を身につけさせることとしたのです．
この原稿執筆時点では，XHTML出力は開発途上であり，おそらく「実験的」機能

として解されるべきでしょう 3．それでもこのアプローチは，他の 2つの方法よりも，
潜在的な利点がいくつもあるので，開発陣はこの方法を選択したのです．
これらの利点は，主に，XHTML出力ルーチンが LYXの一部となっているため，

LYXが出力する文書について LYXが関知しているところのものは，すべて知り得る
というところから来ています 4．つまり，XHTML出力ルーチンは，（文書構造に表
示されるような形での）目次や，それぞれの段落様式に関連付けられたカウンタや，
ユーザ定義の様式についても知っているのです．XHTML出力ルーチンは，国際化に
ついて LYXが関知しているものも知っているので，ちょうどその時に有効になって
いる言語に依存して，「Chapter 1」と出力されたり，「Kapitel 1」と出力されたりする
のです．
汎く一般的に，出力ルーチンは，LYXが文書レイアウトについて関知しているも

のは知っており，したがって，文書が画面上にどのように描画されるかも知っていま
す．文書をXHTMLに出力するときには，この情報を利用します．特に，LYXは，文
書を画面上に描画するときに使用するレイアウト情報に対応したCSSスタイル情報
を自動的に生成します．もし節見出しが，LYX中でサンセリフ体かつボールド体であ
るとすると，（既定では）ウェブブラウザに表示した時にも，サンセリフでボールド
になります．これは，節のような定義済み様式だけでなく，ユーザ定義のものも含め
て，すべての様式でそうです．実際，XHTML出力ルーチンは，ユーザ定義の段落・
文字様式と，LYX自身の定義済み様式とを区別しません．どちらの場合も，LYXが
様式について関知しているところのものは，全てレイアウトファイルに含まれていま
す．これは，脚注のような定義済み差込枠や，各種ユーザ設定差込枠でもそうです．

2とはいえ，eLYXerでは，数式用に jsMathとMathJaxを使用することもできます．ただし，この設
定はグローバルにしか設定することができず，バックエンドで実行させるサーバへのアクセスが利
用できる必要があります．

3LYXソースツリーもしくはオンラインでのアクセスにある development/HTML/HTML.notesファイ
ルには，通常，XHTML出力の現状についての最新の情報が収録されています．バグ追跡ページに
ある XHTML関連バグ一覧も参照のこと．

4他には，これらのルーチンが LYX内部にあるため，LYXファイル形式や既存の差込枠の文法に変更
があっても，影響を受けずに済むという利点もあります．
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8.1 XHTMLにおける数式出力

結果として，XHTML出力は，レイアウトファイルやモジュールを通して，LATEX
出力と全く同じように，ユーザが設定したり拡張したりすることができるのです．詳
細については，取扱説明書『カスタマイズ篇』の第 5章をごらんください．
本章の残りでは，XHTML出力についての，さらに詳細な情報について取り扱い，

その制約や，制約の回避の仕方を取り扱います．

8.1 XHTMLにおける数式出力
LYXでは，数式描画に 4つの方法を選択できます．以下に示すように，それぞれに利
点と欠点があります．

• MathML
MathMLは，ウェブ上で数学を用いるために，特にデザインされたXMLの一
方言であり，これをサポートするブラウザ上では，通常，特に美しい表現が得
られます．欠点は，すべてのブラウザがMathMLをサポートしているわけでは
ないという事と，FirefoxのようなGeckoベースのブラウザでも，サポートが完
璧ではないという事です．
例えば，数式が xymatrixパッケージを使用していたり，TEXコードを使用し
ているなどで，もしLYXが数式をMathMLとして描画できないとすると，LYX
は数式を代わりに画像として出力します．

• HTML
前述のとおり，elyxerは，数式をCSSで装飾したHTMLとして出力します 5．
簡単な数式では，これは非常にうまく行きますが，少し複雑な数式になると，
elyxerは歯が立たなくなります．それでも，この方法は非常に広くサポートさ
れているという利点があり，かなり簡単な数式を少しだけ含んでいるような文
書に適しているでしょう．
例えば，数式が xymatrixパッケージを使用していたり，TEXコードを使用し
ているなどで，もし LYXが数式をHTMLとして描画できないとすると，LYX
は数式を代わりに画像として出力します．

• 画像
htlatexのように，LYXは数式を画像としても出力できます．この画像は，実
は，自動プレビューで使用されているものと全く同じです 6．この方法の利点
は，画像が他ならぬ LATEXによって生成されているので，非常に正確であるこ

5LYXは，elyxerからの HTML出力のために，CSSの一部を拝借しています．
6ただし，画像を出力に使うために，自動プレビューを入にしておく必要はありません．
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とです．欠点は，前述したとおり，画像がビットマップなので，伸縮が全くう
まく行かなかったり，コピーが出来なかったりといったことがあります．
画像の寸法は，文書 ▷設定 ▷形式の「数式画像の伸縮」パラメータを変更する
ことで制御できます 7．
もし LYXが，何らかの理由によって数式の画像を生成できない（例えば，必要
なLATEXパッケージが導入済みでないなど）ときは，回避策として，生のLATEX
を出力します．

• LATEX
最後に，LYXは，数式をLATEXとしても出力することができます．この方法は，
最終手段としての出力方法である一方で，HTML文書に埋め込まれたLATEXを
描画するのに JavaScriptを使用する，jsMathのようなツールとともに使用する
こともできます．LYXは，jsMathで必要とされているのと同じように，LATEX
部分を，span（行内数式用）または div（別行立て数式用）に class=’math’
を指定したもので，包んで出力します．

これらの出力方法のいずれかを文書 ▷設定 ▷形式で選択しなくてはなりません．既定
では，LYXはMathMLで出力を行います．これは，文書全体に適用される設定とな
ります．
最後に，LYXでは，例えば，MathMLではあまりうまく出力されないような差込

枠に対して，別の出力方法を選択できる選択肢が用意されています 8．

8.2 書誌情報と引用
XHTML出力は，書誌情報と引用を完全にサポートしています．
引用ラベルは，LYX画面上のラベルを生成するのと同じ機構で生成されているの

で，出力中のラベルは，LYX中の外見と同質またはそれよりも上質な仕上がりとなっ
ています．連番引用を使用している場合には，LYXは，画面上で表示されるような各
カッコに囲まれた引用キーを単純に表示するのではなく，[1]や [17]などの連番ラベ
ルを出力します．著者-出版年形式の引用を使用している場合で，同じ著者-出版年の
組み合わせが複数ある場合，LYXは，BibTEXが行うように出版年に小文字を付しま
す．ラベルは，書誌情報項目とともに印字されます．現在のところ，角括弧を丸括弧
に変更するなど，ラベルの外見を変更する手段はありませんのでご注意ください．

7必要な方のために述べておくと，これは，画像の解像度を dpi（1インチあたりドット数）で制御す
るためのもので，75dpiを基準としています．

8その他にも，LYXは，差込枠に TEXコードが含まれていると画像出力に回帰するので，数式中に
a = bのような無害な TEXコードを挿入することによって，画像出力を強制することができます．
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8.3 索引

書誌情報出力は，引用ダイアログで文献情報表示を取り扱うのと同じ機構で取り扱
われているので，XHTML出力は，引用ダイアログで特定の文献項目を表示させた時
のものに非常によく似ています．整形の仕方は，レイアウトファイルや望ましくはモ
ジュールでカスタマイズすることができます．詳細については，取扱説明書『カスタ
マイズ篇』をご覧ください．
現在のところ，主だった瑕疵は，相互参照された情報が，関連した項目の全てに印

字されてしまうことです．つまり，以下のような表示が為されます．

Jason Stanley, “Context and Logical Form”, in Language in Context: Se-
lected Essays (Oxford: Oxford University Press, 2007), pp. 30–68.

Jason Stanley, “Semantics in Context”, in Language in Context: Selected
Essays (Oxford: Oxford University Press, 2007), pp. 201–30.

これは，遠くないうちに修正されるでしょう．
現在のところ，節ごとの書誌情報出力はサポートされていません．複数の書誌情報

がある場合には，LYXは同じ情報を繰り返し出力してしまいます．

8.3 索引
LYXは，索引をXHTMLとして書きだすことができますが，現在のところ，若干の
制約があります．
索引の書き出しは，ユーザーの手引きの索引の節に書かれているような手の込ん

だ方法を使おうとしないほうが，信頼性が保てます 9．当該節の小節見出しに沿って，
それらがどう処理されるかを説明しましょう．

• 索引項目のグループ化（下層項目）: LYXはこれらをサポートしようと努めて
いますが，項目は「 ! 」（感嘆符の周りに空白）で分離しなくてはなりません．
これは，そうしないと数式などで使われているエスケープされた感嘆符をチェッ
クするのが非常に難しくなるからです．

• ページ範囲: ページ範囲については，XHTMLでは意味がないので，全くサポー
トされません．その代わりに，引用項目のはじめと終わりの頁それぞれに，2
つの索引項目が得られるだけです．

9ここでの主な問題は，これらの操作の際に，LYX自身は何もしていないという点です．つまり，生
の LATEXで入力しなくてはならないようなものをそのまま入力しているのです．
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8 LYXとインターネット網

• 相互参照: 相互参照のサポートはありません．LYXが「|see. . .」という下だり
を持つ項目を検出すると，その部分はただ無視されて，残りの部分が通常の索
引項目だとみなされます．

• 索引項目の整序: LYXは整序順の変更をサポートします．LYXは，最初に検出
した「@」の前の部分を取り出して，それを整序に用い，最初の「@」の後の部
分を実際の項目として取り出します．現在のところ，LYXはエスケープされた
「@」を取り扱わないので，電子メールアドレスを索引に使わないでください．

• 索引項目のレイアウト: 項目は，テキスト様式ダイアログを使うなり，LYX内
で使用可能な方法を用いることで，索引項目を成形することができます．「項目
|textbf」のような文法はサポートされません．LYXは，項目内にパイプ記号「|」
を検出すると，パイプ記号とその後に続くものすべてを削除してしまいます．

• 複数の索引: 複数の索引はサポートされていません．すべての項目は，ひとつの
大きな索引として印字されます．索引が何度も印字されることを防ぐため，中
心となる索引だけを印字しますので，その索引は必ず置くようにしてください．

8.4 記号一覧および用語集
現在のところ，用語集のサポートはありません．この機能の追加は，比較的容易だと
思われますので，あなたの貢献をお待ちしております．
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9 DocBook出力
LYXは，HTML以外にDocBook XMLで書かれた文書を生成することができます．第
2.3版以前では，DocBook文書 (第 4版のみ)を生成するのに限られたひな型しか使え
ませんでした．LYX第 2.4版からは，ほとんどのLYXレイアウトが，有効なDocBook
文書 (第 5版のみ)を生成することができます．この機能は LYXに組み込まれ，外部
ツールを使用する必要はありません．
結果として，DocBook出力は，レイアウトファイルとモジュールを通じて，LATEX

出力とまったく同じように調整し拡張することができます．詳細については，取扱説
明書『カスタマイズ篇』第 5章を参照してください．
数式出力のような，ほとんどの LYXの機能はDocBookでサポートされています．

• 数式出力は，ほとんどMathMLで処理されます (主要な例外にはLYXでサポー
トされない構成物，すなわちERTがあります)．すべての数式は raw TEXとし
てDocBook出力に渡し，さらなる処理に回すこともできます．

• 書誌情報と引用は，外部BibTeXファイルの使用を含めて実装されています．文
献項目は，詳細な情報がわかるとき表示はされませんが，標準的なDocBook構
成物として出力はされます．項目の表示は，外部DocBookプロセッサが行うも
のと想定されています．

• 索引は，複数索引を含めてサポートされています．グループ化 (!使用)・ページ
範囲・相互参照 (|see)は，エスケープすることも含めてサポートされています．
項目順序 (@)やレイアウト (|mathbf)はサポートされていません．索引項目の
エスケープはサポートされていません．

• 用語集は実装されています．

以下の 2つの主要パラメーターを文書レベルで設定することができます．

• 表の形式：LYXは，ユーザーの要請に応じて，表をHTML（既定値）もしくは
CALSとして生成することができます．ほとんどのDocBookプロセッサは，両
方の形式を受け付けます．
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• MathMLプレフィックス：DocBookでは，HTMLと違って，MathMLが自身
のネームスペース内に包摂されています．すなわち，MathML標準に従うタグ
を示さなくてはならないということです．以下の 3つの選択肢が提供されてい
ます．

– インライン：MathMLネームスペースは（各数式の xmlns属性を使用して）
各数式用に定義されます

– mプレフィックス使用（既定値）：MathMLネームスペースは（ルート要
素で xmlns:m属性を使用して）文書レベルで定義されます．各MathMLは
m:mathのようにmプレフィックスを使用します．

– mmlプレフィックス使用：mオプションに類似ですがmmlを使用します
このオプションは，LYXを個人的なスタイルに合わせたい場合や，MathML用
に一つのプレフィックスしか受け付けないバグ付きソフトウェアを使用する際
に，とくに役に立ちます．
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10.1 はじめに
「LYXサーバー」を使用すると，他のプログラムが，LYXと通信したり，LYXコマン
ドを実行させたり，LYXの内部状態に関する情報を取得したりすることができるよ
うになります．これは熟練したユーザー向けの機能ですが，便利なはずです．たとえ
ば，LYXサーバーに書き込むことによって，JabRefのような書誌情報管理ソフトが，
LyXに文献引用を「押し込む」ことが可能となります．

10.2 LYXサーバーを開始するには
LYXサーバーは，名前をつけたパイプの対を利用することで機能します．パイプは，
通常 UserDirの下に作られ（Windowsを除く．Windowsでは，名前を付けた　・ロ・ー・カ・ル・の　パイプは\\.\pipeに特別なオブジェクトとして置かれます），「.lyxpipe.in」お
よび「.lyxpipe.out」という名前がついています．外部プログラムは，.lyxpipe.in
に書き込みを行い，戻りデータを.lyxpipe.outから読み出します．パイプ名の語幹
は，ツール ▷設定から，たとえば「/home/myhome/lyxpipe」あるいはWindowsでは
「\\.\pipe\lyxpipe」などに設定することができます（ここで，lyxpipe以外の任意
のファイルパス，例えば"\\.\pipe\my\lyx\pipe"なども使用できます）．サーバー
を開始するためには，これを　・手・動・で・設・定・し・な・く・て・は・な・り・ま・せ・ん　．

LYXは，パイプを生成するに際して，「.in」および「.out」を付け加えます．パイ
プがすでに存在していれば，LYXは他の LYXプロセスがすでに実行中であると判断
して，サーバーを開始しません．POSIX（Unix型）システムでは，なんらかの理由
で，LYXが終了する際に使用されていない「古い」パイプが削除されずに残ったりす
ると，LYXはこれを削除しようとします．何らかの理由でこれが失敗した場合，手動
でパイプを削除したのちに，LYXを再起動する必要があります．Windowsでは，プ
ログラムが終了したりクラッシュしたりすると，OSがパイプを削除するので，「古い」
パイプが残ることはありません．
サーバーを使用するLYXプロセスを複数起動するには，それぞれのプロセスに，別
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10 LYXサーバー

のユーザーディレクトリを使用させたり，別々の preferencesファイルを使用させ
るなど，別々の設定を使用する必要があります．
クライアントプログラムを開発しようとされているのであれば，LYXサーバーから

のデバッグ情報を有効にすると便利かもしれません．そのためには，Lyxを lyx -dbg
lyxserverとして起動してください．
Ｃ++言語で書かれた完全なサンプルクライアントが，ソース頒布版の

development/lyxserver/server_monitor.cppにあります．
もう一つの便利なツールとして，src/client/lyxclientにあるコマンドライン

ベースのクライアントがあります．

10.3 通常の通信
LYXコールを発行するには，クライアントはASCIIテキスト行を入力パイプに書き
込みまなくてはなりません．この行は，以下の書式を持ちます．

LYXCMD:クライアント名:関数:引数

クライアント名 は，クライアントが自由に選べる名前です．これが用いられるのは，
クライアントが他の要求クライアントから結果を見分けることができるように，
LYXが返答をする際，クライアント名をエコーするときだけです．

関数 は，LYXに実行させたい関数です．これは，ミニバッファで使用するコマンド
と同じです．

引数 は，一部の関数のみに効力を持つオプションの引数です（たとえば，「自己挿入」
LFUNは，現在のカーソル位置に引数を文章として挿入します）．

LYXからの返答は，出力パイプに送り出され，

INFO:クライアント名:関数:データ

の書式をしています．ここでクライアント名と関数は，コマンド要求からそのままエ
コーされますが，データはコマンド実行の結果に依存した，多少なりとも有用な情報
です．「font-state」のような一部のコマンドは，LYXの内部状態に関する情報を返し
ますが，空のデータ応答を返すものもあります．空のデータ返答は，コマンド実行が
無事終わったことを意味します．
エラーが発生した場合の LYXの返答は

ERROR:クライアント名:関数:エラーメッセージ
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の書式をしており，エラーメッセージには，なぜコマンドが失敗したかの説明が入っ
ているはずです．
（例）

echo "LYXCMD:test:beginning-of-buffer:" >~/.lyxpipe.in
echo "LYXCMD:test:get-xy:" >~/.lyxpipe.in
read a <~/.lyxpipe.out
echo $a

10.3.1 AppleScript (Mac OS X)

LYX 2.1以降，LYXは，コマンド実行を通じた通常のコミュニケーションのために，
AppleScriptを使った基本的なやりとりをサポートしています．このコマンドは，直
接引数 (実行する function)とオプション引数を取ります．これは，関数の出力を返
すか，エラーをトリガーして，エラーメッセージとコードを表示します．
以下は例です．

tell application "LYX"
try

-- Stores the current file name into f
set f to (run "server-get-filename" with argument "")
on error the error_message number the error_number

display dialog "Error: " & the error_number & ". " ¬
& the error_message buttons {"OK"} default button 1

end try
end tell

10.4 通知
LYXは，発生しているイベントを，非同期的にクライアントに通知することができま
す．いまのところ，ユーザーがあるキー列を関数「notify」に割り当てているときの
み，LYXはこの通知を行います．LYXが送る文字列の書式は

NOTIFY:キー列

となっていて，キー列は，ユーザーが実際に打鍵したキー列の印字表現になります．
この機構は，LYXのコマンド群を拡張してマクロを実装するのに使用することが

できます．なんらかのキー列を「notify」に割り当ててください．それから出力パイ
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プで待機するクライアントを起動し，キー列に応じたコマンドを読み込み，一つない
し複数のLYXコマンドを発行するLYX要求とLYXコールを使用する関数を開始する
のです．

10.5 単純なLYXサーバープロトコル
LYXは，セッション管理に使用することができる単純なプロトコルを実装していま
す．メッセージは，すべて

LYXSRV:クライアント名:プロトコルメッセージ

の書式をしており，プロトコルメッセージは「hello」ないし「bye」です．クライア
ントから「hello」を受け取ると，LYXはメッセージを聴いていることをクライアント
に伝えるために返答をし，LYXが終了することをクライアントに伝えるのには，LYX
が「bye」を送信します．

10.6 DVIとPDFの原文検索
DVI/PDFビューア 1には，原文検索（reverse searchないし inverse searchと呼ばれ
ます）機能を提供しているものがあります．これを使えば，DVI/PDF出力の特定の
場所をクリックすることによって，LYXの文書中で対応する行にカーソルを移動さ
せることができます．これを実現するためには，ビューアは LYXと情報交換を行う
必要があります．これは，命名パイプ（lyxpipe）を使用するか，LYXが作業ディレク
トリに生成するUNIXドメインソケット（lyxsocket）を使用する（これは lyxclient
プログラムが LYXと通信するのに使用している方法です）ことで，LYXサーバを経
由して実現することができます．場合によっては，ビューアと LYXを橋渡しする補
助スクリプトを必要とすることがあるかもしれませんが，それ以外は，ビューアは
LYXと直接通信することができます．これは，選んだビューアと基本ソフトに依存し
ます．また，必要とされるビューアの設定法と原文検索が実際に行われる方法とにも
依存します．したがって，下記では個々のビューア毎の原文検索の設定の仕方を説明
することとします．その前に，DVI/PDF出力で原文検索を有効にするためには，一
般に何が必要とされるかを説明します．

1PDFの原文検索機能を提供しているビューアには，KDE/Linux上のOkularとQpdfview on Unix
とMac OS X上の Skim，Windows上の SumatraPDFがあります．
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10.6.1 自動有効化
ツールバーでボタンを押せば，ほとんどの場合，LYXがすべてをうまくこなしてくれ
ます．あるいは，文書 ▷設定 ▷形式メニューで出力と同期にチェックを入れることで
有効にすることもできます．その場合，LYXは，自動的に，必要な SyncTEXマクロ
（PDFの場合）や，srcltxパッケージ（DVIの場合）を挿入してくれます．このオプ
ションは，表示/更新ツールバーからも容易にアクセスすることができます．
もし，これとは別の設定が必要な場合には，文書 ▷設定 ▷出力 ▷出力と同期の直下

にあるドロップダウンボックスから，自製マクロを選択ないし入力することができ
ます．
方式として\synctex=1を用いると，gzip圧縮が有効となることに注意してくだ

さい．使用しているビューアが gzip圧縮をサポートしていない場合には，代わり
に\synctex=-1を指定してください．
また，srcltxパッケージや src-specialsを取り込むと，組版上，不具合が生じ

ることがあるのでご注意ください．したがって，srcltxパッケージや src-specials
を使用している場合には，最終版を組版する際には，出力同期を無効にするべきです．
自動設定でカバーされている範囲よりも，さらに特殊なものが必要な場合には，出

力同期を手動で設定する仕方を述べた次節をお読みください．自動設定で事足りる場
合には，自動設定・手動設定ともに必要となるビューア上の設定を述べた，第 10.6.3
節に進むことができます．

10.6.2 手動有効化
LATEX は，原文検索のために複数の方法を提供しています．ある方法は
latex/pdflatex プログラムに組み込まれており，他の方法は外部パッケージと
して提供されています．どちらを選択するかは，お使いのLATEX頒布版が既に特定の
方法を提供しているか（組み込みによる方法は比較的新しいものです）と，お使いの
ビューアがそれに対応しているかに依存します．使用可能な方法を以下に述べます．

src-special経由のDVI組み込み検索（DVIのみ）

この方法は，DVIファイルに原文検索に必要な情報を追加するものです．これは，
かなり前の LATEXから利用可能となっており（比較的最近の LATEX頒布版はすべて
対応しています），安定して動作します．これを有効にするには，設定 ▷ファイル
処理 ▷変換子の LaTeX (plain)->DVIないし LaTeX (plain)->DraftDVI変換子を latex
-src-specials $$iに変更します．もしこれが動作しないときは，お使いの LATEX
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エンジンが違うオプションを必要としていないか確認してください（頒布版によって
は文法の異なることがあります）．

外部パッケージ（PDFSyncおよび srcltx）

pdfsyncおよび srcltxパッケージは，PDF出力（pdflatex経由）およびDVI出力での
原文検索を提供します．これを有効にするには，LYXプリアンブルで以下のように
パッケージを読み込んでください．

• PDFの原文検索には\usepackage{pdfsync}

• DVIの原文検索には\usepackage[active]{srcltx}

と書きます．DVIとPDFの両方の原文検索を実行できるようにするためには，プリ
アンブルに以下の行を挿入する方法があります．

\usepackage{ifpdf}
\ifpdf

\usepackage{pdfsync}
\else

\usepackage[active]{srcltx}
\fi

このようにすれば，DVIでも PDF（pdflatex）でも正しいパッケージを使いながら，
ファイルを閲覧することができます．
なお，PDFSyncは，文書の出力レイアウトに干渉する可能性があるので注意してく

ださい．したがって，仕上がり文書ではPDFSyncを無効にすることをお勧めします．

SyncTEXを使った組み込み原文検索（DVIおよびPDF）

(pdf)latexの最近のバージョンは，PDFおよびDVI両方の原文検索を組み込みで
サポートしています．このいわゆる SyncTEX 機能は，主に，PDFSyncパッケージを
pdftexプログラムへ統合したことと，それを src-specialsアプローチへ取り込んだこ
との成果です．これを使用するためには，少なくともTEXLive 2008か最近のMikTEX
頒布版が必要です．また，既に SyncTEXサポートを提供しているPDFビューアは少
ししかありません（UNIX上のOkularとQpdfview，Mac上の Skim，及びWindows
上の SumatraPDFなど．詳細は次節を参照のこと）．

DVI 出力で SyncTEX を有効にするには，設定 ▷ファイル処理 ▷変換子の La-
TeX (plain) -> DVIないし LaTeX (plain) -> DraftDVI変換子を latex
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-synctex=1 $$iに変更します．PDF出力用には，LaTeX (pdflatex) -> PDF
(pdflatex)変換子を pdflatex -synctex=1 $$iに変更してください．お使いのビ
ューアが下記に記述されていない場合や，万一うまくいかない場合にはまた，ビュー
アを SyncTEXで使うのに設定を行う必要があるかどうか，お使いのビューアの取扱
説明書をご確認ください．2

10.6.3 特定のビューアを設定して使うには
Xdvi（全プラットフォーム）

LYXは，lyxclientプログラムを自動的に使うのに必要なフックを，既に提供してい
るので，xdviを使用する場合には，DVI原文検索を実行するのに他にするべきこと
はありません．使用中の文書を上記で述べたように設定するだけです（原文検索は，
Ctrl-クリックか，Mac OS X上ではAlt-クリックで始動します）．
しかし，何らかの理由で，LYXと通信するのにソケットではなく命名パイプを使用

したい場合には，設定 ▷ファイル処理 ▷ファイル形式のDVIビューアをxdvi -editor
"lyxeditor.sh %f %l"（lyxeditor.shは適切なスクリプト名）に変更してくださ
い 3．たとえば，最低限のシェルスクリプトは

#!/bin/sh
LYXPIPE="/path/to/lyxpipe"
COMMAND="LYXCMD:revdvi:server-goto-file-row:$1 $2"
echo "$COMMAND" > "${LYXPIPE}".in || exit
read TMP < "${LYXPIPE}".out || exit

のようになります．ここで/path/to/lyxpipeは，設定 ▷パスで指定した LyXServer
パイプのパスを指定してください．4

MacDviX（Mac OS X）

/Applications/MacDviX_Folder/calleditor.scriptの終わりに

/Applications/LyX.app/Contents/MacOS/lyxeditor "$2" $1
exit 1

2-synctex=1オプションは，gzip圧縮を有効にします．お使いのビューアが gzip圧縮をサポートし
ていない場合には，代わりに-synctex=-1を使用してください．

3Mac OS X上では，DISPLAY=:0.0 xdvi -editor "lyxeditor.sh %f %l"としなくてはなりませ
ん．

4ソース頒布版の development/toolsフォルダには，ユーザが設定した lyxpipeを探し出す lyxeditor
スクリプトがあります．
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という行を付け加えてください．Applicationsフォルダ以外の場所にLYXを導入した
場合には，それに従って上記の行を修正してください．
原文検索は，Alt-クリック（OPTION-クリック）で始動します．

Skim（Mac OS X）

設定 ▷ファイル処理 ▷ファイル書式 ▷ PDF (pdflatex)のビューア設定に open -a
Skim.app $$iと入力し，Skim ▷設定 ▷ Syncで LyXを選択してください．
原文検索は，COMMAND-SHIFT-クリックで始動します．

Evince（GNOME）

Evince では原文検索はそのままでは動きませんが，サードパーティのヘ
ルパースクリプトを使用すれば，利用可能になります．詳細については，
https://wiki.lyx.org/LyX/SyncTeXを参照してください．

Okular（KDE）

設定 ▷ Okularを設定 ▷エディタで「Lyxクライアント」をエディタとして選択してく
ださい．これによって適切なコマンド（lyxclient -g %f %l）が挿入されます．
原文検索は，SHIFT-クリックで始動します．これは，Okularが「ブラウズ」モー

ド (すなわち手のマークをクリックしたとき)にあるときのみ動作することに注意し
てください．

Qpdfview（UNIX）

Qpdfview は，第 0.3.5 版以降，SyncTEX をサポートしています．Edit ▷ Settings ▷

Behaviorを開いて「Source editor」項目の入力フィールドをクリックし，lyxclient
-g %1 %2というコマンドを入力してください．
原文検索は，ダブルクリックで始動します．

YAP（Windows）

yapを起動し，View ▷ Optionsメニューを選択し，「Inverse DVI Search」タブを選択
します．「New. . .」ボタンをクリックして開くウィンドウの「Name:」フィールドに
「LYX Editor」（または自分の好きな名称）と入力してください．「. . .」というラベル
のボタンをクリックしてファイルダイアログを開き，バッチファイル lyxeditor.bat
（以下参照）のあるディレクトリを見つけます．lyxeditor.batを選択してプログラ
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ムの引数を%f %lと指定してください．lyxeditor.batは，lyxpipeを通じて LYXと
通信するためのラッパとして使用され，以下のようになっています．

@echo off
echo LYXCMD:revdvi:server-goto-file-row:%~1 %2> \\.\pipe\lyxpipe.in
type \\.\pipe\lyxpipe.out

LYXで指定したLYXServerパイプパスが，\\.\pipe\lyxpipeとなっていることを確
認するか，lyxeditor.batラッパの方を適切に修正してください．

yapでは，原文検索はダブルクリックで始動します．

SumatraPDF（Windows）

SumatraPDFを原文検索で使用するためには，設定 ▷ファイル処理 ▷ファイル書式 ▷

PDF (pdflatex)のビューア設定で SumatraPDF -inverse-search "lyxeditor.bat
"%f" %l"（lyxeditor.batは上記のラッパ）と入力してください．SumatraPDF.exe
がコマンド PATHにない場合，フルファイル名を使用してください．
原文検索はダブルクリックで始動します．

YAP（Cygwin）

まずはじめに，yapがWindows環境での既定のDVIビューアになっていることを確認
してから，yapを起動し，View ▷ Optionsメニューを選択し，「Inverse DVI Search」タブ
を選択します．「New. . .」ボタンをクリックして開くウィンドウの「Name:」フィールド
に「LYX Editor」（または自分の好きな名称）と入力してください．「. . .」というラベル
のボタンをクリックしてファイルダイアログを開き，バッチファイル lyxeditor.exe
プログラム（これは，Cygwinでは既定で LYX実行ファイルとともに導入されます）
のあるディレクトリを見つけます．lyxeditor.exeを選択してプログラムの引数を-g
%f %lと指定してください．これによって，LYXとの通信に lyxsocketが使用される
ようになります．何らかの理由で lyxpipeを使用したい場合には，-gオプションを削
除して，LYX設定で LYXServerパイプパスを指定することを忘れないでください．

yapでは，原文検索はダブルクリックで始動します．

SumatraPDF（Cygwin）

SumatraPDF を原文検索で使用するためには，設定 ▷ファイル処理 ▷ファイル書
式 ▷ PDF (pdflatex)のビューア設定で SumatraPDF.shと入力してください．ここで
SumatraPDF.shは以下のようなスクリプトです（お使いのコマンドパスに置きます．
/usr/local/binがもっとも良い選択肢でしょう）．
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#!/bin/bash
cd $(dirname $1)
SumatraPDF -inverse-search "lyxeditor -g %f %l" $(basename $1)

SumatraPDFは，Windowsネイティブのアプリケーションであり，LYXのCygwin版
が使用するPOSIXパスを理解しないので，このラッパスクリプトが必要となります．
SumatraPDF.exeがお使いのコマンドパスにない場合は，上記のスクリプトでPOSIX
のフルパスを使用してください．-gは lyxsocket経由の通信を有効にします．ここで
も，lyxpipeを使用したい場合には，-gオプションを削除して，LYX設定でLYXServer
パイプパスを指定することを忘れないでください．
原文検索はダブルクリックで始動します．

10.7 出力先検索
出力先検索 (forward search)とは，英文名が示すとおり，いわば原文検索 (reverse
search)の「逆」を意味します．すなわち，LYX内部から，ビューアに特定の箇所を
表示させることを可能にします．（以下に説明するように）もし出力先検索の準備が
できていれば，カーソルを LYX文書の好きなところに置いて，移動 ▷出力先検索を
選択すると（あるいはマウスの右クリックで表示される文脈依存メニューから出力先
検索を選択してもよい），ビューアも同じ箇所に移動します．もちろん，使用してい
るビューアが，この機能をサポートしていなくてはなりません．
出力先検索を有効にするためには，生成された PDF/DVI出力ファイルに，TEX

ソースに関する情報を追加する必要があります．これは，第 10.6.1節に述べられてい
る方法で実行することができます．
次に，ツール ▷設定 ▷出力 ▷一般で自分の使うビューアを利用するように，LYXを

設定する必要があります．いくつかのビューアについては，試験済みの設定が前もっ
て準備されており，ドロップダウンリストから選択することができます．これらの設
定の何れも意にそぐわない場合には，ご自身で適切な設定を見つけ出して入力しなく
てはなりません．定義文法は，以下の変数を使用します．

• $$n:行番号

• $$t:書き出された（一時）.texファイル名（パスを除く）

• $$f:書き出された（一時）.texファイル名（パスを含む）

• $$o:書き出された出力ファイル名（どちらが一時ディレクトリに存在するかに
依存して，dviあるいは pdf）．

128



10.8 TEXのチェック

yap・xdvi・okular5・qpdfview・Sumatra PDF6など，一部のビューアでしか，完全
な出力先検索機能は提供されていないことに注意してください 7．Evince8など他の
ビューアには，出力先検索を使用するのに，追加のツールを必要とするものもありま
す．広く使われているPDFビューアの多く（特にAdobe Reader）は，出力先検索を
全く提供していませんが，他の一部のビューア（たとえば xpdf）では，少なくとも，
文書を読み込み直したり，ファイルの特定ページに移動することはできますので，少
なくとも「近く」には移動することができます．この後者の機能は，synctexの外部
コールで提供されています（事前に用意されている用例をご覧ください）．
出力先検索は，DVI出力とPDF出力の双方で動作します．LYXは，過去にあなた

が使用したプレビュー形式をチェックして（つまり，一時ディレクトリにどちらの形
式が存在するかをチェックして），その形式に適切な設定を選択します．

10.8 TEXのチェック
Asger Alstrup文

10.8.1 はじめに
chktexプログラムが導入されていると 9，ツールメニューの下に，TEX構文チェッ
クという項目が表示されます．chktexは，CTAN
https://www.ctan.org/tex-archive/help/Catalogue/entries/chktex.html から入手す
ることができます．

ChkTEXパッケージは，LATEXの構成物には直感的でないものもあり，すぐ忘れて
しまいがちであるのに不満を感じたJens T. Berger Thielemannが書いたプログ
ラムです．このプログラムは，LATEXファイルを走査して，ファイルの整合性をチェッ
クし，犯しがちな誤りを見つけ出します．別の技術用語では，LaTeXにおける lint
であるとも言えます．
さて，LYXはつねに正しい LATEXファイルを生成するはずなのに，文法チェッカー

は LYXで何をするというのでしょうか．答えは簡単です．lintがC言語プログラム
5ツール ▷設定 ▷ファイル処理 ▷ファイル形式で okular --uniqueと設定すると良いでしょう．
6SumatraPDFは，外部プログラムCMCDDE（http://www.istri.fr/spip/zip/CMCDDE.zipからダ
ウンロード可能）を通じて DDEコマンドを使用することもできます．

7SumatraPDFも，外部プログラムCMCDDEを通じて，DDEコマンドを使用することができます．
CMCDDEは，http://www.istri.fr/spip/zip/CMCDDE.zipからダウンロードすることができま
す．

8Evinceでの出力先検索は，サードパーティのヘルパースクリプトを使用すれば，利用可能になりま
す．詳細については，https://wiki.lyx.org/LyX/SyncTeXを参照してください．

9LATEX頒布版としてMiKTEXを使用している場合には，chktexはまだ利用可能ではありません．
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の　・文・法　をチェックするだけでなく，打ち間違いによる　・意・味・上・の　チェックも行うように，
ChkTEXは，文法エラーの他に犯しがちな　・写・植・上・の　誤りも検出してくれるからです．
ChkTEXは，以下のような誤りを検出することができます．

• 省略記号の検出：
...ではなく. . .を使わなくてはなりません

• 括弧の前後にスペースを置かない：
（ wrong spacing ）：誤った空白

• よく使われる省略形の後ろは通常スペースにする：
e. g. is too wide spacing.：広すぎる空白

• 直前の文章が大文字で終わっているときに，文末スペースに直す：
This is a TEST. And this is wrong spacing.：誤った空白

• ラベルや類似コマンドの前のスペース：
ラベルが別のページに行ってしまわないように，ラベルは文章に接していなく
てはなりません． 10このラベルは離れすぎです．

• 参照の前にハードスペースではなくスペース：
運が悪ければ，参照文字列と参照番号のあいだでちょうど改行されてしまい，
残念な結果となります．第 10.8.1節をご覧ください．

• 数字のあいだで×ではなく「x」が使われている：
2x2は，2 × 2よりも安っぽく見えます．

などなど. . . ChkTEXは，印刷する前に文書を「仕上げる」上で，たいへん価値のある
ツールです．必須のスペルチェックを終えた直後，組版の微調整をする前には，これ
を実行するべきです．

10.8.2 使いかた
このプログラムを導入したならば，使うのはツール ▷ TEX構文チェックを選択するだ
けなので簡単です．こうすると，LYXは使用中の文書の LATEXファイルを生成して，
ChkTEXを起動し，当該ファイルを検査しますが，ChkTEXから警告があった場合に
は，それを含んだ「エラーボックス」を LYX中に挿入します．警告は，誤りのある
箇所のそばに置かれるので，メニュー項目の移動 ▷エラーを選択するか，既定の cua
10この脚注は，正しくないページに行ってしまう恐れがあります．
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キー設定ファイルならばショートカットキーC-gを押せば，簡単に警告の箇所を見出
すことができます．エラーボックスを開けるには，マウスでボックスをクリックする
か，cuaキー設定の場合にはショートカットキーC-i，emacsキー設定の場合はショー
トカットキー C-oを押します．警告を読み，それが誤りを示していれば修正します．
警告が何を意味しているか理解しにくい場合には，無視しても問題はありません．画
面上の文書と，ChkTEXを起動する際に行なわれる実際の技術的な操作のあいだには，
隠された層があり，この隔たりのせいで，一部の警告が不可解なものになったり，明
らかに馬鹿げたものになる場合があるのです．
本文書自体，この機能を確認する良い材料になりますので，実行してみてくださ

い．すると，かなりの量の警告が出るはずです．これはコンピュータが敏感すぎるせ
いですので，警告のほとんどは実際には警告に値しません．

10.8.3 微調整のしかた
場合によっては，ChkTEXは，あなたが望むよりも煩すぎると思うかもしれません．
そのような場合には，必要と思うまでChkTEXを無効にするか，あなたにもう少し合
うように ChkTEXを調整することができます．

ChkTEXは調整や拡張がひじょうに柔軟なのですが，LYXにおける ChkTEX関連の
問題が，それですべて解決すると思うべきではありません．LYXは，ChkTEX出力 11

から得た行番号と内部構造を一致させるため，やや特殊なLATEXファイルを生成しな
くてはならないので，警告の一部は正しく表示されていないように見えるでしょう．
これに対処するためには，以下の 2つの方法があります．

• ツール ▷設定 ▷出力 ▷ LATEX ▷ CheckTEXコマンド中の ChkTEX起動コマンドライ
ンを調整するか，グローバルなChkTEXの設定ファイル（通常は chktexrcファ
イル）を調整します．コマンドラインからどの警告を有効・無効にできるかは
以下をご覧ください．

• ファイル ▷書き出し ▷ LATEXを使って文書を LATEXファイルに変換し，そのファ
イルに対して chktexを手動で実行します．このようにすると，LYX文書中の
対応箇所を見つけるのがやや面倒ですが，少し我慢すれば見つけることができ
ます．

以下は，設定で有効化・無効化できる警告メッセージです．警告を無効にするには-n#，
有効にするには-w#を用います．イタリック表示の項目は，既定で無効となっていま
す．既定値は"chktex -n1 -n3 -n6 -n9 -n22 -n25 -n30 -n38"です．
11chktexの実際の出力は，chktexを実行した直後に文書 ▷ LATEXログを使えば見ることができます．
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LYXは，chktexと通信するために，他のコマンドラインパラメータを特定の方法
で使用しているため，メッセージを有効化・無効化する以外のオプションを使うべき
ではありません．

1. Command terminated with space.

2. Non-breaking space (“~”) should have been used.

3. You should enclose the previous parenthesis with “{} ”.

4. Italic correction (“\/”) found in non-italic buffer.

5. Italic correction (“\/”) found more than once.

6. No italic correction (“\/ ”) found.

7. Accent command “cmd” needs use of “cmd”.

8. Wrong length of dash may have been used.

9. “%s ” expected, found “%s ”.

10. Solo “%s” found.

11. You should use “%s” to achieve an ellipsis.

12. Inter-word spacing (“\ “) should perhaps be used.

13. Inter-sentence spacing (“\@”) should perhaps be used.

14. Could not find argument for command.

15. No match found for “%s”.

16. Math mode still on at end of LATEX file.

17. Number of “char” doesn’t match the number of “char”.

18. You should use either “ or ” as an alternative to “"”.

19. You should use "’" (ASCII 39) instead of "" (ASCII 180).

20. User-specified pattern found.

21. This command might not be intended.

22. Comment displayed.
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23. Either ”\,’ or ’\,” will look better.

24. Delete this space to maintain correct page references.

25. You might wish to put this between a pair of “{} ”.

26. You ought to remove spaces in front of punctuation.

27. Could not execute LATEX command.

28. Don’t use \/ in front of small punctuation.

29. $\times$ may look prettier here.

30. Multiple spaces detected in output.

31. This text may be ignored.

32. Use “ to begin quotation, not ’.

33. Use ’ to end quotation, not “.

34. Don’t mix quotes.

35. You should perhaps use “cmd” instead.

36. You should put a space in front of/after parenthesis.

37. You should avoid spaces in front of/after parenthesis.

38. You should not use punctuation in front of/after quotes.

39. Double space found.

40. You should put punctuation outside inner/inside display math mode.

41. You ought to not use primitive TEX in LATEX code.

42. You should remove spaces in front of “%s”

43. “%s” is normally not followed by “%c”.

LYXの将来の版では，このツール（およびその縮小版 lacheck）の力を最大限引き出
すように，より完備したインターフェイスを提供できればと考えています．しかし，
現状でも十分に役立つものとなっています．ある程度長さがある既存文書に使用して
みていただければ，きっと驚かれることでしょう．
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10.9 LYXでのバージョン管理

Lars Bullik BjønnesおよびPavel Sanda文

10.9.1 はじめに

LYXは，今ではもっとも基本的な RCS/CVS/SVN/GITコマンドをサポートしてい
ます．もしもっと洗練されたことを行いたい場合には，ターミナル上もしくは好みの
クライアントから手動で行う必要があります．
また，CVSのサポートは，subversionのサポートほど良くないので，CVSよりも

SVNを使うことをお勧めします．Subversionを学び始めるには，SVN Book12が良
いでしょう．RCSの場合は，「rsintro」をお読みください（これはmanファイルです．
man rcsintroで読めます）．このファイルは，RCSの基本機能のすべてを説明して
います．特に，RCSディレクトリに関するコメントと，マスターRCSファイル（,v
で終わるファイルです）の概念に注意を払ってください．

LYXで実際にバージョン管理機能を使い始める前に，RCS/CVS/SVN/GITの使用
法に習熟しておかなくてはなりません．LYXでLYXへの実装においては，GNU RCS
または CVS/SVNパッケージの最新版を仮定しています．旧版への保証はありませ
ん．ログメッセージのほとんどは，現在のところ操作後には表示されません．確認
したい場合には，メッセージ面で確かめてください．バージョン管理を常用するユー
ザーには，VCツールバーが便利でしょう．これは表示 ▷ツールバー ▷バージョン管
理で有効にできます．
自製の外部コマンドを導入したい場合には，取扱説明書『LYX関数』のvc-command

を確認してください．
バージョン管理機能を使用している場合には，文書を非圧縮形式で保存をすること

を強く推奨します（文書 ▷圧縮にチェックが入っていれば外してください）．非圧縮
LyX文書はテキストファイルであるため，バージョン管理システムが，二つのバー
ジョンをマージすることができます．一方，圧縮 LyXファイルはバイナリファイル
であるため，バージョン管理システムはマージすることができません．また，不必要
なマージ衝突を避けるために，複数のユーザーが同一文書の作業を行う場合には，文
書 ▷設定 ▷出力 ▷一時特性を保存を無効にすることをお勧めします．

12http://svnbook.red-bean.com/
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10.9.2 LYXにおけるRCSコマンド
以下の節ではLYXでサポートされているRCSコマンドを説明します．それらのコマン
ドはファイル ▷バージョン管理のサブメニューにあります．LYXは，RCS 5.7/5.8/5.10
に対して試験されています．

10.9.2.1 登録

文書がバージョン管理の下にない場合には，これがメニューにあらわれる唯一の項目
です．文書がバージョン管理下にあれば，項目登録は不可視になります．
このコマンドは，文書をRCSに登録します（CVSが管理しているディレクトリ下

にない場合）．すると対話的に，文書の最初の説明を入力するように尋ねられます．す
ると文書は読み込み専用モードになるので，変更を加えるためにはチェックアウトし
て編集を実行する必要があります．バージョン管理下にある文書は，ミニバッファの
ファイル名の後ろに「[RCS:<バージョン> <ロック>]」という項目が表示されます．
実行されるRCSコマンドは：

ci -q -u -i -t-"<初期説明文>" <ファイル名>

スイッチについて知りたい場合は，man ciを読んでください．

10.9.2.2 変更をチェックインする

ファイルの編集が終わると，その変更をチェックインします．このとき，変更につい
ての説明文を求められます．これは履歴ログに記録されます．バージョン番号は繰り
上がり，変更がマスターRCSファイルに適用され，文書がアンロックされて読み込
み専用モードになります．

• RCSコマンド：ci -q -u -m"<説明文>" <ファイル名>

10.9.2.3 チェックアウトして編集

これは，文書をロックして編集できるようにします．そしてあなただけが文書を読み
書きできるようにします．通常は，しばらくの間，文書を編集し，それが終わると変
更をチェックインします．あなたがファイルをロックしたことを反映して，ステータ
スラインが変わります．

• RCSコマンド：co -q -l <ファイル名>
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10.9.2.4 リポジトリのバージョンに戻す

これは，最終チェックイン以降，文書に加えられた変更をすべて破棄します．変更が
破棄される前に，警告が発せられます．

• RCSコマンド：co -f -u<バージョン> <ファイル名>

10.9.2.5 コピー

これは，現行文書のコピーを生成します．RCSは，コピー操作を自前ではサポート
しませんので，バージョン履歴には保存されず，新コピーは新規ファイルとして追加
されます．最後のチェックイン以降，変更が加えられていないサラの文書であること
が要求されます．ファイル名とコピー操作の説明を入力するように促され，その後，
新コピーがローカルとリポジトリの両方に生成されます．コピーされた文書と元の文
書の親ディレクトリが異なる場合には，コピーにインクルードされたファイルの相対
パスは，（ファイル ▷名前をつけて保存. . .と同様に）全て調整されます．最後に，元
の文書の代わりに，コピーされたファイルが読み込まれます．

RCSコマンド：
"ファイル名"を"新ファイル名"にコピーする場合
ci -q -u -i "<新ファイル名>"

10.9.2.6 最後のチェックインを取り消す

これは，最後のチェックインがあたかも為されなかったかのようにします．LYXに読
み込まれた文書に変更は加えられませんが，マスターRCSファイルから最後のバー
ジョンが削除されます．

• RCSコマンド：rcs -o<バージョン> <ファイル名>

10.9.2.7 履歴を表示

RCS文書の完全な履歴を表示します．ブラウザ中に，rlog <ファイル名>の出力が表
示されます．詳細は man rlogをご覧ください．

10.9.2.8 改訂情報

LYXは，RCSバージョン番号情報（のみ）をサポートしています．詳細については，
10.9.4.11を参照．
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10.9.3 LYXにおけるCVSコマンド
LYXは，現在CVSを一部サポートしています．そのコマンドは，ファイル ▷バージョ
ン管理サブメニューにあります．バージョン管理システムSVNの方が強力なので，可
能ならばCVSではなく，SVNを使用してください．

10.9.3.1 CVSの一般的な利用法

CVSを初めて使いたい場合には，外部ツールを使用して自分のレポジトリを作成し，
作業コピーをチェックアウトする必要があります．クライアント＝サーバーモデルを
使用している場合には，最初のレポジトリチェックアウトを行う前にログインする必
要があるかもしれません．
改訂管理下にある文書のレポジトリを他人も利用している場合に，同一文書の同

一箇所に別々の変更を加えてしまうと問題が発生します．標準的なCVSレポジトリ
は，ファイルロッキング機構を有しません．これは驚くべきことかもしれませんが，
コンフリクトは，文書の同じ箇所の特定の内容について，人々が意見を異にしている
場合にのみ発生します．したがって，共著者同士がコンスタントにコミュニケーショ
ンを交わしていれば，このようなコンフリクトは滅多に発生しません．もしコミュニ
ケーションがなければ，いずれにしても根本的な問題があるわけです．それにもかか
わらず，いわゆる「予備付きチェックアウト」を使用したいと思う人々もいます．こ
の場合，最初にチェックアウトした際に，全ファイルの作業コピーは読み込み専用に
され，ユーザーは，作業コピーを書き込み可能にする特別なコマンドを使用した後，
編集を開始することになります．変更をチェックインすると，作業コピーは読み込み
専用状態に戻ります．LYXで予備付きチェックアウトを利用したい場合には，.cvsrc
ファイルを編集して，cvs -rという行を書き加える必要があります．この方法の利
点は，文書のうち，書き込み可能コピーを誰が使用しているかを見ることができるこ
とです．ただし，一人のユーザーだけがコピーを書き込み可能にしているとは限りま
せん．

LYXは，あなたが予備付きチェックアウトを使用しているか，予備なしチェックア
ウトを利用しているか，推測しようと試みます．使用中の作業コピーが読み込み専用
になっているか，あるいはそれが書き込み可能であって，CVS/Baseサブディレクト
リに使用中文書のコピーが存在している場合には，予備付きチェックアウトを使用し
ているものと仮定し，そうでない場合には予備なしチェックアウトを使用しているも
のと仮定します．予備付きチェックアウトが検出された場合には，作業コピーが読み
込み専用の場合に書き込み可能にするためには，チェックアウトメニューを使用しな
くてはなりません．その後，チェックインメニューが利用可能になるので，自分が加
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えた変更をリポジトリに移した後，作業コピーを再び読み込み専用にする際には，こ
れを使用します．

CVSの詳細な情報は，http://www.nongnu.org/cvsと http://ximbiot.com/cvs
にあります．
以下に言及するサブコマンドとスイッチを理解するには，man cvsをお読みくだ

さい．

10.9.3.2 登録

お使いの文書が改訂管理下に置かれていなければ，メニューにはこの項目だけが表示
されます．もし改訂管理が有効ならば，登録項目は表示されません．
本コマンドは，既に文書ディレクトリをCVS管理下に置いている場合にのみ（す

なわち CVS/Entriesファイルが存在する場合にのみ），お使いの文書をCVSに登録
します．つまり，外部ツールを使用して，アーカイブを自分で作成ないしチェックア
ウトしなくてはならないことを意味します（このステップを忘れてしまうと，LYXは
文書をRCSに登録します）．
すると，文書の最初の説明文を入力するように促されます．登録したファイルは，

まだチェックインされたわけではないことに注意してください．
実行される CVSコマンドは，cvs -q add -m"<入力した説明文>" "<ファイル名

>" です．
上記および他のすべてのCVSコマンドにおける"<ファイル名>"は，「カレント作業

ディレクトリをファイルの場所に移動し，パスコンポーネントを除いたファイル名を
引数として使用する」という意味になります．

10.9.3.3 変更のチェックイン

ファイルの編集を終えたら，変更をコミットします．このとき，文書に変更が加えら
れていれば，変更の説明文を入れるよう促されます．その後，変更がレポジトリに書
き込まれます．文書を変更せず，予備付きチェックアウトが検出された場合，チェッ
クアウトで作られた予備は取り消されます．

CVSコマンド：
cvs -q commit -m"<入力した説明文>" "<ファイル名>"あるいは
cvs -q unedit "<ファイル名>"
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10.9.3.4 変更のチェックアウト

レポジトリを他人と共有している場合，他人の加えた変更を自らの作業コピーに取り
込まなくてはならないことがあります．

CVSコマンド：cvs -q update "<ファイル名>"
読み込み専用チェックアウトが検出された場合，作業コピーを書き込み可能にし予

備を作成します．
CVSコマンド：cvs -q edit "<ファイル名>"

10.9.3.5 レポジトリ版に戻す

これは，最後のチェックイン以降，文書に加えられた変更をすべて廃棄します．変更
が廃棄される前に警告が表示されます．最初にファイルが削除され，次にCVS更新
コマンドが実行されます．

CVSコマンド：cvs -q update "<ファイル名>"
予備付きチェックアウトが検出され，作業コピーに変更がない場合，予備のみが取

り消されます．
CVSコマンド：cvs -q unedit "<ファイル名>"

10.9.3.6 コピー

これは，現行文書のコピーを生成します．CVSは，コピー操作を自前ではサポート
しませんので，バージョン履歴には保存されず，新コピーは新規ファイルとして追加
されます．最後のチェックイン以降，変更が加えられていないサラの文書であること
が要求されます．ファイル名とコピー操作の説明を入力するように促され，その後，
新コピーがローカルとリポジトリの両方に生成されます．コピーされた文書と元の文
書の親ディレクトリが異なる場合には，コピーにインクルードされたファイルの相対
パスは，（ファイル ▷名前をつけて保存. . .と同様に）全て調整されます．最後に，元
の文書の代わりに，コピーされたファイルが読み込まれます．

CVSコマンド：
"<ファイル名>"を"<新ファイル名>"にコピーする場合
cvs -q add "<新ファイル名>"

10.9.3.7 ファイル名変更

これは，現行文書のファイル名を変更します．CVSは，ファイル名変更操作を自前
ではサポートしませんので，バージョン履歴には保存されず，名称変更後のファイル
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は，新規ファイルとして追加されます．最後のチェックイン以降，変更が加えられて
いないサラの文書であることが要求されます．ファイル名とコピー操作の説明を入力
するように促され，その後，ローカルとリポジトリの両方でファイル名が変更されま
す．新旧ファイル名の文書の親ディレクトリが異なる場合には，コピーにインクルー
ドされたファイルの相対パスは，（ファイル ▷名前をつけて保存. . .と同様に）全て調
整されます．最後に，新ファイル名を使ってファイルが再度読み込まれます．

CVSコマンド：
"<ファイル名>"を"<新ファイル名>"に変更する場合
cvs -q add "<新ファイル名>"
cvs -q remove "<ファイル名>"

10.9.3.8 ローカルディレクトリチェックアウトのレポジトリからの更新

子文書や図を含んだり，外部.texファイルを取り込むなど，文書が複雑になるにつ
れ，バージョン管理の利用は複雑になります．LYXは，文書が存在するツリー全体の
更新をサポートします．これは，CVSの使用法について詳しい知識のない人々や，レ
ポジトリに追加素材をコミットする野望のない人々と共同作業をするような場合に，
特に便利です．ファイル構造は，すべての外部ファイルが，文書と同じディレクトリ
かそのサブディレクトリに来るように組織する必要があります．いずれにしても，複
合文書を新しいディレクトリを建てて収容するのは，望ましい習慣です．
コマンドレポジトリを使ってローカル辞書を更新は，ディレクトリ全体を更新しま

す．ローカルの変更が検出された場合には，更新を開始する前にユーザーに警告が発
せられます．マージコンフリクトが発生した場合には，コンフリクトを起こしている
部分の新旧バージョンが，両方とも最終文書に置かれますので，マージの結果を見
直し，修正する必要があります．コンフリクトは，<<<<<<<と>>>>>>>の対に囲まれ，
=======で区切られて表示されます．最初の部分は，文書名に続いて，更新操作前の
バージョンが置かれています．第 2の部分は，>記号列の後にバージョン番号に続い
て，レポジトリ版が置かれます．

CVSコマンド：
cd $path; cvs diff "."（変更が検出された場合には知らせる）
cd $path; cvs -q update "."

ここで$pathは文書パスを表します．
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10.9.3.9 履歴を表示

これは，CVS文書の全履歴を表示します．cvs log “<ファイル名>”の出力がブラウ
ザに表示されます．

10.9.3.10 改訂情報

LYXは，CVS版数・著者名・最終コミットの日時をサポートします．これらの情報
は，すべて cvs log -r <ファイル名>によって抽出されます．詳細については，第
10.9.4.11節を参照してください．

10.9.4 LYXにおけるSVNコマンド
LYXは，現在 SVNを一部サポートしています．そのコマンドは，ファイル ▷バージョ
ン管理メニューにあります．レポジトリへのアクセスに，ssh経由のパスワード保護
アクセスを使用している場合には，端末ウィンドウでの入力を促されます．LYXは，
SVN 1.5・1.6・1.7・1.8に対して試験されています 13．

10.9.4.1 登録

お使いの文書が改訂管理下に置かれていなければ，メニューにはこの項目だけが表示
されます．もし改訂管理が有効ならば，登録項目は表示されません．
本コマンドは，既に文書のあるディレクトリを SVN管理下に置いている場合にの

み（すなわち.svn/entriesファイルが存在する場合にのみ），お使いの文書を SVN
に登録します．つまり，アーカイブはご自分でチェックアウトしなくてはなりません．
すると，文書の最初の説明文を入力するように促されます．登録したファイルは，

まだコミットされたわけではないことに注意してください．
実行される SVNコマンドは，svn add -q "<ファイル名>"です．
スイッチの説明は man svnをお読みください．

10.9.4.2 変更をチェックイン

ファイルの編集を終えたら，変更をコミットします．このとき，変更の説明文を入れ
るよう促されます．その後，変更がコミットされます．

SVNコマンド 14：svn commit -q -m"<入力した説明文>" "<ファイル名>"

13ほとんどのコマンドは，1.4でも動作します．10.9.4.7を参照してください．SVN 1.8では，ファイ
ルがロックされている時にパーミッション変更点を戻してしまうという現時点では未解決の問題
が存在しています．

14ロックが有効になっていない場合です．第 10.9.4.9節をご覧ください．
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10.9.4.3 チェックアウトして編集

このファイルの変更点をレポジトリから取得して更新します．すべての干渉点は，手
動で解決しなくてはならないので，この機能を使う前に SVNのマージ法と干渉解決
法を理解しておくようにしてください．

SVNコマンド 15：svn update --non-interactive "<ファイル名>"

10.9.4.4 リポジトリ版に戻す

これは，最後のチェックイン以降，文書に加えられた変更をすべて廃棄します．変更
が廃棄される前に警告が表示されます．

SVNコマンド：svn revert -q "<ファイル名>"

10.9.4.5 コピー

これは，現行文書のコピーを生成します．最後のチェックイン以降，変更が加えられ
ていないサラの文書であることが要求されます．ファイル名とコピー操作の説明を入
力するように促され，その後，新コピーがローカルとリポジトリの両方に生成され
ます．コピーされた文書と元の文書の親ディレクトリが異なる場合には，コピーにイ
ンクルードされたファイルの相対パスは，（ファイル ▷名前をつけて保存. . .と同様に）
全て調整されます．最後に，元の文書の代わりに，コピーされたファイルが読み込ま
れます．

SVNコマンド：
svn copy -q "<ファイル名>" "<新ファイル名>"
svn commit

10.9.4.6 ファイル名変更

これは，現行文書のファイル名を変更します．最後のチェックイン以降，変更が加え
られていないサラの文書であることが要求されます．ファイル名とコピー操作の説明
を入力するように促され，その後，ローカルとリポジトリの両方でファイル名が変
更されます．新旧ファイル名の文書の親ディレクトリが異なる場合には，コピーにイ
ンクルードされたファイルの相対パスは，（ファイル ▷名前をつけて保存. . .と同様に）
全て調整されます．最後に，新ファイル名を使ってファイルが再度読み込まれます．
15同上．
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SVNコマンド：
svn move -q add "<ファイル名>" "<新ファイル名>"
svn commit

10.9.4.7 レポジトリを使ったローカルディレクトリの同期 16

上記の各コマンドはすべて，共通の短所を持っています．すなわち，これらのコマン
ドは現在の文書しか取り扱わないのです．もし，作業中の文書に図を含めたり，外部
.texファイルを取り込んだりすれば，管理はずっと複雑になります．そこでLYXは，
文書のおいてあるツリー全体の更新をサポートします 17．これは，subversion管理を
知らなかったりレポジトリに新しい素材をコミットする勇気のない人たちと共同作業
をする羽目になったときに，ひじょうに役に立ちます．
ローカル辞書をレポジトリを使って更新コマンドは，ディレクトリ全体を更新し，

マージに衝突が発生した場合には，ローカル版は保存されるので，意図しないデータ
ロスが発生しません．ローカルな変更が発見された場合には，更新が開始される前に
ユーザに警告が与えられます．

SVNコマンド：
svn diff $path（変更が発見された場合には通知します）
svn update --accept mine-full $path

ここで$pathは文書のパスを示します．

10.9.4.8 履歴を表示

これは，SVN文書の全履歴を表示します．svn log "<ファイル名>"の出力がブラウ
ザに表示されます．

10.9.4.9 ファイルロック

別々の改訂管理システム間でファイルを交換しようとすると，二人のユーザが同じ文
書（の一部）を編集している場合，マージが衝突する問題を引き起こします．そのよ
うな衝突が発生した場合，手動で解決しなくてはならなくなりますが，その合理的な
解決法としては，与えられた時間に一人のユーザだけがファイルを編集することが許
されるように保証するための，何らかのロック機構を導入することが考えられます．
16このコマンドは，subversion ≧ 1.5でのみ動作することに注意してください．
17すべての外部ファイルが，文書と同じディレクトリかそれ以下のサブディレクトリに来るようにファ
イル構造を構成する必要があります．
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SVNには，このように相互に排他的なファイルアクセスを提供する機構が二つあ
ります．ロックと，svn:needs-locksvnファイル特性に依拠した書き込み権限の自
動設定（第 10.9.4.10節を参照）です 18．ある文書について，この特性が検出された
ときには，LYXは自動的に文書編集に SVNロックを使用するようになり，チェック
イン・チェックアウト機構はRCSと同じ枠組みに切り替わります．これは特に，LYX
でのファイルの使われ方に以下の二つのモードがあることを意味します．

• 非ロック状態．読み込まれたファイルは，読み込み専用モードになります．編
集するためには，チェックアウトする必要があります．チェックアウトを行う
と，レポジトリからの更新と，書き込みロックの獲得が行われます．ロックの
獲得ができないと，非ロック状態から出ることができません．

• ロック状態．読み込まれたファイルは，「通常の」編集モードになります．他の
ユーザには，このファイルを編集する許可が与えられません．チェックインを
行うと，変更のコミットと書き込みロックの解放が行われます．文書に変更が
加えられなかった場合には，コミットは実行されず 19，書き込みロックの解放
のみが行われます．

SVNコマンド：

チェックイン： svn commit -q -m”<説明>” “<ファイル名>”
svn unlock “<ファイル名>”

チェックアウト： svn update “<ファイル名>”
svn unlock “<ファイル名>”

10.9.4.10 自動ロック特性

上述したような.lyxファイルに対する書き込み権限の自動設定は，ファイル ▷バー
ジョン管理 ▷ロック特性を使用で行うことができます．このコマンドは，SVNサー
バでファイルがロックされていないときのみ使用可能状態になります（つまり，使用
するにはチェックアウトが必要です）．

SVNコマンド：

チェックイン： svn propset svn:needs-lock ON “<ファイル名>”

チェックアウト： svn propdel svn:needs-lock “<ファイル名>”
18http://svnbook.red-bean.com/en/1.2/svn.advanced.locking.html
19コミットは実行されないのに，コミットメッセージを入力するよう促されますが，驚かないでくだ
さい．
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10.9.4.11 文書の改訂情報

文書中で改訂情報を有効化するにはいくつかの方法があります．

• LYXによる直接サポート
– ツリー改訂情報（vcs-tree-revision）．svnversionコマンドの出力を
返します．下記の表が，結果の読み方のヒントを与えるでしょう．

出力 意味
4123:4168 改訂版の混合した作業コピー

4168M 修正された作業コピー
4123S スイッチされた作業コピー
4123P チェックアウト頻度が低かったことによる不完全な作業コピー

4123:4168MS 改訂版が混合し，修正され，スイッチされた作業コピー
– ファイル改訂情報．svn info --xml file.lyxの出力を解析したものが
返されます．サポートされるフラグは

∗ 最終コミットのバージョン番号（vcs-revision）
∗ 最終コミットの著者（vcs-author）
∗ 最終コミットの日付（vcs-date）
∗ 最終コミットの時間（vcs-time）

これらの情報は，情報差込枠で得ることができます（ｂ）．これらの情報は，
ファイルを svn管理下に置いたときのみ（すなわち使用中文書の.svnディレク
トリがあるときのみ）利用可能です．

• もう一つの—ハッカー的な—方法は，SVNキーワードを使用する方法です 20．
簡単に言えば，ファイルキーワード特性を設定して（例：svn propset svn:keywords
’Rev’ file.lyx），文書中にキーワードTEXコード 21タグ（例：$Rev$）を貼り付
けるのです．このようにして，SVNクライアントは，各更新やコミットの後に
自動的に改訂番号を代入することができるのです（例：$Rev: 59 $）．このア
プローチにはいくつか問題があります．第一に，TEXの世界では「$」文字は数
式を表すのに使われるので，LYX中のRevという数式表現が，すべてRev : 59
になってしまいます．その他の Id・Date・Authorなどといったキーワードも

20http://svnbook.red-bean.com/en/1.4/svn.advanced.props.special.keywords.html
21これは，LYXがキーワードタグの途中で改行してしまわないことを確実にするための，簡単な方法
です．
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同様です．第二に，SVN出力は使用中のロケールに依存するので，Dateが用
いられると，SVNは，問題を引き起こすような文字列を容易に生成してしまい
ます．第三に，文書中には，番号だけでなく「Rev: 59」という文字列全体が表
示されてしまいます．Subversionがユーザ定義のキーワードを実装するまでは，
このアプローチを信頼性を持って使用したり，LYXがこれを直接サポートする
ことは，難しそうです．

10.9.5 SVNとWindows環境
ユーザが，かなり早いうちに自分自身でコマンドライン操作を理解でき
ないのであれば，TortoiseSVNを使った方が賢明でしょう．—P. A. ルー
ビン

10.9.5.1 準備

LYXを導入して，Subversionレポジトリへのアクセス権を持っている他に，ユーザは
Subversionクライアントプログラムを導入する必要があります．クライアントプログ
ラムのWindows用インストーラはCollabNetにあります．ユーザはTortoiseSVNも
導入することを考えるでしょう．これは Subversionの操作をWindows Explorerのコ
ンテクスト（右クリック）メニューに統合します．LYX外部で行う操作は，一般的に
Explorerコンテクストメニューを使った方が便利です．TortoiseSVNは，LYX自身が
使用するクライアントプログラムの代わりとは成りませんので，注意してください．

10.9.5.2 文書を Subversion管理下に置くには

LYX文書を Subversionのバージョン管理下に置く前に，その親ディレクトリをバー
ジョン管理下に置かなくてはなりません．文書を，既にレポジトリに存在するプロ
ジェクトに追加する際には，新規文書が置かれることになるディレクトリへ，プロ
ジェクトをチェックアウトすることによって実現します．プロジェクト自体がバージョ
ン管理下にない場合（たとえばこの文書が新規プロジェクトの最初のファイルである
場合）には，このディレクトリをレポジトリにインポートしなくてはなりません．こ
れは，LYXの外部で行います．インポートもチェックアウトも共に，TortoiseSVNを
使えば，Explorerのコンテクストメニューから簡単に終えることができます．あるい
は，DOSプロンプトでコマンドライン・クライアントを使って成し遂げることもで
きます．TortoiseSVNを使ったプロジェクトのインポート手続きを下記で説明します．
レポジトリは既に存在し，新規プロジェクトを C:\new projectで開始するものとし
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ます．Subversionクライアントプログラムを使うための情報を得るには，DOSシェ
ルで svn --helpを実行してください．

1. Windows Explorerで C:\new projectを見つけ出して右クリックし，Tortois-
eSVN ▷ Repo-browserを選択してください．必要であれば，レポジトリの URL
を調整し，OKをクリックしてください．

2. 新規プロジェクトフォルダを置くレポジトリレベル（多くの場合最上位レベル）
を右クリックし，Create folder. . .をクリックしてください．プロジェクトフォ
ルダの名称を入力してOKをクリックしてください．必要であればログファイ
ル用のメッセージを入力し，再びOKをクリックしてください．新規プロジェ
クトフォルダがレポジトリに現れるはずです．最後にOKを再度クリックして，
レポジトリブラウザを終了してください．

3. 再度 C:\new projectを右クリックし，今度は SVN Checkout. . .を選択してく
ださい．レポジトリにたった今作成した，プロジェクトフォルダの URLを選
択し，チェックアウトディレクトリを C:\new projectに設定してから，OKを
クリックしてください．フォルダが空でないことを警告されますが，OKをク
リックして進んでください．すると，C:\new projectの下に.svnディレクト
リが作成されます．

4. LYXで文書を新規作成するか開くかして，ファイル ▷バージョン管理 ▷登録を
クリックします．ログメッセージを入力してOKをクリックし，文書をバージョ
ン管理にコミットしてください．

爾後，ファイル ▷バージョン管理メニューのすべての機能が使用できるようになりま
す．Windows ExplorerのTortoiseSVNコンテクストメニューか，コマンドプロンプ
トでの Subversionクライアントプログラムを使用して，文書をチェックイン・チェッ
クアウトしたり，履歴を見たりといったことができるようになります．

10.9.5.3 Windows下で SVNと共に SSHトンネルを使うには

Linuxに較べて，Windowsで SVNクライアントを SSH経由で通信するようにさせる
のは，かなり厄介な仕事です．どのようにクライアント側を設定すればよいか，少な
くとも幾分かのヒントをお示しするつもりですが，sshとWindowsコマンドライン
の知識が前もって必要であり，それと共にかなりの量のフラストレーションが溜まる
ことを覚悟しておいてください．
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1. 前節で述べたように，Windows用の SVNクライアントを入手してください．
これが新規の導入である場合には，何らかの SVN コマンド（たとえば svn
--version）を実行して，configファイル群を生成させてください．これらは
後で変更を加える必要があります．

2. Windows用の sshクライアントを選んでください．選択肢はたくさんあります
が，ここではPutty tools22のものを使用することとしましょう．クライアント
が接続の度にパスワードを訊いてこないように，接続を自動化する必要があり
ます．簡単にするために，追加的なパスワード保護などを加えないキーのみを
使用することとします．

a) puttygenを使ってキーを生成します．.ppkプライベートキーファイルを保
存し，パブリックキーファイルはサーバ側に置きます．SVNサーバがLinux
で走っている場合，このパブリックキーの書式は Linuxの opensshと互換
性がないために，「Public key for pasting into OpenSSH authorized_keys
file:」編集フィールドから，直接サーバの~/.ssh/authorized_keysまた
は authorized_keys2ファイルにコピー＆ペーストを行わなくてはならな
いことに注意してください．

b) Putty の plink を入手してください．SVN の config ファイル 23 中
の [tunnels] セクションに ssh コマンドを設定してください．例：
ssh=c:/path/plink.exe -i c:/path/private_key.ppk24

3. SVNアーカイブをチェックアウトしてください．例：
svn co svn+ssh://user@server/repository_path

10.9.5.4 行末変換

共著者同士が LinuxとWindowsを混在させているとき，LYXは.lyxファイル中で異
なった行末記号を使用することになります．これは，LYXの機能に関する限り問題
になりませんが，コミット差分は巨大になり，マージではコンフリクトを引き起こし
がちです．幸いにして，SVNは，.lyxファイルを nativeモードに切り替える際 25，
22http://www.chiark.greenend.org.uk/~sgtatham/putty/download.html
23正 確 な パ ス は Windows の バ ー ジョン に 依 り ま す が ，通 常 は c:\Documents and

Settings\user\Application Data\Subversion\config や AppData\Roaming\Subversion 辺
りにあります．

24通常，正確なコマンドを機能させるには長い時間がかかり，それは多くの物事に依存します．たと
えば，リモートサーバが Puttyなどの既定セッションとして保存されないようにしてください．う
まく行かない場合には，まず SVNなしで plink経由の接続を試してください．

25手短には svn propset svn:eol-style native FILE_NAME
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CR/LF問題をどのように取り扱えばいいかを知っているので大丈夫です 26．

10.9.6 LYXにおけるGITコマンド
LYXで，最小限のGITコマンドがサポートされるようになりました．これらのコマ
ンドは，ファイル ▷バージョン管理にあります．リポジトリのアクセスに，パスワー
ド保護された sshを使用している場合には，ターミナルウィンドウでの操作をするよ
うに促されます．LYXは，GIT 1.7/2.30に対して試験を行っています 27．

GITと他のバージョン管理システムとの大きな相違点は，GITの配布形態にあり
ます．伝統的なバージョン管理システムでは，リポジトリをホストする，中心となる
サーバーがあります．ユーザーは変更点をサーバーにコミットし，他のユーザーが
行った更新分をサーバーから受け取ります．一方，GITでは，ユーザーは，ローカル
のリポジトリにコミットを行います．ローカルリポジトリは，GITコマンドの pull
または pushを使って，1つ以上のリモートリポジトリと同期されます．LYXは，リ
モートのGITリポジトリとは，一切関わりません．CVSや SVNの集権的リポジトリ
に対して行うのと同じことを，ローカルのリポジトリに対してのみ行います．リモー
トのGITリポジトリを使用している場合には，お好みのGITクライアントを使用し
て，pullまたは pushの操作を行う必要があります．

10.9.6.1 登録

お使いの文書が改訂管理下に置かれていなければ，メニューにはこの項目だけが表示
されます．もし改訂管理が有効ならば，登録項目は表示されません．
本コマンドは，既に文書のあるディレクトリをGIT管理下に置いている場合にの

み（すなわち.git/indexファイルが存在する場合にのみ 28），お使いの文書をGIT
に登録します．つまり，アーカイブはご自分でチェックアウトしなくてはなりません．
すると，文書の最初の説明文を入力するように促されます．登録したファイルは，

まだコミットされたわけではないことに注意してください．
実行されるGITコマンドは，git add "<ファイル名>"です．
スイッチの説明は man gitをお読みください．

26http://svnbook.red-bean.com/en/1.4/svn.advanced.props.file-portability.html
27Windowsユーザーは gitにパスが通っていることを確認する必要があります．これは，LYX中か
らツール ▷設定 ▷パス ▷ PATH接頭辞で設定できます．

28このためには，git init「と」初回リポジトリコミット（あるいは少なくとも git add）を手動で
行わなくてはなりません．
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10.9.6.2 変更をチェックイン

ファイルの編集を終えたら，変更をコミットします．このとき，変更の説明文を入れ
るよう促されます．その後，変更がコミットされます．

GITコマンド：git commit -q -m”<入力した説明文>” "<ファイル名>"

10.9.6.3 リポジトリ版に戻す

これは，最後のチェックイン以降，文書に加えられた変更をすべて廃棄します．変更
が廃棄される前に警告が表示されます．

GITコマンド：git checkout -q "<ファイル名>"

10.9.6.4 ファイル名変更

これは，現行文書のファイル名を変更します．最後のチェックイン以降，変更が加え
られていないサラの文書であることが要求されます．ファイル名とコピー操作の説明
を入力するように促され，その後，ローカルとリポジトリの両方でファイル名が変
更されます．新旧ファイル名の文書の親ディレクトリが異なる場合には，コピーにイ
ンクルードされたファイルの相対パスは，（ファイル ▷名前をつけて保存. . .と同様に）
全て調整されます．最後に，新ファイル名を使ってファイルが再度読み込まれます．

GITコマンド：
git mv "<ファイル名>" "<新ファイル名>"
git commit

10.9.6.5 履歴を表示

これは，GIT文書の全履歴を表示します．git log "<ファイル名>"の出力がブラウ
ザに表示されます．

10.9.6.6 改訂情報

LYX は，ファイルの最終コミットの GIT ハッシュ番号・その短縮形・著者名・
最終コミットの日時をサポートします．これらの情報は，すべて git log -n 1
--pretty=format:%H%n%h%n%an%n%aiによって抽出されます．ツリーバージョン情
報は，git describe --abbrev --dirty --longで取得されます．詳細については，
第 10.9.4.11節を参照してください．
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10.9.7 さらなる調整
最近になって vc-command機構が付け加えられたおかげで，LYXのパワーユーザは，
改訂管理のための自製コマンドを作ることができるようになりました．
たとえば，以下のようにして，二つの TortoiseSVNコマンドを直接統合すること

ができます．
コミット： vc-command DR "." "TortoiseProc /command:commit /path:$$p"

元に戻す： vc-command DR "." "TortoiseProc /command:revert /path:$$p"

10.9.8 バージョン管理と文書比較
バージョン管理は，通常 diffダンプを生成することによって，改訂版の間の変更点
を検査するのが，典型的な使用法です．これは平文ファイルには有効なのですが，複
雑な構造を持つLYXファイルの場合には，あまり便利ではありません．そこで，LYX
は独自の文書比較機能を提供しています．この機能を呼び出すには 2つの方法があり
ます．1つは，LYXの vc-compare関数を直接呼び出す方法であり（詳細は LYX関数
説明書を参照），もう 1つはツールバーアイコンによる方法，さらにはメニュー項目
を使用する方法です．当該文書のうち，任意の 2つの改訂版を比較することもできま
すし，編集中の現行版を古い改訂版と比較することもできます（このとき改訂版遡及
数「0」は，編集中のファイルと最後にコミットした改訂版との比較を意味します）．
この機能は，SVNとRCSでサポートされていますが，RCSは，より複雑なバージョ

ン付けスキームを持っているため，制約があります．ダイアログ中で改訂版を指定す
る際の数字は，つねにRCS改訂番号の最後の数を指し示します（例：「1.2.35」版の
ときには「35」）．現在のところ，改訂のGIT表記はサポートされておらず，HEAD~X.
の形で表記されるXステップ前の改訂版を，編集中文書と比較することのみが可能
です．

10.10 文芸プログラミング
Kayvan Sylvan（kayvan@sylvan.com）改訂　Edmar Wienskoski Jr.（edmar-
w-jr@technologist.com）原文

10.10.1 はじめに
この節の主な目的は，文芸的プログラミング（literate programming）のために，LYX
をどう使えばよいかをお見せすることです．ここでは，あなたがこのプログラミング
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技術をよくご存じで，「tangling」や「weaving」の意味するところを知っているもの
として説明します．そうでない場合には，以下の各節にあるウェブリンクをたどって
ください．そこには，かつての開発の歴史から最新のツールチップまで，たくさんの
良質なドキュメンテーションがあります．
また，あなたが，LYXの設定を変更することを厭わない程度まで LYXに習熟して

おり，Xリソースファイルにも親しんでいることを前提にしています．そうでない場
合は，あなたの必要とするトピックを扱っている，LYXの他の説明書で調べてくだ
さい．

10.10.2 文芸プログラミング
以下は，文芸プログラミング FAQからの抜粋です．

文芸プログラミングは，人間が読むのに適した形でのドキュメンテー
ションとソースの組合わせです．実際，文芸的プログラムは楽しい読み
物であるべきであり，さらには参加したいとさえ思わせるべきなのです！
（ボブ，ごめん．言わずにはいれなかった．）一般的に，文芸プログラムは，
ソースとドキュメンテーションを同一ファイル上に結合したものです．そ
して，文芸プログラミングツールは，ファイルを解析して，読むことので
きるドキュメンテーションか，あるいはコンパイル可能なソースを生成し
ます．文芸プログラミングのWEBスタイルは，D. E. Knuthが，TEX組
版ソフトウエアを開発中に作り出したものです．

他のエキスパートの発言です．

文芸プログラミングは，冗長なコメント付けと何が違いますか?
3つの際立った特徴があります．重要な順に列挙すれば，
• 推敲の順序が柔軟
• ブラウジングの自動サポート
• 特に図式と数式を含んだドキュメンテーションの組版
などがあります．

あなたの興味に火を付けたところで書誌情報を見てみましょう．

10.10.2.1 書誌情報

完全な文芸プログラミング FAQは
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Literate Programming FAQ http://www.literateprogramming.com/
lpfaq.pdf

にあります．
このFAQには，23（二十三です!）の文芸プログラミング用ツールが列挙されてい

ます．一部のツールは，特定のプログラミング言語用に特化したものですが，一般的
な対象を持つものもあります．私は自分で使うのに，いくつかの理由からNowebを
選びました．

• 説明文書を LATEXでもHTMLでも出力できる．

• オープンアーキテクチャを持っているので，新しいフィルタをプラグインとし
て加えたり 29，自分が必要な特別な処理を実行することが容易である．

• すでに利用可能となっているフィルタの良質なコレクションがある（HTMLは
その一つです）．

• 無料である．

Nowebのウェブページは

Nowebホームページ https://www.cs.tufts.edu/~nr/noweb/

にあります．ここから始めれば，たくさんの興味深いリンクや，文芸プログラミング
の用例にたどり着くことができます．

10.10.3 LYXとNowebを使った文芸プログラミング
LYXにおける文芸プログラミングのサポートは，LYXの汎用変換機構を使用して実現
しています．このサポートは「Noweb非依存」的な方法で提供されているので，LyX
の設定を変更するだけで，自分の好きな他の文芸プログラミングツールを使って，こ
の新しい LYXの機能を利用することができます．

10.10.3.1 ドキュメントとコードの生成（weavingおよび tangling）

nowebモジュールの使用 NowebとLYXの導入に成功したならば，新規文書を開いた
ときにはいつも，文書クラスを選択した後，文書 ▷設定メニューで「noweb」モジュー
ルを追加するようにしてください．Nowebが正しく導入されていれば，「モジュール」
29フィルタは，与えられたデータストリームを読み込み，操作されたデータストリームを出力するプ
ログラムです．このようにして，（文芸コードを含んだ）WEBファイルを，Cプログラムコードや
LATEXコードのみを含むファイルに変換することができます．

153

http://www.literateprogramming.com/lpfaq.pdf
http://www.literateprogramming.com/lpfaq.pdf
https://www.cs.tufts.edu/~nr/noweb/


10 LYXサーバー

リンクをクリックした際，利用可能リストに「noweb」モジュールが表示され，文書
に追加できるようになっています．

コードの入力 LYXでは，Chunkという名前の特別差込枠を使えば，コードを入力
することができます．Nowebは次のように chunks を区切ります．

<<My code>>=
code
more code
even more code
@

問題は<<と@の間にあるものを完全にそのままの形で扱わなければならないことで
す．つまり，LYXは，この間に書かれたものを特別に解釈することは決してあっては
なりません．これもChunkによって取り扱われ，通常のテキスト差込枠のように見
えますが，自由に空白を入れることができます．
特殊な注釈として，chunk内でNowebの「%def」を使えば，Nowebの identifierの

相互参照に項目を加えることができます．次の例を見てください．

<<My chunk>>=
def some_function(args):

"This is the doc string for this function."
print "My args: ", args

@ %def some_function

これをどのように使って，その結果相互参照がどうなるかはLIBDIR/examples/listerrors.lyx
の中の文芸 pythonプログラムを見るとよくわかります．

説明文書の生成 この時点で，適切な文書クラスを持ち，いくつかのコードとテキス
トが入った新規文書ファイルが作成されているはずです．これをどうやって印刷した
らいいのでしょう．答えは簡単で，通常の文書で行うように文書 ▷表示等を選ぶだ
けです．特別な手続きは必要ありません．
理解を助けるために，LYXの内部で何が起っているかを説明しておきましょう．

1. 文書 ▷更新が選択されると，LATEXファイルがつくられます．
文書が文芸プログラミング用のクラスであった場合には，拡張子に（設定パネ
ルで設定した）文芸プログラム用のものがつけられます．それ以外は.texが拡
張子に使われます．
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2. 違いがファイル名だけなのに注意してください．LYXによる特別な処理は必要
ありません．Chunk差込枠でコードを入力するのだけがポイントです．

3. 文書が何らかの文芸プログラムクラスなら，LYXは，LYXから Nowebへの内
部変換子を用い，それからNowebからLATEXへの変換子 30を使ってLATEXファ
イルを生成します．
それ以外の場合はこのステップを飛ばします．

4. 最後に LATEXが実行され，通常の文書と同じ後処理が行われます．

様々な変換子が実行するコマンドを変更すれば，簡単に，特定の「文芸プログラム
ツール」から変更することができます．

コードの生成 ビルドメニューが選ばれた場合や，それに対応するツールバーのボタ
ンが押された場合，上のステップ 1と同様に LATEXファイルが生成されます．それか
ら LYXは Noweb->Programのコンバータを起動します．通常は，このコンバータは
（他のコンバータと同じように）2つの部分からできています．

1. 変換プログラム．このプログラムは，一つのフォーマットから他のフォーマッ
トへの変換を行います（この場合は，Nowebフォーマットからプログラムの疑
似フォーマットへ変換します）．

2. エラーログ解析子．これはエラーメッセージをLYXが理解できる形へ書き直し
ます．これによって，LYXはファイルバッファの正しい位置へエラーボックス
を配置することができます．

冒頭部，「変換子」設定は

build-script $$i $$r

と指定します．これは基本的に，LYXが”build-script”（プログラムかスクリプト
名）を（一般にはLYXの一時ファイル用のディレクトリにつくられる），Nowebファ
イルの名前と元の LYXファイルのディレクトリパスを使って呼び出すことを意味し
ています．
以下に「build-script」の一例を書いておきます．パスが通っているディレクトリに

置いて使います．
30これらの変換子は，ツール ▷設定パネルの変換子タブに定義されています．変換子の一般的な情報
については，取扱説明書『カスタマイズ篇』の「変換子」の節をご覧ください．
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#!/bin/sh
#
notangle -Rbuild-
script $1 | env NOWEB_SOURCE=$1 NOWEB_OUTPUT_DIR=$2 sh

変換子設定の次の部分は「フラグ」で，これは

parselog=$$s/scripts/listerrors

に設定されます．
これは，”build-script”プロセスが生成したエラーを”listerrors”プログラムを介して
処理するものです．
ビルドは，通常 LYXの一時ディレクトリで行われるので，変換によって生成され

たファイルはそのディレクトリに置かれます．LYXは，主要ファイルとみなされるも
のをコピーして取り出しますが，Noweb→プログラム変換は複数のファイルを生成す
ることがあるので，LYXを閉じる際に大半が削除される可能性があります．これが，
NOWEB_OUTPUT_DIR環境変数を渡して，build-script chunkが生成したファイ
ルをその場所に置かれるようにする理由です．

文章中でのプログラムの構築操作の説明 LYX と Noweb の統合の最後の部分は，
“build-script” chunkです．一般に，あなたのプログラムの構築操作の説明それ自身を
chunkに入れて文章中に含めなければなりません．上の例の noweb用の build-script
では，chunkを見つけるのに notangleコマンドを使い，shを使って起動します．
以下に典型的な chunkがどのようなものかを書いておきます．

<<build-script>>=
#!/bin/sh

if [ -z "${NOWEB_SOURCE}" ]
then
NOWEB_SOURCE=myfile.nw
fi
[... code to extract files ... use NOWEB_OUTPUT_DIR here ...]
[... code to compile files ...]
@

ファイル ▷用例を開く ▷モジュール ▷ Noweb Listerrorsまたはファイル ▷用例を開く ▷

モジュール ▷ Noweb2LyXをご覧ください．このファイルには異なる実装の「listerrors」
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プログラムが含まれていて，これまで説明してきた各々の部分が全体としてどのよ
うになるかをわかってもらうための例です．面白いことに，これらのファイルには，
PythonとPerlが各々使われていて，LYXの文芸プログラミングのサポートがプログ
ラム言語に依存しないことを示しています．

10.10.3.2 LYXの設定

すべての文芸プログラムのための設定は，ツール ▷設定パネルの「ファイル処理」タ
ブですることができます．重要な部分を見ておきましょう．

「NoWeb」形式 ファイル形式タブで設定します．ここで，Noweb特有の設定を行
います．GUI名を NoWebに，拡張子を.nwに設定してください．これによって，
LYXに変換プロセスの第一段階でつくられるファイルに.nwという拡張子をつ
けることを指示します．

プログラム形式 これは，変換の終着点を示すためだけの，空の形式です（これがあ
ることで，変換子を作ることができます）．

NoWeb->LATEX この変換子は，文芸的文書の「weaving」を行います．Nowebの場
合，「noweave -delay -index $$i > $$o」に設定されます．

NoWeb->Program これは「tangling」を行います．上述のように，変換子は
「build-script $$i $$r」，フラグは「parselog=$$s/scripts/listerrors」
となります．

10.10.3.3 デバッグ機能拡張

ddd/gdbまたは他のデバッガで使える「server-goto-file-row」関数が新たにLYXサー
バに実装されました．

ddd/gdbでデバッグしているとき，一つのキーストロークで現在実行している位
置でテキストエディタを起動できます．既定の dddの設定では Shift-Ctrl-Vになって
います．この設定は dddでツール ▷設定 ▷ファイル書式ウインドウを表示して，編集
プログラムエントリを変えると変えることができます．
新しい LYXサーバの関数と，この dddの機能を使うために編集プログラムを次の

ように設定してください．

echo "LYXCMD:monitor:server-goto-file-
row:@FILE@ @LINE@" >~/.lyxpipe.in
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こうしておくと dddを使っていてプログラムの編集したい場所があったとき，（dddの
ウインドウで）Shift-Ctrl-Vを押すだけで dddはLYXサーバに情報を送り，LYXは同
じファイルを表示し，カーソルは dddが示した場所へあらわれます．これでもうデ
バッグの最中に推測しながらスクロールして場所を探す必要がなくなります．
この機能が動くには LYXサーバが利用可能でなければなりません（既定では LYX

サーバーは使えないようになっています）．
第 10.2節にその方法が説明されています．

10.10.3.4 ツールバー拡張

ツールバーに加えることのできる 6つの新しいボタンがあります．そのうちの 4つの
ボタンは標準・節・LATEX・LYXコードの段落環境へのショートカットであり，1つは
特別差込枠 Chunkへのショートカットです．最後の一つはファイルメニュー項目の
「Build Program」へのショートカットです．

LYXはツールバーで使うためのいくつものボタンを用意しています．私のツール
バーはこの 6つのショートカットに文書 ▷更新 ▷ DVIと文書 ▷表示 ▷ DVIを組み合わ
せたものになっています．

Toolbar
Layouts
Icon "layout Standard"
Icon "layout Section"
Icon "layout latex"
Icon "layout LYX-Code"
Icon "flex.insert Chunk"
Separator
Icon "buffer-view"
Icon "buffer-typeset"
Icon "build-program"
Separator

.

.

.
End

158



10.10 文芸プログラミング

10.10.3.5 色の変更

LYXではいくつもの色を設定で変えることができます．人々が困りがちなのは，LATEX
フォント色でしょう．これは，既定では赤になっていますが，chunkは LATEXフォン
トを使うことになっていて，文芸プログラミング文書には多くの chunkが現れるため
に，すべて赤で見ていると疲れてしまうかもしれません．これは，操作性 ▷色タブで
変更することができます．
もう一つは，改行文字が画面に表示されていることでしょう．改行文字の色を背景

の色と同じにすることで改行文字を見えなくできます．私は改行文字を背景の色に似
ているが少し違う色にすることを勧めます．こうすると，改行文字があるのはわかり
ますが，じゃまにならないでしょう．

10.10.4 LYXと knitr/Sweave

knitrと Sweaveへのサポートについては，ヘルプ ▷用途別説明書 ▷ Knitrおよびファイ
ル ▷用例を開く ▷モジュール ▷ Rnw (knitr)，ヘルプ ▷用途別説明書 ▷ Sweaveおよびファ
イル ▷用例を開く ▷モジュール ▷ Sweaveに説明があります．
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LaTeXパッケージ
enumitem, 74, 75

箇条書き
調整, 74
余白, 74
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